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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

何れも 11 v: たぬ授の ( l ( Eですが絶え F 何千Ji の人命を、メ総ゆる建物

の ＱＮ ｊｾ を黙々と巡って、大切な役割を思して肘ります
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日み ｮ 司 ｾｉＢ
住 . 1!& . 窓 ・ 出入 口 な ど が一 体 と な っ た 新 し い 外 壁 構

成 用 の 規格〆 マネル・・・ ・・・そ れ がヱ コ ン パ ネ ル です。

沢 山 の 種 類 が あり、 型 ゃ色彩も! . - ! 2' M" で す か ら 、 エ コ ン

パ ネ ル を お 好 み の l順 序 に 並 べ る だ け で 、 ど ん な 附1取 り

も 自 由 に で き ま す 。 そ の 上 、 骨 組 の 経 量 形 鋼 を は じ め

強 〈 、 美 し い

耐 久 慌 の あ る

⑧ fqRE夜 空 方キオ来十でつくら

れ て い ま す か 挽 ニ 丸 帯 ピ ル 唯 髄 (272) 代 世3751

ら 、 現 代 人 的

. 蝿 嗣 大 阪 1ι 品 名 ゐ 国 八幡 札 叫

f山富 酎 判

i主 宅 に IH 設i盗

エ 唱 大 匝 眼 目' " ' 岨

で す .

③ハ
中薗 資自 3読

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

美 し い 床 材 を つ く っ て40年

- 程よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ピ= ヲート哩時型

告 種 製品 リノリユーム ・リ ノタイル . Nタイル・ス ポ ン ジシー ト

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・ 大阪市南区 ｊ 帆 Ｉｾｾｉｔ［ ，旦り Ｔ 丁目Ｈ 三 和 Ｑ ビル Ｉ T E L 2 7 1 - 5051  ( 代)

東 京 . Jl r  JI( lm中 央 区 銀 l坐 4 丁目 (三和 ヒ、ル) T E L 561ー 1701. 2564 



あ

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トt ! 7EII

上枠 ・上li 下枠 ・下尻

( ピ ポット ・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 施 市 償 沼 町 1 の 4 6  電包布施 ( 721) 7 7 1 3 - 4  

lI! 京都千代田( i ( 神国三崎町 2 の26 電お東京 (332) 日10 (301)【>>03

な た の 会 社 の 合 理 化 は

平川 ｾｍｐ ［ｬ ミイヲ で

製品のコス トダウン 直ちに O K /

あなたの工場て・の蒸気単価はいくらですか ?

M P ボイラでは560円/ T O Nを保証致します。

本来 式 赤土 卒 川 鍛 工 所

木下 1・・ーr. 場

見む ［ＨＢｩＺ［［Ｑｪｾｲ

) L州 ，'1¥ 'JJmr  

滋 賀 1'0 !JIi 

大 阪 市 大 淀 医 大 仁 西 2 の 1

束 ｾ｝ｴ 占 ｦ［ '1' 央 区 八 重 洲 6 の 7

小( 1 ' di ' ; ト; 出!J 5  4  5  

Ｑ 銑 ｾＺｌ 燥野 ｩ Ｚｎ ｩ 1¥11野 洲 II IJ 三 上

T E L  (458)  3 6 3 1 - 5  

T  E  L  ( 272)  2  7  2  1  ( 代)

T  E  L  ( 52)  4  8  6  2  

T E L 野洲町 4 0 5



. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイノ

来 紫 綬 寝 室 芋 に 輝 ぐ 米

日 ・米・ 笑 ・ 独 . 各 国 特 許

畠 哩 t I . .  

fii7園事Z 噌 q

ーーーーー 『曙瞳蝿掴紙議場曜躍雛軍慰掴縦醤機騒輔元誕臨部議主務穣説滋泌愈他端溺暗揺量

E 本 金 具 製 作 所

桜 造 元 ヂ( / ( " /エ葉徐武曾稔
型 1犬 優 鈴

故 障 総 書 鴨

アルミ/ 刊しタイル

ヤハス? ラス

木毛セ〆 〉ト板

力ラ- ぺストス

ポード

ビニール加工板

メラミ〉加工板

ス日 ＭＯｾ

ピ二床タイル

プリント合板

30メー力一代理匝

雲霊t I i ""J 主桜必



“鉄をつくり未来をつくる "住友金

“ 軽い" しかも“ 強い"g

さすが住友製と好評

産 業 活 動 の 大 動 脈一一一鋼 管 。

そ の 鋼 管 と 四 つ に 組 ん で 半 世 紀 !

“ 鋼 管 な ら 住 友 " と 欧 米 を 初 め 世 界 寄 国

で 折 り 紙 っ き ! そ の 住 友 が 総 力 を 結集

し て っ く り あ げ.た 角 形 鋼 管 。

“ 強 い " 鉄 鋼 は “ 重 い " と い う 常 識 を 破

っ て “車歪 く" し か も 驚 異 的 な “ 強 さ " ， 

ビ ル や 学 校 な ど 不 燃 建 築 物 の 柱 材 お よ び

部 材 な ど に ス バ ラ シ イ 人 気 で す 。

住 友 の 角 形 鋼 管

。 住 友 金 属 工 業

ｾ＠
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日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 株 式 会 社

金属成型事業部

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 liiii 後 IHf (綿業会館内) 'di: 大 阪 (231) 8088 ・7958

茨木第一 工場 大 阪 府 茨 木 "1 木 l日新 聞 6 0 心茨木 (07262) 4741  (代)

茨木第 二工 場 大阪府公木 ￯ ｢ 太田上 ｾｦ Ｇ '，[L茨木 (07262)5065・5066

本 社 兵附県尼崎市湖江( 凶欽尼崎駅北) 正 大阪 (401) 5  55 1  (代)

東 京 事 務 所 京京行11 千代川区 (丸ヒ/ レ 4 0 3 号) 川東京 (201) 0875 ・3605
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驚異的健三価格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

E 三: 7 " 1ぺ- - 9

まE 只 6 人 用 ・ 8 人 用

illi 転 条 件 交 流 可 変 速 度45 m/ mi n 

操 作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ プ

( 運転手なし :乗 合 全 自 動 式 )

位 置 表示 7 ラ y シ ュ ラ イ ト 式

1Jr， 来場、カコ・共 1 枚 片 引 自 動 所己

( 七 フティー. : I . ，. .;! ヂ 付 )

来 湯 寸 法 760市 x 2050哨

ｾ＠
qζ ケ日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 貝

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てと画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
J - 3 0  

23aこ7 -

食 堂 型 高 庖 向

ｾ＠ -. "11 .  '1¥判I l O O V / 2 0 0 V X H P  

同 組 i1i 2  5  kg 旬分，型地 2 0 m

カ プ i 銅 製' イf 剖'J 5 0  0  x 5  0  0  x 6  0  0  .... 布

陣 釦 式 会 自 動 週 転 各 階上 下 引 骨肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 慣 柵 が 喧 村 の た め 通 路 エ ヨ餌簡 易

M - 5 0  

宜 宜 肺 開 向

_ 111 世 流 200 V  X  H  P  

同 組 問 50k g Ｑ ， ｪ 分 ，盛 ｊｾ 3 0 m 

カ コS阿 ，叫 =t' T公h 600 x 60 0 x 750句 "

押釦豆長全 a 勘 置 転 会 階 上 下 引 骨

周 付 出 入 口 三 方 向 島 由

M - l 0 0  

が¥J Ir. ! < ホ テ ル ー 牢 相 棺 宜 ー 商f苫

ー 工 唱 向

七三 州 立 ."1. 200 V  1  11 P  

tf¥ 01&. III.  l OOk信 7耳うな "生1且30 r n 

カ " .j 関':':! イE タ'}J 7 S0 x  750 x  900弓ら

押 阻 式 全 自 動 置 転 ・各 階上 下 引 骨

府 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

一 刊日乙，J! t. 2  0  0  v  2  11 P  

同 組 1 . 1 2  0  0  k g  11J 汁 述 l 'l 3 0 m  

カ ゴ S関 梨 9 0 Q X 9 0 Q X I 0 5 0 刊明

押 釦式 全 自 動 置 転 ・各 階 周 付

M - 3 0 0  

三m交 流 2 0 Q V  3 H P  

情 雌J j 1. 3  0  0  kg Ｑ ＰＺ分注 ｬｾ 3 0 m  

カ コ1I崎弘 1. O O Qx l， O O Ox 1. 2 0 0司仇

押 釦式 全 自 動 週 転 ，寄 階 廊付

タマガゲ工業株式28主

大 阪 市 西 区 京 111) 抑 二 丁 目 三 十 番 l也

市 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東京文 ｊｉｉｾ

名古屋文j占

京総営業所

東 京 都 北 区 岸 IIIJ 1  - 9  T E  L 東京 (911) 4253 ・(919) 3062 

名 古 屋 市 rj-I 区 東 陽 111) 7 - 2 T E L 名古屋 (24)  0  3  7  2  

京都市中京区二条通問洞院内入 T E L  京 都 ( 23)  9  5  3  2  



アスヲアルト防水は牟限保藷す ｾ￬

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ '  

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿
(イ ロハ I1阿)

地 区 会 ネ:J: 名 住 所
rE，t L ， 

;1li 

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K I 札腕市北三鰍 4 ー 1 I  @ 3倒 4426

東 北 地 区 ! 大 和 工 業 K K 仙台出張所 I 1111台市二 日IUT 1 ー 2 I  @ 7790 ②白

井 上 涯 青 工 業 K K 東京都，t，央区銀ドl uU 2  - 13  
( 541) 1974- 5  

伊 目薬 建 キオ K  K  東京都台東|天浅草111烏111[ 77
( 871) 5311(841) 5729 

北 条 ; 歴 育 工 業 K K 東京都rl '火1>切さ III T 3 ー 7
( 551  ) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿lメ柏木 5 - 1172
(361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  WJ長船千代田| メ神田小川 III Tl - 8
( 251) 0161- 3・1301- 2

涯 育 建 材 K  K  * 京都rl' 央区銀時点 3 ー 11
( 541) 6945・7834

l長l 京 地 l夫

桑 原 建 キオ K  K  Jl u;': 都文京阪Jfr !) f，(訪111)" 6  
( 921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  - * 京郎荒}II 区南千イ 1: 6 - 42
( 891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 涯 青 工 業 K K 東京都合京 区草野坂本111161
( 841) 8501 ・( 871) 2851

藤 井 工 業 K  K  .*Jii 却l文京区林 IIIT94 ( 941) 0271・2582

K  K  柏 商
4ヨbミh  

東京都千代田 医者l' 閏同即] 町 3 (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 ｴｾ 浜 市 内区高品 ｉｉｉ ｔｬ Ｍ Ｑ @ 7846・8476- 7

l中 央 建 材 工 業 K K l名古屋市 'l' IRit40..Ei IIl ]

ょ紅 海 J也 民 日 本 建 材 興 業 K K 名占屋市西区南押 切III T 5 ー 12

@ 6860・2574・0415

日 新 工 キオ K  K  大阪市西区新町北辺 1 - 17
⑪3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 - 152
⑮2360・2030

近 t民 地 区 K  K 新 光 商 庖 大阪市南区駈 II IT通 2 - 13  
⑫7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北沢老必III T 2  - 19 
⑩5976- 8  

J，a円E  

71く 興 業 K  K  大阪市 北区tt山rl ll T34 ⑩0251- 3  

l釜 示 建 材 k k  l- 間 IIIn03

一

rl '  I同 J也 Id: 束 中 園 防 水 工 業 Y K I  Il?i J山 dT謄 屋 IIIT22

③2211・6302

工 業 K  ;1山 牒InT

K  山 本 商 会 総山Ti-i i"iうII T 2  - 95 
②2717・8422

日 新 輿 業 K  K  延岡市本小路74 4305  

大 同 工 業 K  K  7;' ;的TI! 揃通 6 - 82 8155- 6  

} L 州 J也 lX: K  K  工 キオ ネ土 門司Ti T大If ! . .lU通 l O T i l ⑧ 1468- 9  

安 藤 工 耳Z K  K  前問 di 大 浜 1 1 '11瀞rlll )"95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会
鹿児 島市上之闘 II IT62 0 0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大|奴di i! lj lメー新 III Jj t.i!!l l - 18  11 tfr工業 K K大Wii 'i::; 業 J9f ⑮ 5281- 3  



リ ビ ン グ ル ー ム に

新しし、色

ソフトなう吃りを .. r
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ガ ラ ス に 美 し い セ ラ ミ ッ ク 続 料 を 焼 H け て

ｊ Ｇ リ ｉｉ Ｍ Ｚｦに Ｇｪｾ｜ i じ し た 、 カ ラ フ ノ レ な カ ラ ス で す 。
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i'Ht の ま ぶ し さ を ソ フ ト に す る 、 タトの j zt 色 の

色 を ( J _ と ん ど 変 え な い な ど 、 す ぐ れ た カ ラ

ス で す 。
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最大の規模最高の品質グ

五 膏 ポ ー-r

E 膏ヲヌボード

五膏唖音ボード

sss サンエス石膏株式会社

製 造 元 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

務日本耐火ボード株式会社

λ … 三 菱 商 事 株 式 会 社

東京岱 千代田区; l l ノ内 2- 20 T E L  (211)代表 o 2 1 1  
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経室、緩勾配医根氏

軽快た澄代建築枚

日涯ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

8j Jii ｝Ｇｾｉｌ テン ｉｌＭＷ イ〉タ
伸 縮 白 地 材 工キヌハロンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキえ シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 桔

本 社 束 京 郎 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区姻上通り 3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079
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新 形 洗 面 器 の ト リ オ

帯、 ¥

ア ポ ロ

タナ付洗面器

陶 器、金 具 七 ッ 卜

t1 L1300 

i  長及 ￥ 14，200 

並 級 ￥ 12，700 

L  1305 

意 匠 登 録

第214821号

ジ ュ ピ タ ー

L  1223  

意 匠 登 録

第214819号

タナ、ソデ付洗面総

陶 器 、 金 具 七 1 ト

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 器

陶 器 、金 具 七・ノ卜

1*及 ￥ 15，400，

並 級 ￥ 13，900 

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560  

一7ogol oκ£

東洋陶器株式盆社 l
本 社 / 小 倉 工 場 f 小 倉 、 茅 ケ 崎 、 滋 賀

大阪営 業 所 Ｏ大阪市東区高ｾＱＡ橋 ｔ･ ｬ (231)4518- 9  

1  4  2 4  

@  

川ロョぬ街ｾＡ
川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都葛飾区本 fH凶ッ木町 5 4  屯話東京(691)61 4  1  (代表)

車京営業所車 京師千代目区神 fHIl: 本町 1 3  ol ! 話東京(2911;941 - 4946  

りIIIJ ピル)

大飯倉察所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 3 3 電話大阪(211) 4  3  5  8  - 9  

"  
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日

本

建

築

協

「

建

築

と

社

会

」

会員の頁へどしどし

お便りをノ

会

員

の

頁

欄

イ丁

昭和38年正月号より ，乙の「建築と

社会」誌に新らしく「会員の頁」欄

を設けまして ，会員の皆さんの声を

のせていきた いと思っております。

協会 K 対する注文，掲載文lζ 対する

感想，ど意見，建築界のいろいろな

問題 1[. 対するご感想，その他何でも

よいですから ，どしどしお便りをお

よせ下さい。[ " 会員の頁」欄に集録

していきます。字数はハガキ 1[. 書け

る程度でよいと恩います。乙のハガ

キをご利用下されば幸いです。

日本建築協会編集委員会



会 員 の 頁 原 稿

会員の頁へどしどし

お便りを .ノ

乙のハガキをど手IJm下さい。

1. 字 数 600字以内( 原則として〉

長くなる場合は別 lζ 下紙

でお送り下さい。

1. 期 日 岡山。とりあえず正月弓

としては，来る 11}] 15日

ーまでに必- f ' f- ねがいます。

それ以後到益分は . 2 刀

号. 3 月号 ICのせます。

l 内 界 内 界 も j

C

l 出です。

住 所
1 掲 載 掲 載 号 を-ITI l長上いたし

ます。

役 職 氏 名 l とく名 とく 名の場合はその旨明

記のとと。



会 告 1

日 本 学 術 会 議 第 6期

会 員 候 補 者 の すいせん

防 錆 に 関 す る 講 演 会

第 1回 若 い 会員の集い

デザイン部門

( 注) r防舗に関する; ; l I dii 会」

「第 1 回若い会員の必ぃ」

以上 2 件の開催通知は近畿

在住会員 11:は 「はがき」で

いたしました。

日 本 学 術 会 議 第 6期 会 員 候 補 者 の 推 薦 通 知

来る 11月25日を期限として行なわれる日本学術会議の第 6 期会員選挙

について，その全国区候補者として，本会より現会員の下記両氏を推煎

いたしましたので通知申し上げます。有権者は棄権せぬようど注意下さ

し、。

記

日本学術会議第 6 J明会員全国区候補者

武 藤 清 氏 ( 東京大学教授 ・工学博士)

西 山 卯 三 氏( 京都大学教授 ・工学侍土)

防 錆 講 演す
4

2

 

関 る

1. と き 10月22日( 月) 2 [時一一 4 時半

1  .  と こ ろ 千代田生命ビノレ 9 階ホー J レ( 御堂筋ガスビ J レ前〉

1.  演題と講師

1.  金属材料の腐蝕と防蝕について( 下地の処理についても)

京 都 大 学 教 授 工 博 吉 沢 四 郎 氏

ラストマスターについて( 日米特許の錆止め塗料〉

石産化工KK 技術部長島谷府; ; g 氏

なお，併せてぬ谷氏より下記塗料について説明を行います。

ジュラクサテン( 京壁仕上塗料)

プライナメノレ( 床用塗料)

1  協 賛 石E i t 商事株式会社

若い会員の集い 第 1 回

昭和37年度統一テーマ 「現代の探検」 デザイン部門

『企 業 内 に お け る 工 業 デ ザ イ ン』

a. 現状と現在の問題 b  将来にめざすもの

日 時 10月24日( 水) 午後 6 時→ 8 時30分

A  

τ Z三 本会 4 階集会主主

絵下電器産業 KK 技術本部な匠11;11作課

主任 辻 弘 治 氏 豊 口 協 氏

場

ゲ ス ト

申 込 包括で願います。定員30名で締切ります。

圃乙ん回は工業デザイン部門の第一線で活躍されている上記の若いデザ

イナーを お招きいたしました。あらゆる家庭の中に次々と送り込まれる

家庭電気器具の鮮が，もはや現代生活の必需品となっているととは申す

までもありませんが，その産業自体もまたあらゆる怠味で現代社会の重

要な支柱のーっとなっております。 1t¥.'c大衆の晴好を鋭敏|ζ キャッチす

るだけでなく ，それを導いて行く積極的な推進力をさえ持つに至った巨

大な組織の中で苦闘されているデザイナーの眼から見た現代のー断面

一一生産と販売のメカニズムの現状ど将来への珍・と希望についてともに

話し合いたいと恩います0 ・なお，第 1回と して 予定しておりました

「ホテルの経営と機能について」は台風のため止むなく 中止いたしまし

たので「デザイン部門」を第 l 回として開催し，前記のサービス部門は

日時を改めて関{ 佳いたします。



豊 中 市 庁 舎 と 緑 ケ 丘 団 地 見 学 会

日 時 10月20日( 土) 集合 13時→解散 171時

集 合 所 大阪駅西口駐車場京阪観光ノイス ・目標本会放

申 込 定員60名 ( 先若〉で締切り ます。

豊中市庁舎・建築概要

設 計 日建設計工務株式会社

監 理 豊中市建設部建築諜

株 式 会 社 銭 高 組

豊中市桜塚本通 5 ー 1

S RC 地下 l 階，地上 6 階，塔屋 3 階

2. 985. 02m
2  

10 .058 .04m2  

昭和35年 12月~昭和37年 4 月

施 工

位 置

構造 ・規模

建 築 面 積

建築延面積

工 期

平川鉄工所滋賀工場と

日本電気硝子大津工場見学会

日 時 10月27日( 土〉集合 9 時20分→解散20時30分

集 合 所 大阪駅西 口駐車場，京阪観光ノミス ・目標本会旗

申 込 20日まで消印の往復はがきに限る。但し定員50名を舷えた

場合は抽せんで参加者を決定お知らせいたします。

会 費 不 要 ( 貸切パス， 昼 ・夕食を用怒いたします)

お 願 い 開業関係者のお申込みはど遠慮下さい。

. 株式会社平川鉄工所滋賀工場概記

高さ 18 m，巾 36 m，奥行 11 2 mの山型工場で，防音，採光 lこ考慮し，

従来の製缶工場の観念を一新した。設備は品質向上，能率増進を図るた

め最新のものを整えてい る。プロパンによる自動カス切断装置 ・600 ト

ン油圧式プレス ・遠隔操作ベンディングロール ・自動溶接ユニオ ンメJ レ

ト・7 ニプレーター ・自動操作焼鈍炉等々を配備し，新しい管理技術の

下，生産管理と作業合理化を目標K . ， 11¥来るだけ最短距離を流れるよう

迩搬管理にも基準をE き，流れ作業による - f l 作業が可能である。以上

の流れを掌る 3 台の天井走行起重機，また行程の間にはさまって検査の

完墜を期す X 線装置お よび引張 り試験機など，すべて新鋭の設備で，優

秀なボイラーが続々と生み出される体制が整った。

- 日 本電気硝子株式会社大津工場概記

工場は風光明眉な琵琶湖畔大津市にあり ，昭和24年日本電気株式会社

より分離独立以来ダンナーマ シンによ る硝子管の製造を主事業とし，そ

の他特殊ガラスのメーカーとしてわが国最高の地位を得てきましたが，

昭和35年K は米国最大の総合硝子メーカー Owens-Il l i noi s 社と技術提携

を行い品質の向上を計っている。乙の優秀な硝子製造の技術を生かして

建築用ガラスブロックの生産を開始し， 採 光 ・防 音 ・防 火 ・断熱性に

俊れ， コストダウンを図り ，近代建築材料としての全ての条件を備えた

N E G ガラスブロックは， あらゆる場所K 使用され好評を得ている。さ

らに業界初の N E G ガラスブロック製造のオートメー ション化により品

質の向上， 生産の合理化に成功した。

L:>.  

zコE

の

γι

止

ロ

豊 中 市 庁 舎 と

緑 ケ 丘 団 地

見 学 会

第 4回 工場見学会

平 川 鉄 工 場 滋 賀 工 場

日本電気硝子 大 津 工 場

見 学 会

行 程

大阪駅西口貸切パス出発9. 30→平川鉄工所

工弱者12. ∞ (昼食，見学) 同工場発14. ∞

→( 貸切パス) → 日本電気硝子大津工織

14.30  ( 見学) 一同工場発17 ∞ー( 貸切パ

ス) →紅葉館者17.20 ( 夕食) 一同発18.30

ー ( 貸切パス) →大阪駅前mO. 30 ( 解散)

(注) r豊中市庁舎と緑ケ丘団地見学会」

「平111鉄工所と日本電気硝子見学会J

以上 2 件の開催通知は近低在住会貝 IC

は「はが き」でいたしました。



会 告 3

鋼 管 構 造 デ ザ イ ン

マ ニ ュ ア ル 講 習 会

第 5回 建 築 写 真

コ ン ク ー ル

大阪住宅建設促進協議会主催

第 7回 住 宅 写 真 コ ン ク ー ル

題 材 す ま い と く ら し 現

代の住生活をあらゆ

る角度からとりあげ

た作品

締 切 昭 和37年 10月末日

送 り 先 大 阪市東区大手前之

町 大 阪 府 住 宅開発

課 内 大 阪 住 宅建 設

促進協議会宛

発 表 11月上旬

* 詳細につ いては主催者にお問

合せ下さい

「鋼 管 構 造 デ ザ イ ン マ ニ ュ ア ル」 講 習 会

1 と き 11月12 日( 月) 1  J時一- 5 時

1  .  と こ ろ ガスヒソレ講演会場( 御堂筋)

1  .  演題と 講師

1. 鋼管椛造について

. 1  鋼管構造の設計について

1. 鋼管構造のデザイン 7 ニュアノレについて

1  .  スライド 鋼管構造の継手lζ ついて

1. 共 催 大 阪 府 建 築 土 会 本 会

1  . 後 援 日本建築学会近畿支部

| 奴大総尾; 教夜

来 工 大 藤 本 数 夜

東 大 加 藤 助 教 夜

1  .  協 賛 八幡製鉄 KK 八幡鋼管 KK 八械工コンスチール KK

八幡溶接棒 KK 川崎. i l ! 工業 KK

第 5 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル

締切期日を 10月31 R  I C延ばしましたので，ふるって応募下さい。

主イm 日 本 建 築 開 会

募集規定

1. 主 題 屋 狼，壁，インテリア

2.  応募資絡 臼本建築協会会員 lζ 限る。

3.  大 き さ 四つ切版以上 ( 応募点数は制限しないが未発表のもの

4.  締 切 昭 和37年 10月3 1日( 当日の消印あるものは有効)

5.  入選作品 入選作品は 10点とする。その内 1 等 10 ，000円 272 

の数と: D: 5 ，000円 3 等 3 ，000円の賞金 ・副11 ・賞状。他の入選

作品 lこは副11およ び: D:・状を贈る。

6 .  審 査 員 :11 : . 村隆夫氏/ 株式会社竹中工務応

( 50音)1民) 木村喬夫氏/ 総式会社大阪建築事務所

佐久間宏氏/ 大成建設株式会社大阪支庖

消水民雄氏/ 清水建設株式会社大阪支庖

鈴木洋也 氏/ 株式会社東畑建築事務所

多比良敏雄氏/ タイラ .ホ ート

恒成ー訓氏/ つねなり すたじお

鵡屋毅一氏 /京阪神急行株式会社

茶袋公明氏/ EJU l 設計工務株式会社

7  入場発表本人に通知する外 ￭ｾｾ 寝と社会 ｊ 12月号で入選者氏名そ

発表する。

入選作品は「姶築と社会J 12月号K 掲 ;1まする。

8 .  そのイ也

( イ) 応募作品は希望者のみ返却する。

( ロ) 応募写真の哀面には，J暗号( 文字に限る) を附し，別に暗号

・撮影場所，日時，データ ，住所，氏名を明記した紙片を封筒

に入れ密封 し，封筒表面 には暗号のみを記入する。

( ハ〉入選作品は公表する以前lζ 他で発表す る乙とは出来ない。

( ニ) 入選作品を編集し本会で出版する場合の版権は本会 lζ 帰 i属す

る。
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関西三星タイル会員



- 美しい色とムードのあふれる アクリドアーはフレーム・

ヒンヂ ・ハンドルも組み合せたセァ卜品となり一層お{ 士

l 、易くなりました

.IJ f J 予算に応じて普及品と標準品が…

Ｎ おｾｾｽ屋の雰囲気にマッチした美しい色も多数取揃えてあ

ります

. 新しい建築には新しいセンスのドア ーをお ill ぴ下さい

新建築の名演出家
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新 発 売

Ne wT yρe 

室 内 や 廊 下 を ソ フ トな 感 党 で

包 む 新 タ イ プ の ゾ ラ コ ー ト ソ

フ ト を 新設 計 に ご採 用 下 さ い

ソフ トタ ッ チ の 落 着 い た 環 境

を つ く り だ し ま す

•• 
ツヲコート

づヲト
ｾ関西ペイント株式会社

'  大 阪 市東 区伏 見 町 5 ・東 京 都中 央区 宝田T 3

Ｎ 色見本付型録ご希望の Ｉｊ は‘ Ｇ￭ 社立 ｦ 云 ＱＱｾｚ I : 長まで
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ー

(  天 王 …

股 官十 者 の こ と ば 佐 野 正 一

民衆駅の似 ｗｊ にしたがって個体と ｬ 国鉄部分の内談役社は国鉄大阪工可 ｊ ｬＩ Ｂｪ 建策深で ， 民 ｾｦ ｦＺＱ Ｑ 分の内法設 ｊｴ は私

どもが机当して jffi める取きめであ勺たが，U物面積も大きく内容もI ¥! I 1 ! だから両者の作業の鈴綜は避けられな

い。それがうまく脇剥して jffi み得たのは恨l庄IC関係首相互 l悶の強い信頼と協) J があった ζ とが何よりも特唱さ

れなければならなl ' . 取次の打合わせで札本的な方1;'1がきまった。それは次のような ζ とである。 1. 軒五t化す

る ζ と ， Ｑ 日 ｊ ，ｾ 礎をそのまま使い地上 Ｕ 耐とするために鉄骨造パーライト防火被覆の構造体にアルミニウムの外

装。 2. 停車場のよさ典型である乙と ，削iJ t ) とな駅プランと材料，色彩の選択。 3. 民衆駅のよき典型である ζ と，

民幹部分のプランの艶P . I ! と』lh怖の 1;'1上。4. 設備の光夫。

民衆駅ノ町式はI珂鉄のメ; きな駅で先例も多いが， 114鉄部分と民 ;f 部分の‘ l 而i剖両上のかみ合わせに Jピ介な問題

かあって ， 己れを剖 ｩ 市ＩＨ過の拠収という理知的な姿にまでもってゆくとと ｉｃ はさらに ｉｾ 介な ＱＱＱｩ 舶が加わる。先

例必ずしも好例ばかりではなか勺た。天 E 年の場合には旧基礎を ifj 川するという制約があり ，地下引をとれる

のは 雄物北弘に すぎないから ，これを民衆駅占式で巡営するにはかなり民的側のね担1がきっかったように思

う。今 nの完成 ICζ ぎつけるまでには民資側の理解ある協力を忘れてはなるまい。乙の組物の別辺の交辿liiJ 砲

は祈総物の完成でかなり整理されたが，激 Il' Iする向動 j lI K 対する! l IJ 姻はなお残っている。 ζ れが乙の建物の iu

憾ながら一つの欠点といえるだろう。近い将来 IC 蛙非解決しておかねばならぬ lii 題である。

( 右J H皇稿設計。Ji務所取締役社長)



2  

l  天 王 -

E量計 管 理 日 本 固 有 鉄 道 東 京 建 築 工 事 局

日 本 固 有 鉄 道 大 阪 工 事 局

日 本 国 有 鉄 道 大 阪 電 気 工 事 局

日本固有鉄道天王寺鉄道管理局

株 式 会 社 安 井 建 築 位 計 事 務 所

K K天王寺ステーションビルディング

建 築 工 事 株 式 会 社 奥 村 組
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1- 7 外 観

強 築 続 要

ｩ￟ ｾ 距 ｦ ｩＡ ｬｩｻｾ 大阪市天王寺区 ｊＡｩｬ 越町 Ｑｬ Ｐ ｬｦｩ 地

辿 策 面 積 6. 739m" 

必2匹延面的 35. 230m
2  

外版部分 9!: 6mヨ

エ JIII ，'1 工 附 和 35 年 6 Jl 19  11  

竣 工 昭 和 37 i f'. 9  JJ 20 11 

主 体 構 造 鉄 竹 鉄 筋 コ ン ク ザ ー ト 造 及 鉄 竹 造

パ ー ラ イ ト 敏 縦 一 部 P. s. ちIUt

l.li 版世: J I l

， 

J  

地 下 2 階 地J: 5 階 一 郎 9 階 d

( 一部中 2 階)

事l' ，:)j 24M320 (1.¥; I¥IJ G  L より〉

f止 品 開1，:1j 42M∞o  (  ， ， )  7  

外 法 l 陪 柱 ス テ ン レ ス ';li

l l t7 ) レミス J マンドン J レ

2 階以上 :事 7 ) レミサッシ

腰アルミスパンドレル

硝千 グレーペーン

内 法 地 l 階 総 合 光 広 床 磁 器i タイ

ル，笠 テラゾープロ γ クおよ

びピユールペイント ，天 井 吸

苛テ γ タス

1  11'， コンコース: J ，l ，' テラゾ

ータイルおよひアス 7 アルトプ

ロ y ク， 住 。外 l刈i ! E. kPl ! イ1

2 .  Ｓ 階総イ ｾＧＩＧｾｊ 占および ｴ Ｎｊ，占 ｕＧￍ

リノタイル ｉ ｾ ビニール

ペイン ト，天 井 : 吸苛テァクス

4 階 ホ テ ル ロ ビ ー 床 リノ

タイル ｬｾｩＱＩ ーベット倣 ， 明外

凶盛大Pl! 石およびウ d ールナ γ

ト紋付，天 井 ・耳E冷紗オイルペ

イン卜

5 階 客 室 床 カ ー ペ γ ト倣

!立 クロス l砧. RJ 1' : タロスl L ' i

。



8.  駅コンコース

9.  Ｑ 階 エレ ベ ＭＹ ホーＩｾ

l  天 王 寺 民 衆 駅

設 計 管 理 日 本 固 有 鉄 道 東 京 建 築 工 事 局

日 本 固 有 鉄 道 大 阪 工 事 局

日 本 国 有 鉄 道 大 阪 電気工事局

日本固有 鉄道 天王寺 鉄道管理局

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

K K天王寺ステーシ ョンビルディング

建 築 工 事 株 式会社 奥 村 組

施 工 者 の こ と ば

株式会社奥村組天王寺駅出強所長木村正夫

天王寺民衆駅が予定の工期 IC大過な〈竣工を

みました E とは ，関係御当日並び Ic : l l : 計管理の

方々の忍切など指導ど支WI Cよるものでありま

して ，I:.I:. IC : U心より厚く感. . l l の怠をぶします。

顧みますれば，当工・JIは，一般建築は勿論，

L1 ! l 鉄の述築工事としてもまれな階級編型の訳合

工事でありまして ， 日夜列車の. ( l i 行をしている

上 IC駅合を新築するのですから ，その施工は非

自に困難を極めました。工事現協は立地条tl が

Ｑ Ｎ，も必く ， また現駅の機能 ｉｃ 絶対文ｾｦ，ｬを与えで

はならないので，通路，改札などの切侠作業は

;J! IC三十数回におよびました。就中 I /dJ 駅の工

事中 IC城京総が大阪環状線 IC切換えられました

ため ，主t越その線路 IC面する地下室部分および

述絡梅線路を完成させなければならず，当初よ

りの八カ月間はまったく日夜の別なく全従業員

はよく[ lf闘してとれを成し遂げました乙とは ，

終生の思い出としての ζ る乙とでありましょ

う。深夜作業も ，終列車より始初列車まで四時

間はあると思っていたと乙ろが，いざとりかか

ってみるとf ' } n ! ， 送屯の確誌に時間をとられ

て，わずか二時間余りしか作業ができず，せっ

かく述搬して米た鉄骨を集積する場所がないま

ま持ち帰った ζ ともたびたびありました。

今己I : . IC綾工をみるにいたりまして，多くの

困難はありましたが，それだけに喜びはまた絡

別でどざいます。

終りに ，ニカ年余りにわたる工事期間中 ，騒

音，振動などにより大変ど迷惑ど不自由をおか

けいたしました近傍の方々ならびにど通行の皆

織のど協力 IC感謝し ，厚くお礼111 し上げる次第

であります。



天 王 寺 ス テ ー シ ョ ン ビ ル

10  ステーションデパート 入口

11. 喫 茶 室 ( 中 2 階)

12. 奨 容 室 ( 3 階)

13. 食 堂 ( 3 階)

10 

11 

田腔塑丹ー雪量圏・
.冨h

民民橿 u

E  

13  



!  天 王 寺 民 衆 駅

天 王 寺 ス テ ー シ ョ ン ビ ノレ

14.  地階二ユー ス映画館

15.  大阪都ホテルフロ ン 卜および ロビー ( 4 階)



段 備 栂 要

- 沼 気 訟 側

交 也 容 11

3. ∞OKV A  特別問問 22.0∞V  

2 阿線にて引込む

I'l! ;[_i ) j 式

特別 dl 込 父 械 3  ｾＱ Ｓ 線式 ＲＲＮ Ｐωｶ

動 ) J 11 11 3.3ω v  

および 220V

'，[_i tr "  'Ii 制3線式 210V-

105V 

虫 ' . 日 投 14n

特内定ＱｉｾＺｦ，Ｚ 1. 5∞K VA  2  '.' 

u  友光' . [ i 主( .&附i

デ ィ ゼ ル fe'，[_i限 3. 300V 2∞K V A  

ｉｾ［＠ Hl ? 也，泣側

' 品川似内型 5∞A H  

' ，[ _ i 活文換機，世 <<11

A H型自動支{ 換機 }.J 似 40/ 301"1料l

内線2∞/150同線

10 

19 

大阪 都ホテル

16. 宴 会 場

17.  J {  

18.19. 客 室

16 

17 

中継台イI車n式2 合 その他nr 数 U frl:淡町

夜1U1}.J 線転換; 出

車;j f l I 設備その他

¥1，気時計. テレビ，ラジオ J 長聴彼，鉱，: - : お

よびB. G.M'主政，火災報知，避4心針設備

・冷 U)'11JJ j I J ! 気設備

冷 i > I ! 除

ターボ冷凍間 600RTおよひ 470RT

ボ イ ラ ー

水 管 式 ボ イ ラ - 2台

空 気 調 和 談 内

5 系統 f C1} 九i 2' ，&，}' る

F主 主t 先 iil ，

24系統に区分して r.¥j.I( 1険九 i : f J う

・給 側 JK 術生 血: 1針。段師i

ｴｾ＠ JK .& ｾ［ｉ＠

2i't 

地下Ｇｾ水柵 ｉｃ 引込み ｊｊｨｬｨｬ 上 ｉζ 本捕をＮＦ
けて給水する

給 泌 設 例

水管式ボイラー i 台

地下 2 階より 5 階ホテル浴室 IC給泌す る

ガ ス 設 備

本管より 8 "1を分岐地 2 階 IC導 き各階 IC

配管する

消 火 設 備

40%消火除および65税消防J i j . 1f l 絵

サイヤミーズコネクシヨン 4 個 所

スプリンクラーを映画館( 地下 l 階) Iζ 

ＮｊＩＺ ｾｙ ， ｉ＠

- 料 降 機 設 liiI

符 mヱ レ ベ ー タ ー

ｉｉｬｬ ， ｾｩ ギヤレス Ｑ ＲＰ ＱＱＱ Ｏ ｬＱＱ ｩ ｬＱ 1.5001<15 2{ ， 

11 12Qn、/ l11 i l1 1， 450kg l {O 

150rn/ l l1 i l1 850kg l {O 

人 代111 エレベーター

也捕l ' ドヤード 105m/ l11 i l1 L 500kg l fo 

105111/mi l1 850k g  1台

エ ス カ レ ー タ ー

選 IYJ 1200 型 27m/ mi l1 2 人 用 5台



地 1 階

1. 1血断総合必応 2. (!;f i申111; 1品

ＳＮ ｾ 人スロープ ＴＮ Ｑ を Ｎｾ［［＠

5.喫 茶 立 G. 映 師 向1

7.  sll !it J占 8. コーヒースタン ド

地 中 2 階

1. rVl 作 盤 京 2 従業只食常

3 従 業 μ 当i 4. ..j ・荷" ｾ主

山

川

υ

山

川

U

川

川

U

ロ皿

一一ー一

i也 2 階

ＱＮ オイル館 Ｒ 自家発 ｾ￼ 機市

3. 1司 鉄 配 f目当{ 4. '1日 気 京

5.特 if_:j:x: Hl :i{ 6. 機 械 ? j {

Ｗ Ｎ ホテル洗 ｩｬ￻ｾ ， 8. 従 来 日 五

l  天 王 …

段 計 管 理 日 本 固 有 鉄 道 東 京 建 築 工 事 局

日 本 国 有 鉄 道 大 阪 工 事 局

日 本 国 有 鉄 道 大 阪 湾 気工事局

日本固有 鉄道天王寺鉄道管理局

株 式 会 社 安 井 建 築 段 計 事 務 所

K K天王寺ステーションビルディング

建 築 工 事 株 式 会 社 奥 村 組

10 

階

1. ステーション

デパー ト人ロ

2. ホテ J レ2荘内

3. コ ン コ ー ス

4. 待 合 出

5. 出 札 笠

6.楽 内 所

7. 改 札 口

中 2 階

1. 喫 茶 室

2. 公 家 氾 話

3. 貸ロ iノ カ -

4. 食 堂

5. 証 券 底 f

6. コ ン コ ー ス

吹 抜

7. 駅: ! J i 宝



4. 食 . r . t

5. 喫 茶 本

6. 旅 行 案 内 所

7 鋭 fT

2 階

L 総 合 光 庖

2. 証 券 庖 舗

3. 総 合 光 庖

事 務 室

主

主

台

門

主

7. ホ テ ル

ク ロ ー タ

8. ホ テ ル 郎 防

止 ホテル配脳宣

10. ピ ル 電 話

交 換 室

11. 貸 事 務 室

12. ピル'JT :m?ri 

務

気

械

事

氾

岬

肺

機

f

o

n

'

n

δ

Q

M

 

3 階

1. 名 庖 街

2. お好み食堂街

3. 証 券 庖 鋪

4. 美 容 室

5.篠 行 案 内 所

4 階

1. ホテ J レロピー

2. ホ テ ル

フ ロ ン ト

3. ホ テ ル 食 堂

4. ホテル集会室

5. ホ テ J レ

支 配 人 室

6. ホテル'JH在室

処で Ｎ ｾ

5. 写 真 j品

6. 事 務 室

7. ＧＮｉ ｬ 話交換ｾ

8. 中 低

5 階

L ホテ J レロビー

2. パ ー

3. 結 婚 式 渇

4. j主 主

l |  

E1 

宝

台

巾

五

階

量休

館

機

d

L

z

a

 
亡王コ

ほ

日面1園]

7 階

ＱＮ 従業員食ｾ［Ｈ

2. 班 点 出

3. W i U 3， 

11 

R 階

L 峨 柑 宅

2 ターリングタワー

3.屋 上 水 糟

階

械 室

9  

1. 機

階

/il l  

S  

L 倉



12 

ケ チ な 良 心

5 円， 10円を惜しんで，つつましやかに家計のやりく

りをする女房述の努力には涙ぐましいものがある。良心

的，天J 的よと房のやりくりの上にあぐらをかいて ，tlt の

4 J : . 族はチヨッ ト，一杯と 一夜 lζ して {11f T 円かを消貸す

る。無点任な不主も彼女の天才にささえられて，ボロを

IL¥す乙ともなく1 I ! ti 11C健康 lとして文化的なL(! 、民生活が営

まれている。

i主築技術者一一特に官庁のーーはまさに i比の女房述の

どとく只 ｬ 回目で ，ケチで， 与えられた子宮 ｾｉ ｲＺは至極忠実

である。その予算がー桁追うオ ーダーで，ズサンに組ま

れたものであるにしても ，それに対する抵抗は少なく，

技術者良'L 一一乙れかJ l 築技術者をして計画マン，政策

マンとしての生長を拒んでいるのであろうーーというや

つで何となく ，うまくや っている。 ζ の良心的経築技術

者の上にあぐらをかいている政策立集者は当然立められ

るべきであろうが，いつまでもそうさせている側にもー

t;jli のぷ任はあろう。 (Y  v)  

建 築 屋 の 愚 痴

ときどき別築や丹1冶変更で以前Y _ s 築されたY _ s 物を見k

ii く乙とがあるが，前 lζ 米たときとあまりに {1上材など

がj { L れているの K 終く乙とがある。また雨がO " lるからと

乙どとを ILi J き，急、ぎt食べると凶 Ir: Jffi¥で飛ばされた紙が詰

っておった ζ となどもあった。

段近はビノレフ‘ ーームで，規絞や使用されている材料も，

また設備もつぎつぎとデラックスとなり ，住み心地のよ

い0 l 物が多くなって ，大きなピノレなどは管理事務所で十

分科・理されているようだ。しかしとにかく共用のものは

粗木にされがちのようだ。

寸 ｪＭｴ，ｾ などでは ｃｊ 分らの職場は ＱＶＱ Ｑｊ只の人述が約麗に

悠EJ l して '9] 11 の{l ・・} Hr:備えるように， ｾＡ位 ｬｪ においても，

その良し怒しにかかわらず，われわれ1122誌にたづさわる

ぷーがどんな脱般のものでもその都民: 造りとげるまでは非

常な努力と 71二; 立を払い設計施T. を行ない，また施ヒも多

品 ｾｩ の ＱｍＺＧＡ をしておられる乙となと Ｇを ＩＵ・え令わせたとき，

ｾ物を使われ符却される万たちがもっとｾ秒 ｪ を司愛がっ

ていただくと，ちょっとの注怠でＺｾ秒 ｪ を長くきれい ｉｃ 気

持よく使用できるものと考える。 (TK)

価 値 あ る 体 験

われわれは過去いくつかの難題に筏し ，背しみ，解決

への努力を積み重ねて現在にいたったが，さらに未米へ

展開しようとする人生観に対して ，より以上の庄司を続

けなければならないだろう。 人生とは所ぷミいぱらの

道ミである。その汗ご| の度合乙そ災なるが，われわれは

二度と同じ品: しみを| 味わいたくはない，乙れは| 司じ失敗

を繰り返えしたくないという乙とでもある。失敗は人生

にとってもi ' . i : ill なu : 験であり教訓同t ある，失敗 lζ 対する

臼己への反 '(i はもとより， 1.よく人聞社会への教訓lとして

公開の場を持つべきであろう。学術的，技術的失敗 etc

内容は異なれどu : 験の122な人ほど価前ある人1mといえよ

う。焦点、をxll 築wに絞ってみても音|・闘，設対， lifi 迎のプ

ロセスにお ける欠陥， 施工上の不注: bJ くによるY _ s 物1' 1体 lζ

与えられた影斜｜ｾ J あるいは人為的， 1' 1然的災' / ; . に対する

策のあまさなどによる ;被待状況などに| 刻する記録がl "11!れ

たごiよJdf として公1 J 11の IJ を待っていると思う。 ( HK)  

特許責任施工工事と工事監理

lt止近のY_ s 築工'Fには経済性の問題，先日椛形態 L のIHJ) 越

および近隣の} ; ; : ; 脱保全の故 IC，特殊工法( 特許 |ー法) のぷ

任施工工事を多く取り入れて設計する j易合が比較的多く

なった。特許工法は多くの利点を持つ故lζ ，また非常に

高度な設計技術と施工精度を必要とする場合が多い。そ

ζ でt われわれが特許工法を採用して設計する切合，建設

地の設計条件を十分調査し資料を提供するとと，特; 存工

法の特性と全体設討を密着させる乙と，また工事rl lの検

査白川の縦ヒと工事工程の内』ζ 検査期間を合め与える乙

と，なお [ ' J ふlri 併 Ir: Ｇｾつては特許 じ 訟の不 Ｑ｝Ｎ ，，Ｇ，［，と ｬＺＺＺｩＦ な施

工精度の' l ! ! ; ) ミ. ' ，' ; . . を: E. J l 解し，ベス トコンディションのもと

に胞 ｌ されるよう ｌ 程脱出する。ｾ収 Ｇｆ Ｎｱ ｪ に閲しては ， �ｾ＠

川がかか っても適当な検1空機関を通じ検宣を行ない ，施

ｬｾ 精度の確実性を検討する乙と ， とくに特許施じ此任者

とは十分協議の上，無理を強行する乙となく ，立任施工な

るが放に業者にまかせきる乙となく ，お11，いに協力し合

う乙とによりよき0 l 築物ができるのだと思う。( I  N)  
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間仕切に.

扉 症の専門メーカー
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話 東 京 (431) 8708. (581) 6709 



秋宅のもと ，然灰色の部ちついた色; 瑚を

裕めた熱線吸収ガラス ，グレーベーンの

拡がワは，旅立つ人 ，旅を終えた人々に

心 ｬ 、 い五ｾ ｾ ， 、Ｎｴ，ＺＮＧ i えていろ

Ｚｊ￭ＺＮ沢民 ｪｾ｛ ゃく，タフライトドア

ーの惣然としたならぴは，現代

l.ll築 IC おける険能的な舟しさを

蛸的に火ぶしている 。

天 王 寺 民 衆 駅

日 本 板 硝 子 株 式 会 社



駅 長 室

造 作 工 事 株 式 会 社 一品 島 屋

天
王寺 民 衆 駅

大 理 石 工 事 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

駅 コ ン コ ー ス

II 
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大阪 ｾｉ ホテノレ Ｔ 階 ロビー

家 具 装 飾 近 鉄 百 貨 庖 家 具 装 飾 部

¥ 王
ｾ ｉ｝ Ｚ 民

衆 駅

鈴 木 式 シ ヤ タ ア 本 国 工 業 株 式 会 社

III 



天 一1

7

. 守 民 衆 ! 沢

1 階 コ ン コ ー ス お よ び 各 階 大 野 式 防 火 シ ャ ッ タ ー

へンプ・コーライ・クラウンスーパー

壁 面 装 飾

河 津 装 飾 株 式 会 社

都 ホ テ ノ レ 特 別 室

IV 

株 式 会 社 大 野 製 作 所

造 作 工 事

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社
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天 王 寺 民 衆 駅

各種床貼工事

各種壁貼工事

大 阪 装 飾 株 式 会 社

日進式アルミニウム工事

日 進 式 ボ ー ド 下 地

日 進 式 軽 量 鉄 骨

鉄 骨 耐 火 被 覆

三 井 パ ー ラ イ ト

防 水 工 事

防 水 工 事

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

一 井 金 属 鉱 業 株 式 会 社

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

株 式 会 社 久 保 商

特許全包式ベ ネ ッシャンブラインド

ア コ ー デ オ ン ド ア ー

銅 製 家 具 焼 付 塗 装 一 式

庖

明 装 興 業 株 式 会 社

I昨 rli 山 本 町 2 - 55 T e1. 1坪 ③ 3521- 4
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天 王 寺 民 泉 駅

給 排 水 衛 生 瓦 斯

三 機 工 業 株 式 会 社

地 2階空調周冷温水ポンプ群

地 2階空調機械室

地 2 階冷凍機室

屋 上 水 槽

地 2階衛生ポンプ群
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天 王 寺 民 衆 駅

地下 2階変電室

電 気 工 事 施 工 株 式 会 社 紅 屋 商

(10月より合併により新社名 近畿工業株式会社)

ク マ リ フ ト M 50 

三万枠・ 扉およびカゴ 。ステンレス製

ク マ ガ イ 工 業 株 式 会 社

. 6.  
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天 寺 衆 駅
田 島 応 用 化 エ 株 式 会 社

王 民
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公害とは

法的規制 と大阪 の公害 問題の現状

建築工事における公害と防止

占
山公害問題随想

設計上考慮すべき公害防止の

問題点

騒 音

振 動

ガス ・ふん じん ・ばい煙

t

i

n

r

-

q

u

 

巷の 声( 公害陳情)
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公害の法的規制と大阪における公害問題の現状

大阪府商工部公書課長

和 田 孟 子

1  . は し が き

近年，急激な産業の発展や，都市

人口の集中などに伴ない騒音，振

動，ばい煙，粉じん，ガ、ス，訪j，t皮な

どのいわゆる公害問題が，他の産業

や市民生活あるいは都市活動に大 き

な影響を与え ，I期 ζ は当事者聞の紛

争が暴力事件乃至は，関係官庁への

陳情事件にまで発展して， 現在では

乙のまま放置でき ない大きな社会問

題として，その対策が強くかっ広く

叫ばれてきている。

元来，公害問題は， 産業の発展 lζ

附|砲 して発生するものであるが，他

の砲の生活を包' む近隣者( ( 対する生

活環境の保全という見地からすれば

定限度以上の放置は許されないわ

けである。すなわち公害問題の附近

に与える影響は極めて大き いので，

乙れらの問題を発生する事業場は，

操業lζ 当っ て，自己の社会的点任と

して，その防止を考慮せす1ζ は今後

企業の正常・な発展は望み得ないとい

えよう。

ととろで，公害問題は種々の複雑

な安楽を含むため，現実 [ζ 発生する

ものは定型化 されたも のではな く，

極めて多種多綴である。また， i 公

害」の概念、についても ，必らずしも

明確であるとはいえず，その取扱い

も区々に分れ，あるいは錯綜してい

る。 従って本稿では，まず 「公害」

の概念について釘l単に jq<j tれた上で，

公害 f( 関する法 ijjlJ を粗述し，次いで

大阪を中心とした公害問題の現状を

説明して， 本問題lζ 関するご理解の

ー助』ζ 資したいと考える。

14 

2. 公 害 と は 何 か

(  1  ) 公 害 の 概 念

普通「公害J とは ， i 人為的な原

によって，生活防害等他人lζ 障害

を与える乙と 」と解されているが，

不特定多数人に対する場合( 狭義の

公害) と被害者が特定している場合

( 私害) とによ って，ある いは反対

{ζ 加害者が特定して いる場合( 私

害) と，不特定の場合( 街路上の騒

音，太気汚染のどとく加害者の追求

が図難な場合一狭義の公害ー) とに

よってその性質が異なって くる。す

なわち，私害は i J妨害の釧除」乃至

は「損害賠償の請求」 など私法にお

いて律せられるべき性質のものであ

り，狭義の公害は， i 公共の福祉」

の立場などから ，公法lι おいて規制

されるべきものと考えられる。

また「公害」は，発生源から分類

して 「産業公害」と「都市公害J f( 

分けられる。前者は工場騒音など産

業活動ＨＨ宇 ｪｾ 1; よって発生するものであ

り ， それ以外の都市活動』 ζｻ 、 ｪｾ なうも

の( 交通騒音，一般家庭のばい煙な

ど) が後者である。 i 水質保全法」

をはじめ各都府県 に お い て 「事業

場公害防止条例」と して規制してい

るのが前者であり，多くの市で規定

されている i OO市騒音防止条例」

あるいは i OO市l品、煙防止条例」

が対象としているのが後者である ，

( ただ し何れも私害，狭義の公害の

区別は不明確である〉乙れに対し本

年 6 月公布された「ばい煙規制法J

は，狭義の公害をその主目標( ただ

し特定者との紛争一一局地 的 公 害

一ーについては和解の仲介制度を設

けている。) とし， ヒソレの排煙など

一部の都市公害についても規制し よ

うとするものである。

公害の種類としては騒音，振動，

ばい煙，粉じん，ガス，封joI!皮の他，

慈臭，光線，放射能，交通防答，地

盤沈下，I2 薬散布など各極態械のも

のが考え られる。乙の うちばし、煙，

粉じん，ガスは総合されて広威的に

なれば大気汚染の問題となり ，排

液， 1良薬が公共用水 域へ流入すれ

ば，水質汚濁の問題となる。さらに

また，交通妨害は交通関係法規で処

理され，地盤沈下は工業用水法，地

下水汲上規制l法などの関係法規で規

制されることになってい る。

なおとの「公害」の語は，英米法

の「ニューサンス ( N uisance) J  1虫

法系の 「インミッション ( I mmi si on) J  

lζ 対応して考えられている。乙のニ

ューサンスの法理は 「生活を乱さ れ

ない権利」がある ζ とを前提とする

もので，相手がmt 過失であってもま

た，あるいは精神的な防害であって

も損害賠償約求の対象となる j岳会が

あっ て， 個人の生活を守る強い忠誠

から 発しているのである。 i 他人の

ものを害しないように，汝のものを

使用せよ」とい う法格言にその本質

が示されている。

(  2  )  公害防止責任

公害問題は，他人l乙対し身体，財

産乃至は精神的に大きな影響を与え

るものであるが，従前はその公害防

止のn任は，必 らずしも明 li{li でな く

終戦までは産業発展の必要惑として

公徳心の欠如と相まって， ある程度

黙認さ れてきていた。しかし新日益法

aト
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下，国民の生活環境の浄化維持と被 を追求するとすれば，終局的には， する各都府県の行政機械も，まず東

害の排除が2基本的人権のーっとして 企業を休廃させる乙とになる。従っ 京都が建築局，衛生局に分れていた

意識されるようになり ，工場騒音な て乙こ lζ おいて，共同社会生活を営 公害関係事務を昭和351:[' .新設された

どによる生活妨害を封| 除するための むに際しての互に議歩し合うべき限 首都整備局内 l乙統合し「都市公害

いわゆる公害問題にかかる紛争が多 界一怒限度ーとして公害の程度が間 部」を設けてその機構を拡充してい

発化してくるに及んで，これら公害 題となる。 る。また大阪府においても従来術生

防止の立任は次第に明確化されてき 一部の公害防止条例において 「公 部と商工部に分立されていた公害関

た。 害基準」が設けられ，また水質保全 係の統合強化を図り. 11召和36年 4

もともと，事業場が各種の機械を 法においても「水質基準」が，ばい 月，商工部IC i 公害課」を新設した

設置し，操業することは，営業の白 煙規制法においても「ばい煙掛; J <;ぶ ほか，神奈川，兵庫，愛知の各県 lこ

白の原則からいって，何 らの制限を 盟主」がそれぞれ設定されるととにな おいても遂次その態勢が整備されつ

受けるべきものではな く，事業場の っていのも ，乙の芯味において，通 つある。

地域内での騒音，振動などによる苦 常忍受されるべき公害と，許されな

しみも，その企業内部の問題で，企 い公害とを区別しようとするもので (  1  )  大阪府事業場公害防止条例

業関係者が忍受すれば足るものであ ある。すなわち公害の程度が，g 準 大阪府事業場公害防止条例は. I沼

る( もちろん乙の場合，他の目的か

らする法令一一例えば労働者の安全

衛生維持のための労働基準法等ーー

の規制を受ける ζ とK なる) 。しか

しそれが一歩でもその企業の操業

地域の範囲を逸脱して他人 lζ 迷感を

与えれば，それは他人の権利を佼主て

する乙とになる。すなわち近隣者も

lζ 示される限度までは事業場側もそ

の防止に最善の努力を行ない，公害

の程度を基準以下にまで下げ，かっ

維持して行かねばならないのであ

る。

ま目制も妨げられないで自己の I  3  公害の法的規則

生活を営なみ，その利益を享受する

権利を有しているのである。従って

事業湯としては， 乙れら有害物を放 公害{ζ 対する立法，行政飽策につ

散しないよう ，あ らかじめ防止措置 いて概括してみると ，まず国におい

を講ずべきであるといえよう。すな ては，本州製紙事件など工場排水に

わら故意過失を問わず，公害防止立 よる河川，港湾な どの汚染問題 lζ か

任はいうまでも な く事業坊の側にあ かる幾つかの紛争を契機として. IIH 

り，公害防止に2 ! 3 する経1' 1 は，当然 和33年「公共用; J < 域の水質の保全に

の 「社会的費用 J ( Soci a l. Cost ) と 関する法律」並びにその実施法とし

して，操業前に設u1ll 1-.'iの中 lζ 含めて て「工場制7 1 < 等の規(1;111こ関する法律」

支出されるべきだといえるのであ が制定されたのを始め，さ らに木作

る。 6 月lこ入ってれまし、感の排出の規制

等に関する法律」とー述の公 ｾ ｾ防止

(  3  ) 公 害 の 程 度 関係法が制定されている。また，事

公筈とは，前述のどとく，人為的 業協の公害を規制する 「事業場公害

な原因 ( C より他人の生活現境が阻* 防止条例」が東京都，大阪府，神奈

される乙とであるが，他人の受ける 川県，福岡県K 続いて，附和35年新

迷惑の度合は，工場など所在地の地 潟ｾ［ＱＮ 11百和36年静岡県，さらに IIH和

域的条件あるいは迷惑を受ける人の 37{r' .崎玉県と最近に至り相ついで11日l

性格や体質によっても大きな差異が 定され，他方一般都市騒音について

見られる。もともと公害問題は ，工 も，東京，京都，神 戸，布施，尼

場などの操業 lζ 伴っ て半ば必然、的lζ 11向，大分などの各市ある いは長崎県

発生するものであるから，その防止 などにおいて 「騒音防止条例」が制

措置について，無制限に工場の立任 定されている。さらに公害防止に対

和25年，東京都( 昭和24年) ( 乙次い

で，全国で 2 番目 lζIl j I j 定されたもの

で，その後IIH和29年全面改正されて

現在 lζ 至っている。現行条例の規制

する公害は，育iJ項でも述べたとおり

事業場から発生する騒音，振動，ば

い煙，粉じん，ガス，お! 被などのい

わゆる産業公害を対象としている。

乙乙で，条例の規制を受ける事業場

とは，条例別表に掲げる機械. (条

例別表第 1 において，機械プレス，

鍛造機，ボイラー，研勝機，ニュー

7 ティック ，ハンマーなど，騒音，

振動，粉じん，ばい煙の発生源とな

る機械約40種類をあげている。) を

設置している作業場，あ るいは別表

{ζ 掲げる作業( 条例別表; : r ) 2 におい

て，鍍金作業などの各種有害ガス ，

釧液を生ずる作業を示している。〉

を行なっている作業協並びに別表

第 3 (ζ 掲げる有害ガス，慈央を生

ずる物品の貯 Ji:長所がそれで，9 ] 築

工事現場なども別表{ 乙掲げる機械

設備を設ける限り一応乙の条例にい

う「事業場」という乙とになる。乙

の条例における公害防止の制度とし

ては， まず第 1，ζ 公害の未然防止を

図るために前記別表の機械装置の新

設，増設，変更，移転の応出並びに

それから生ずるおそれのある公害防

止措置に関する届出の制度と ，次に

公害認定 lζ 伴なう除害と 2 つの大き

な柱を立て，その円滑な施行を図る

15 



ため公害審査会と公害防止幹事会の

制度を設けている。

A 公 害 の 処 理

公害問題にかかる紛争は，府に対

しては多くの場合「陳情」の形で現

われる。 ζ れら公害lζ 関する陳' t i ' i は

年々増加の一途をたどっ ており ，最

近の数年間は年間 1000件を越えて，

今後ますます増加する傾向にある。

乙の陳情の処理について， 本府では

条例lζ 基づく公害の処理のほか，陳

情の特殊性lζ 鑑み公害以前の軽微な

問題でも紛争の円満解決を図るとと

もに，防止措置などに関し行政指導

条 例 IC 定 め る 騒 音 の 注 目 担 ( 条 例 別 表 第 4 )

gU E主 nu 主島 E胆 夜 1m 2正 m 

地 減 I  707 オン( 午前 7 Dト 午後11時) I  60フォ ン( 午 後 件 刊 7 時)

都 工 業 同 業 地 域 | 日 フイン ( 附 I  55フ 吋 上 )

住 居 池 誠 I  60フ わ ( 午 前 例 ~午 後 間 ) I  507 オ ン ( 午 後 間 ~ 午 前 同 )

トな要素を含んでいる。従って，陳

情の処理に当っては，条例に法づく

律化した措置はとり得ないところ

に公害処理の悩みがあるといえる。

行政指導による陳情の処理は，もち

ろん陳情による公害問題の早期発見

と，条例を背景とする初期の防止措

公害発生綾械の使用停止，移転，徽

去の命令などの行政処分を行なうこ

とになっており，乙の行政処分にも

応じない場合には罰金刑が適用され

ることと なる。

B  公害未然防止のための届出制度

を行ない処理することとしている。 置に関する行政指導であって，指導
ところで，乙の公害問題を発生す

る事業場は，そのほとんどが中小企

業であり ，- _ e . 公害問題が生じた場

合は，防止設備費等経費の二重負担

だけでなく ，感日的なし乙りを残す

など，企業の正常な辺営に大きな影

響を与える乙とと なる。従って公害

問題についてはその発生を未然l己防

止するのが最善の方途といえ J う。

乙のため本府条例では昭和29年の全

面改正 l ζ J り機械装置の届出に J る

未然防止制度を設けたのである。す

なわち，事業主に対し条例別表第 1

に渇げる機械または別表第 2 ，乙掲げ

る作業l乙使用する機械装置を新設，

なお，建築工事現場から発生する騒 に当る者の熱意と紛争当事者の誠怠

音，振動，粉じん，ばい煙などにつ に期待するものであっ て，乙の積紛

いては，従来とも附近居住者との問 争解決の望ましい姿ともいえよう。

に紛争を生じ ｉｾ 悩され て きたケース 現在まで受付けられた陳情は，当事

も数多 く見られる。しかし建築工事 者・の遼解と互設の精神に支えられ，

は期限付のものであるから防止措置 ほとんど乙の行政指導によって解決

の指導方法とその内容との関係な ど をみている。もっとも乙の種の紛争

から ，その処理は i極めて微妙なもの 解決の方法は，当事者の理解と誠怠

があり，多くの場合その解決は行政 のみら れないときはほとんど例外な

機関の介入をまつまでも な く，充分 く行き詰り紛争は長期化，深刻化 し

なる損害補償を行なうなど当事者間 ており ，最後には次( ( 述べる条例に

の理解と譲歩とによる話し合いで解 基づく公筈の処理が行なわれる乙と

決をみている。 になる。

( 0  )  条例以前Iの公害陳情の処理 (  b )  条例 lζ 基づく公害の処理

一一行政指導一一

公害問題にかかる l陳悩があったと

きは，府は直ちに実地調査を行ない

陳情者の苦悩の内容，被陳情工場の

状況などについて調査を行なうが，

その結果，陳情者が何らかの迷惑を

受けており ，その防止が必要と思料

されたときは，事業主に対して，そ

の防止措置を指導するとともに，円

満なる隣人関係の秩序維持のため，

両者の聞に立って 「調整」を行な

つ。

すなわち公害問題の防止は，当事

者聞の感情のもつれ，利害関係のか

らみ合い，ある いは工場の敷地と陳

情者との土地境界の関係，はては防

件措置に対する技術的な問題，経' 1 . ' 1

の問題など極めて複雑かつデリケー

16  

現行条例では，公害の認定は 「月IJ 増設，変更並びに移転を行なおうと

表第 4 から別表質p までに掲げる基 するときは，その 1 カ月前にその旨

準を超えるもので，知事が除害の必 並びに生ずるおそれのある公害の防

要を認めJ るもの，または別表lζ 定 止措置とを届け出るべき義務を課

める「基準以下のもの及びその他lζ し，その届出に基づいて必要ある場

ついては，人畜または出作物などに 合は府において公害の防止措置を指

障害を与えるもの」で「公害審査会 導し，その未然防止を図ろうとする

に諮問して除害の措置を要すると認 ものである。

め」 るときになされるのである。 公害課発足』ζ 伴ないー庖乙の制度

事業場から放散される騒音などが の徹底を期し公害未然防止の実をあ

公害と認定されたi時は，知事は直ち げるため，かつまた最近の衛星都市

に公害の発生した旨とその防止措置 郡部町村における積極的な工場誘致

とを事業主に通達，事業主に対し乙 とそれに伴なう公害問題発生の多発

れに基づいてすみやかに除害措置を 化の傾向 lζ 鑑み，去る 4 月以降届出

行なわしめる乙とになっている。な の受付はすべて乙れら各市町村( 大

お公害認定後の除筈拾・置強制lの手段 阪市を除く。) を経由する乙とにな

としては期限を指定した除筈措置実 ったのである。

施命令，さ らには公聴会を開し、た上

'" 
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(  2  ) 水 質 保 全 法

工場排水や都市下水道の不備など

にJ る河川， 港湾なと、公共用水域の

汚染が，最近特 lζ 甚だしくなってい

るが，これが! 足業，水産業，公衆術

主主などに与える影響も筏めて大きく

また工場等汚水掛出者と下流他gf . 芸能

との問の紛争も激増してきている。

乙のため乙の水質汚濁の問題は当然

大きな社会問題として取り 上げられ

るようになり ，特lζ 昭和2 6年資源、調

査会が「水質汚濁防止に関する答

申」を行なっ て以来， 乙の問題{ζ 対

する法的規制が，国においてもよ工剣

(ζ 検討され始めた。たまたま，江戸

川の水質汚濁問題に関し昭和33年本

州製紙事件が発生，政治問題K まで

発展したことから，急逮乙の水質汚

濁防止の立法化が促進され，昭和34

年 3 月水質保全 lζ 関する基本法とし

て 「公共用水犠の保全lζ 関する法

律J ( i 水質保全法」と略称) 並び

にその実施法として 「工場排水など

の規制 lζ 関する法律J C l 工場排水

法」と略称) が1I jlJ 定施行されるに至

っTこ。

「ノド質保全法」は，公共用水域の

著るしい汚濁を軽減するととも κ 乙

れ以上汚濁しないよう ，水質の保全

を図るため，先ず問題の生じている

特に汚濁の著るしい水域を指定して

( { 行定水域) . その水域 lζ 封| 出され

る工場，事業場などの矧水について

水質益準を設定し， ζ れを守らせる

など，水質保全の基本的事項を定め

ている。

乙の指定水駿の指定は本年 3 月江

戸川水域を初めて指定し，遂次淀川

その他促進みつつある。

「ノk質保全法」では今一つの脅- 子

として，和解の仲介制度を設けてい

る。乙れは ，7)<.質汚濁に起因する紛

争について， 紛争の原因，被害の程

度，補償の額，方法などを調査検討

の上. 紛争の迅速な解決を図るため

都道府県の権限として設けられたも

のである。

(  3  )  ばい煙規制l法

大気汚染の問題も，産業の発緩，

鶴市活動の活発化ととも 1( ，公害問

題として大きく取り 上げられ，その

法的規制等抜本的対策が各界より強

くｾｾされ て き て いた。

大気汚染の立法化については，昭

和351不通産省工業技術協議会内 l乙大

気汚染防止対策技術部会が設け るれ

他方乙れと l時を同じくして厚生省lζ

も公害防止調査会が設置され，それ

ぞれの立場ーから ，立法化のため鋭意

調査，検討が進められた。その結果

本年に入 って漸く両者の具体案がま

とまり ，両省の共 同 提案の形でさ

きの第40国会 lζ 提出され， れまし、煙

の1) ""1"，の規f!jl ] f ( 関する法律J Ci ば

い煙規制法」と略称) として 6 月 2

口公布される lζ 至った。乙の法律の

何- 子は，水質保全法とほぼ同じ構想

の下( ( まず第 1 (ζ 乙れらの問題を生

じている汚染の特に著るしい地域を

指定し，その地域内における工場，

事業局のばい煙などについて排 '[i 基

準を定めて乙れを守らせるなど，大

気汚染の防止に必要な越本事項を定

め. 安l 2  (ζ 大気汚染に関連して発生

する紛争を処理するため，和解の仲

介制度を設ける乙とによって，問題

の民主的かつ合理的な解決を図り ，

とれらによって. 大気汚染に よる 公

衆衛生上の危害を防止するととも

に，生活環境の保全と産業のf i J ! 全な

発展との調和を図る乙とを目的とし

ている。 なおζ の法律は，その施行

規則が 6 カ月以内にi 1 i IJ 定されること

とされているので，その制定をまっ

て，具体的に実施される ζ ととなろ

つ。

4.  大阪における公害

問題の現状

(  1  )  事業場公害の現状

大阪府では，昭和25年以来「事業

場公害防止条例」に延づいて公害問

題を処理してきているが. sk ;lたの発

展と 比 例して府へＡｾ↑ ＱＵ される件数が

増加 し，特( ( 昭和29年条例改正を機

として鰻のぼりに激増してきてい

る。すなわち隙凶受付件数は昭和33

条 例 胞 行 後 R お け る 年 度 別 公 害 陳 情 件 数

1-xul 晋t I  29 I  30  I  31  I  32 I  33 I  34 いI 36  ， 
%  

計 | 附 11 621  吋 1，0331  1. 0531  ω 201 1，021 1∞o  

E晶
音 1 3.

216
1  

妓
動 1 1.1

40
1  

180

1  

17.2  

紛じん | 103  8 .6  

ばい煙 | 69 11. 0 

ガ ス 105 132 11 .0 

波| 45 3.8 

昭 和 36 年 度 用 注 地 域 別 公 害 陳 情 件 数

j¥H¥地¥冶hd¥別 ¥公¥種¥害¥ 別

針 |吋動| 粉じいlガス|側 I %  

35 年 度

件 数 1 96 

骨f
1  1. 叫 吋 叫 刈

69

1 叫
451  1∞01  1. 020， 

住

州 叫

商 業| 45  4 .4  

削 工 業 | 加| 叫

工 1801 17 .6  

無 指 定 |
1021  

43
1  

17 



年度以降 1000件を越えて29年度のほ

ぼ 2 僚に達している。

しかし府へ陳情されるまでもな

く，自主的な話し合いの末円満解決

したもの，苦情も申立てな いで黙っ

て忍受しているものなどの事例を含

めば，その実数はかなりの数になる

乙とが予想され， fjIi記陳情は全く氷

山のーf 1J にすぎないといえよう。

阪l悩される公害問題の中では，騒

音が圧倒的に多く ，例年5 096近くを

占めている。以下" f-次によっ て多少

の変動はあるが，振動，ガス，粉じ

ん，ばい煙，拶! 被のI i 貝となっており

事業場対近隣者の精神的肉体的苦痛

などによる生活妨害のケ ースがその

大部分を占めている。乙れら ｾｋ 音，

振動などに関する精神的，肉体的苦

痛などκ よる陳情の多いのは，相対

する事業場の態度から直ちに感情的

lζ なり易い乙とも一因となっている

乙とも考えられ，事業場仮11の乙の種

の問題 l乙対する なおー居の理解が望

まれるところである。

都市計画における用途地峻別に乙

れら際問件数を見た場合，住居地域

におけるものが4096を占め，準工業

地域が2596程度，工業地域が 18必程

度，商業地域が 55ぢ，そして終結定

地域が 1096程度と なっている。住居

地域からの目的から考えても ， 乙の

地域において，工場事業場が操業し

た場合，何らかの公害問題が発生し

ない乙とがむしろ不思議と見るべき

であろう。従っ て住居地域はもちろ

ん，住居と工場，事業場とが混在す

る準工業地域においては他の地域以

上に公害防止について事前に充分考

慮 Eされるべきだといえよう。

さらに近代産業技術の複雑化，大

型化などとともにその防止技術がま

すます困難化し，かつ高価になって

18 

行くため公害問題による事業場と近 い煙，粉じん有害ガスなどに加え，

隣者との紛争 !i ，次第に広範かつ， 自動車の激増l乙伴う排気ガスなどに

長期化の傾向を帯びつつある。すな 起因する大気汚染は ，建築物 lζ 対す

わち府が取り扱った陳的事件の中で る清掃，塗装，修理，金属腐触など

も，完全な防止措置を行ないえない また産業特に精密機械器具，電気器

まま経済的あるいは技術的などの理 具，染織などの工業への影響，EJi 作

曲から，ある程度の改善措置で止ま 物，樹木などへの被害のほか，人体

り，府の あっせんで当事者間の話し に与える公衆衛生上の影響，その他

合いにより ，ょうやく解決を見た事 スモッグなどによる交通まひなどそ

例も決して少なくはなし、。建築工事 の与える影響は極めて大きく広範囲

現場から発生する公害問題について である。因みに大阪西部の工業地帯

もそのほとんどが損害補償等の話し における降下ばいじん晶は年間 1km
2

合いによる解決を図るため，一旦被 当り 600 トンともいわれ ( 通産省工

害者の了解を得たとしても，問題の 業白書〕奈良市のそれが78 トンであ

本質的な防止措置がないだけに， ，常 る乙とと比較して，如何にその汚染

に紛争を繰り返さざるをえない状況 皮が高いかがわかろう。煙移の発生

である。 も次第に激しくなり， 35年では冬季

特に 1 月で23 日間 2 月lζ は20 日間

(  2  )  大阪における大気汚染状況 の煙務発生が報告されている。

工場，ビノレなどから排出されるば 乙れらの煙霧発生降下( 品、じんの

わが国都市の大気の汚段状況( 段近におけるわが国主褒都市の降下煤じん低)

( トン/ k m"/月)

都 市 |  降 下 煤 じ ん 抵 |  

(関所霊)
不成溶 ｊ 解性分 ｉ 成 ｦＧｩｾ 解性分 ｉ 総 低

出リ 買: 年 IX 

昭和

釜 石 ( 6) 34 5  39 ＳＵ ・ ＸｾＳＶ ・ Ｗ

キL 幌i l ( ( 10) 25 6  31  ＳＵ ・ Ｔ ｾＳＶ ・ Ｓ

3  大 牟 田 (10) 15  13  28 ＳＵ ・ ＵｾＳＶ ・ Ｔ

4  戸 畑 ( 8)  18  9  27 ＳＴ ・ ＶｾＳＵ ・ Ｕ

5  若 松 (10) 18  9  27 11 

6  入 総 ( 14) 18  9  27 
11 

7  東 京 ( 26) 16  7  23 ＳＵ ・ ＴｾＳＶ ・ Ｓ

8  Jl I  崎 (16) 16  7  23 ＳＵ ・ Ｑ ｾＳＵ ・ Ｑ Ｒ

9  大 阪 ( 15) 15  6  21  
11 

10  
倉 (10) 15  6  20 ＳＴ ・ ＶｾＳＵ ・ Ｕ

11 小 野 田 (10) 9  11 20 ＳＵ ・ ＷｾＳＶ ・ Ｖ

12  字
部 ( 19) 8  10  18  お . Ｔ ｾＳＶ ・ Ｓ

尼 崎 ( 15) 13  4  17 
11 

14 ｲｾ＠ 百U (10)  8  7  15  ＳＴ ・ Ｖ ｾＳＵ ・ Ｕ

15  凶 日 市 (11) 8  6  14 ＳＵ ・ Ｑｬ ｾＳＶ ・ Ｑ Ｐ

16  阪 浜 ( 20) 8  6  14 ＳＴ ・ Ｑ ｾＳＴ ・ Ｑ Ｒ

17  争l'
戸 (20) 9  5  14 ＳＵ ・ Ｑ ｾ お ・ Ｑ Ｒ

18 名 古 屋 ( 13) 10 3  13  ＳＵ ・ ＳｾＳＶ ・ Ｒ

E主 主体L俣市は，昭和35年 8 ， 9月が欠測のため 10ヵ月の平均値を示す



|係下等大気汚染'i. 特lζ 西淀川区，

大正区，此花区などを中心とする工

業地域が甚しい。

乙れら大気汚染の防止については

従来事業場公害防止条例により郎分

的に規制を図 ってきたが，本年 6 月

前述のと おり「ばい煙規制法」 が11;I J

定され，工場を始め一般ビ J レの排煙

についても規制さ れる乙と になっ

プこ。

(  3  )  水質汚濁の現状

水質汚濁の問題l二，工場j JH<.

，M 

g  

4'ラ

a。

35 

'0 

2s 

淀 川 汚 染 現 況 図

( 生物学的水質階級区分)

車 三E 川 吃 ＶＳＢ ー中 脚 ｾ在
， 弘 司 - " " ' ' '  

般者s市下水なと. の処理施設の不備に

起因す るものであ るが，大阪湾関係

各河)11においても， 水産業. ).災業な

どをはじめ工業用水，上水道源など

に相当の被害がみられまた ζ れに伴

い騒々 の紛争が惹起さ れている。す

なわち大阪，神戸その他の都市の上

水道街、である淀川が京都市の都市下

水を始め流妙、各工場からのt J l水によ

る汚染が上水道源としての浄化能ノJ

のほほ限界K 達しつつあるといわれ

ている。大阪市内各河川についても

v屋川を始め長郷川( 一部埋立) 道 自動車の澄笛を中心とした騒音の白

根i郷川，木津川な どは特に その汚染 粛iilBi IJ を実Jilliし，多大の成功を収め

度が甚しく ，悪臭さえ発じ郎市の美 た。しかし，自動車，屯i j ; i . などの走

観を若しく 損ねている。その他府下 行音の防止は，なお今後の課題とし

各中小河 )I I(ζ おいても，かんがい用 て多 くの問題点を残している。

7l <の汚濁について流域民家と の紛争 地下水汲み上げなどに伴なう地盤

が随所にみられ，府下衛生都市や町 沈下の問題は近年冷房用水，工業用

村の水道水源への影轡など無視でき 7l<. 雑用水の利用の激i引と ともに西

ないものがある。 大阪を中心に，同心円rnlζ 被害を鉱

大，中之島附近で1， 1プ1M]ちt下品は15cm

(  4  ) その他の公害問題 にも達している。 ζ のため，昭和31

都市騒音は交通の発達，都市商業 年 6 月工業用水法が制定 され，工業

活動の発展に伴なって発生する。事 用水としての地下水の汲み上げを規

業場から発生する騒音が府条例に基 制し，代替用水として工業用水道の

づき防止措置の指導が行なわれるの

に反し，これらの一般都市活動にf I '

なう騒音はほと んど野放しの状態で

ある。 ζ のためある意味では乙の都

市騒音は住民の前十犯な生活を事業場

以上l乙乱しているものといえよう。

昭和30年大阪では全国にさきがけて

「町を静かにする iili 動」を展開し，

敷設を促進，乙れに転換せしめるな

ど種 々の対策が実施されている。さ

らに乙 れが技術対策として本年「建

築物用地下水の採水の規制に関する

法律」 が公布せら れ， さらに積極的

にこ れが防止が図ら れる 乙とにな 勺

てい る 。 ( 以上)

大 阪 市 内 の 街 iiJi 騒 音 ( 昭和33年)

能 南 阪 大

根 気 風 天 橋 下鉄
@ 西 急 阪

北京 筋 入B口U 北県

歩 ピ 駅

t品 辺 J レ fl iJ 

度 iful 1  ;卓

( %)  I  ( 皮) I  ( m )  候 I段低 段 高 平 均 I段 低 段高
平

均 低 高 均

刊紙¥60¥ 4.1¥ 8  78¥ 98¥ 87¥ 86¥ 100¥ 91¥ 82¥ 98¥ 89 

13 町I

69¥ 89¥ 77¥ 85¥ 95¥ 89¥ 78¥ 95¥ 84 (Z)12品¥ 45¥ 6.3¥ 5.2¥ 

2  
話!g ¥ 60¥ 9.8¥ 2.0¥夏 76¥ 97¥ 83¥ 81¥ 95¥ 87¥ 79¥ 93¥お

月25 

附

日

都¥38¥刈 2.8¥阿 75¥ 95¥ 82¥ 81¥ 94¥ 88¥ 82¥ 97¥_ _87 
( 火)

月2  罰則 55¥ 刈 3.4¥悲 77¥ 95¥ 86¥ 82¥ 95¥ 90¥ 83¥ 97¥鎚

4  附

日

続¥46¥吋 17lE 78¥ 981  88¥ 871  98¥ 91¥ 83¥ 96¥ 89 
( 金)

4  

おi 214 吋 1.7¥北
4 4 4 4 4 4 4 4 1  月10  

m 

日

ぉ¥23¥バ7.4¥北 75¥ 951  83¥ 751  88¥ 81¥ 81¥ ＹＳ ｜ ｟ｾ＠( 木)

19 



建築工事における公害と防止について

中 出 定 夫

北 山 二 十 三

1  はしがき

2. 騒音による公害

3  振動による公害

4. その他の公害

(1) 粉壁飛散

(2)  落下物

(3) 地下工法

5.  むすび

1  .  はしがき

もう四年にもなろうか，来; 月菜 H

いかめしい肩書の立企んだ某参議院議

員の来訪を受けた。社長にとの乙と

だったが不在なのででてみると，お

伴は二人，一人は弁設士，一人は料

亭の女将，ま乙とに奇妙な取あわせ

である。用件はある工事場の近くに

ある その料亭が鉄矢板打のための騒

音，振動によっ て客の入りがわるく

経営不振 κ 陥り ， 建築主』 ζ 接主ｾを豆

ねて料亭を寅いとって貰うことにし

たが 2 質上金額が希望額より 400 万

円少いので，ζ れを竹中で負担して

ほしい，工事l乙若手して以来もう 6

カ月にもなり z 乙の悶の損失を計算

しでも，十分その額になるというの

である。そして私の拒絶にあう や，

腕椅子にふんぞ りかえったその議員

さ ん 威 丈 高 に こういうのだっ た。

「君達が近所の者に迷惑をかけなが

らそれを補償しないのな らば，議会

で乙れをとりあげ立法的措置をとる

だろう」と。

私は乙の議員さんへのやゅではな

く，その立法化を心か らお願いをし

た。そしてその必要を私達業者自身

が最も望んでいる乙とを力説した。

おどすつもりでいった乙とに対する

反応が全 く予期せぬ希望であった乙

と，乙れが彼』ζ 大き な動揺を与えた

20 

ょうだった。もはや私達えの2 f 求が する 時代の責任 とでも いわざるを得

なか ったもののように「建築主にも ないのである。同様の乙とがなぜ建

っと高く良いとるよう lζ 君遠から も 築施工の場合にもいえないのだろう

たのんで欲しい」といいの乙して引 か。

きとられたのだった。 アメリカでは隣家に近筏して地下

今日住みよい都市造りi ! l sVJ のー潔 の偲削をなす場合i隣接建物の基礎下

として，建築作業による 公害は次第 にアンダー ピニングを行わねばなら

に注目を浴びている が， 一体公害と ぬ乙とを規定し，アンダーピニング

は何だろうか 最近の都市建築はそ の白用のうち上部12吹分は隣家の負

の広大さにおいて昔日の比ではない 担とし，それ以下の分に対して掘削

ますます地下へ深く，いよいよ地上 業者の負担としている規制がある 。

へ高く，一度失敗すれば疋隣への影 公害に対する都市居住者の共同の丘一

響もおそるべきものがある。業者が 任を明礁に表現しているのである 。

当然なさねばならぬ義務を怠り ，ま 日本にも ζ んな法律ができないもの

たは重大な不注意により，はなはだ か，工事場と隣家との トラフノレを解

しい場合には，手抜きの工事よ り発 決するためにひいては公害防止のた

生する被害などを公害と呼ぶのであ め最も肝要と考えるのである。

れば公害の立・任者としてわれわれ業 しかし建築工事の現実は ，全般に

者は徹底的に追求され て当然であ わたり公害要因 {ζ 関連する事項を多

る。しかし現実に発生する状態はそ 分に含んでいる。以下その実態と防

れのみでない。その時代の人智，技 止について記述する。

vI-iの最善をつ くしでもなお阻むこ と

のできない災害= もしくはその被害 2.  騒音に よる公 害

を除去することが可能であるとして 建築施工業者は，騒音や娠勤をだ

も，他からのflillJJ すにより採用しきれ すこと lζ あまりにも無関心過ぎる。

ないための被害 乙れらをも併せて そうしない乙とには工事のやり 甲斐

公害というのならばその立任の対象 がないと思っているのだろう か ?

もおのずから変わってくる。すなは という人がある。 “ 人に迷惑をかけ

ち業者ばかり が立めら れるべきもの ない‘， 運動の行なわれている乙 んに

でなく都市( [ ，居住し，都市の繁栄に ち大変耳痛い乙とばである。

より 利益を享受する人々 が公平(ζ 分 乙れは郊外地の広い場所で行なわ

担せねばならぬものではないかと考 れる工場建築工事のような場合をい

えるのである。 っているのではな く，都心の密集地

タクシ ーは封| 気ガス で都市の空気 で行なわれている都市建築施工を指

を汚染し，乙れが都市生活者の健康 していったものであろう。

1[ ，怒影響を与えてはいる が，乙 の公 都市建築の作業場で発生する騒音

害の責任者としてわれわれは巡転手 苦悩のかたちは，具体的にはいろ い

をあげる乙とも ，乗客を あげる乙 と ろなかたちであらわれて くる。 そし

もできない。公害原因が不特定多数 てその苦情の原因と なるものは次項

であるからといってしまえばそれま のどときものである。

でであるが，乙の交通機関を必要と ・居住生活 [ζ 著 しい不快がある。

8・



一←ーー

街頭騒音( 平均) の時間的変化( 測定位置 : 御蛍節目本仮硝子 K K llU. 37 . 8. 13)  

建 築 作 業 よ り 発 生 す る 騒 音 ( 仮 動) の 状 態

地 既成杭の繍械打殺( 鍋抗，コ ノ ヲ ト ト 問 ) I  大 |  大

捌 総 工 抗 ・ ペ デ ス ク 川 イ 九 フ ラ ン キ ー パ イ ル な ど の 施 工 |  大 |  大

工 I その他特殊 ｾＧｌ の附打般のととき場合 |  中 中

院 内 防 t 附 欄 間 附 〈 ソ ヨ 迎 ン 日〈本酎培の両e法 伊 山 酬 怠 れ て お り 日
111 を あ げ る と ベ ノ 式オ ，カル ウエルド式( 米)

機話 リバースサーキユレー ーパイ川解目)出

のき 噴射水式( 日) 媛動式 限 額 あ り 綬 動 は 決 来 な い )

エ留山

山留用鏑矢仮，型鋼，軌条などの繊械打illt
| 大 | 大

矢仮( 木製， コ ン ヲ リ ー ト 製 矧 ) 支 附 は ど の 打 投 I  <1' I  中

吏 騒防音 fこれ法 (1) 特オ殊穿ガ孔般によって山留擁壁J矢や山レ式絞矢留仮打工. 11ft投法を締q1成する地下工法矢を利板用すf吊るすもの

める 一 一 パ イ ル の と と jきH ドリ 式 K よって山留 を 入 る 方

下 法ソイノレパイル法を利する 騒など

主 J t IいH下地 ω 山留を用いない工 ICよって 者を解決する色の

ニューマテツヲケーソン工法法

のら工 竹中式オープンケーソンヱ

1']' 欽 鋲 作 業 附 け る い Y ト打投 |  大 |  

エ 騒t J品Kのい工I 従来工の焼リベ ｙ ト灯力般による衡締付 ｾｴ 工 Ｗ 法耕民エアーコンプレツサー騒音を低下完 させ

!J I  めたれら法 る 法 と し て 高 張 ポ ー ル ト および全熔f t ; 工法が用いられている 全

m; る な解放に到らない

土

銅問lJ i 揖作動や土砂搬出事柄走行 ICよるもの
| 中 | 小

工 J騒U防l:A の手段 |||  ( I ) 銅削織t虞の拠 IR. 改良による技術的検討K よって騒音の低下，解決がiffi め

た られている

!J I  め ( 2) 土砂4 加織1i 1I11成輔の迎転ｾｾｉＡ ｉｃ より解決を計っている現実の迎転ｉＱｬＱＱｬは交通 ｉ ｉＺ｜ ｊ
の 題 わ り 果 は あ が ら な い

コ

コ J クリート工事K より発生する騒音

; /  

コンウリート混線設備，エレベーター装白，込[ 殿111輔 ICよる
| 中 |?  

I  ( 1 ) コンクリート混鋭機械設回は生コンヲリートJ I I ' I 入 IC より全面的に斑し効巣

騒音的の手段 ・ をあげ. ている

ト
た ＨＲＩ コンクリートエレベータＭｾ皇位は横線的 ｉｃ 騒 ＷＱ 源をさらに改良するととが

コ:
め I  可飽であり検討が顕進I 11走め行られている

iJ I  
It の (3) コンクリート迎IH iE よる駁1Tはjlli 転管却により改良可能であるが傾

向は土砂 jill 級 と似ている |  

γ 附 り ICよる各種騒B I  大 |  

{T卒J 事 幣 防伊I 酬によりるパワーりツテンク工法， ドリル式低下または鋸式の切可飽断織をI J t J f l する乙

fニ手 とによ現在の祈り工訟をある程度の騒討 する ζ とが である

揃 ||l  (( l )) 上砲 記の事公外突地発下的な 騒11終発俊性の作業個私生体ずるが税終了明は省略す爾 る

2  築 工 は 去。ｾＮ 事， 工事， 工事が す る と 後の仕上工事に入り 騒7T

考 K よる 惑の懸 は ほ と んどなくなる
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- 談話や電話の間取りができな

・娯楽施設問'業( 音楽 ・映 画 ・

等) の経営が不振となる。

- 医院 ・病院 ・施設で患者 IC精神

的な苦痛を与える。

この理由は「人権の侵害」である

として騒音源は時には町立なく痛撃

され，時には拡大されて社会問題と

して扱われる場合も生じている。

都市によっては騒音K 対する規11;'1

は，防止条令のしかれていると乙ろ

がある。( 防止条令11;11定都市 15 都

市，大阪府は昭和28年公筈防止条令

を制定) 騒音被害のどときものに対

しては民法でも補償義務を明示し，

また判例も示されているが，現実の

トラフVレ発生ケ ースでは解決は多く

は示談裁定で終るのが大半で裁判判

決fyI lは少ない。

乙れは法律的な規制l法自体に! 唆昧

な性質がある乙とと，建築施工業者

が対外信用の失墜をｾれる乙とから

早期示談に赴くものであろう。

元来土木，建築何れの初会でも ，

工事の施工には騒音や振動の発生す

る原因は非常に多い乙とが宿命であ

る。古s市が近代化され発展するため

に，または公共の福利増進のための

建設過程であれば作業場周辺はある

限度の受忍もやむを得ないという同

情的な意見もあるが，つまると乙ろ

民主社会における「人権尊重」の理

念は犯す乙とができ ない。 ( 乙の

「人権尊重J と「受忍の限度」関係

を明朗適切に規制されねばならな

建築工事に1 ' i ' って発生する各種の

音轡( 不必J f な音響) すなわち騒音

は，それのみの単独で発生するので

な く多くの場合仮勤を伴って発生す

る。

ゆえに都市建築の場合乙れを解決

する新しい工法の研究( 機械の研

究) は建築技術部門の長年 l乙わたる

念閣であって，今日各車E名称のもと

に無騒音工法として建設業界K 登場

しているのはいづれもその努力のた

， 

.  
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鏑矢板をデル マヲ式ハンマー で 打設鋼管杭をデルマグ式ハンマーで打殺

， 

銀 動 の 激 し い 施 工 例

現在大阪市における代表的な工事

はそれぞれ目的に合った無騒音工法

を採用している乙とも当然な傾向で

あっ て，乙の騒音防止工法を広 く普

及せねばならない

しかし建築施工全般に乙の騒音対

策が普及するまでにはその閉経済的

な問題以外にも若干暗礁的な問題が

伏在している。特 l乙大きいものは建

築主の負担となる工ｾＵＺの点でこの理

解と協力が特 lζ 望まれている。しか

騒 音，

乙の 3 種の作業騒音は機械的な衝

撃音から生ずる強烈なもので F ig 4. 

に示すどとし騒音の強さはそれぞ

れ音源、から 10 . 0mの距離で 90- 110

ホンに透するだけに都心密集地にお

ける作業方法として適当でなく，こ

とに最近都市建築は地下も地上も深

く，かつ高周化と なるに従い，騒音

は増加しても減ることはない。ここ

に駁音を解決する新しい工法が望ま

れる姿因がある。

Fi g  3  

まものである。

都市は都心 l乙近いほど騒音 lζ 悩ん

でいる。これは特定の建築工事のど

とき騒音源のない場合でも交通機関

. 宣伝機関 ・居住活動 ・歩行な どの

騒音の姻みににく いものから発生す

る音が密集してH音騒音と なり そのレ

ベルは非常に高いからである。 ζ の

街頭陪騒音の状態の一例を示すと

F i gl . のどとき状態である。測定窃

所は大阪御堂筋に沿う商業地域で昼

間のほとんどは大阪府騒音防止のレ

ベJ レ ( 65ホン) を上廻っている。

建築作業による騒音はその地域に

規制された許a 容騒音レベノレ以下であ

る乙とが理想であるが z 実際の状況

は各種各様， 無騒音工法で極力静な

工法を実施するものも あり= 他方い

ぜんとして旧来の野放し的なIj! Ti 音を

響せるものもあって一線ではない。

建築作業の内容によって騒音発生

の原因と ，その防止手段のあり方を

ー表にまとめたのが Fi g2 . である。

建築工事に伴い発生する騒音源は

F ig 2 . に示すごとく， 各磁のものが

単 ｾＱｴｬ ζ ，または混在する。そし て 当

然、の乙ととして苦情は最も大き なも

のとして杭工事 ・鏑矢板打設 ・鉄骨

リベット打に集中している。

建築施工 1<: おける 騒音と街頭の騒背

ち街地て易生」抗感を

・ 為百} 世区国後，( J .- I ' 下J ・¥i 手迭さ舟 9 0 - f l ( " ‘  

，伺堂偽為自- 1 f r退去i呈-k:':' 為令 7 0  - d O ぞ、〉

... ｾ ｾ ｩｩＭＭ， 患 者 Ｇ 吋ンコ 名 前晶み 袋 五島 7 0 与ン均 A

Fi g  4  
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‘  

オーガーマシンによる 山留柱列の胞工中 ベノト E. D.  F .  55 機

Fi g  4 無 騒 音， 無 娠 動 の h 1 ! i 工 例

し建築業者がその職責上無騒音工法 (  2  )  山留工事 部1矢板，打設

を p，R せねばならない乙とや，工1'1 作業

を合理化するさらに新しい工法をIJfJ (  3  )  土 工 事 掘削機械の作

発するために，一層努力を注がねば 勤や，土砂搬出窓綱の走

ならない 乙と も当然である。 行による援助

(  4  ) 解体工事 既設建物の解

休倒壊作業

3. 振動 による公害 苦情と なって現れ る大部分は( 1  )  

娠動による公害として，乙乙で取 - (  2 ) 項で占められているがこの振

上げる問題は建築作業によって相隣 動苦情解決方法としては，現在のと

関係、に及ぼす仮rvJ による各種被害を ころ作業時間の調整 ・作業完了後の

いうものでその多くは，打撃作業か 修理 ・補償等比較的消極的な手段が

ら生ずる衝撃振動である。仮i l ) i J は多 とられている。中には積極的に無板

くの場合音響 を伴って発生してい 動工法 lこ変更する場合，ほとんど工

る 。 : i : JI . 用機械を変更する乙とを意味し工

騒音防止に関しては前述のごとく 程的にも工1'1的にも困難な条件が加

都市の騒音防止条令の措置があって 味 されるためその例は少なし、。

許容範聞という目安を示しているが 大阪市のごとく地盤が沖積層上に

振動に関しては極端な言方をすれば ある，杭工事として，または山留工

野放しの感がある。しかし各種トラ 事として，杭や矢板を土中 IC. 打設す

ブノレ発生の場合例えば騒音と共にと ると， G し- 6 . 0m- 10 . 0mの表土砂

りあげられ深酷な苦情となって現れ 庖( 絞るい砂層) は貫通され， i'i'f>'l 

てい る。 粘土居 G . L. - 24 .  Om- 2 7 .  Omを通し

建築作業中乙の振動公害の発生原 て打ち込まれる。乙の打撃作業によ

因と見倣 されるものを揚げると下日己 る振動の影響は絞し、しまり状態の表

の作業が最も 多 くそれそ'れ指摘され 土砂庖上 lζ 建つ周辺の既設建物( 乙

てい る。

(  1  ) 地 業工事 各種杭打設作

業

とに老朽木造建築) にはなはだ しく

被害があらわれ，加うる{ 己表土砂層

は振動 lζ よる組成変位で地盤面は沈

下現象を生 じ，さらに二次的影響も

加わり被害は大きな補償を愛吟する惑

い結果を招 く場合がある。

振動苦悩のはじめは周辺 にある商

j苫その他の居住者に対する精神的な

不快感からはじまり商品やケ ースの

娠動による破損，オフィスなどにお

ける事務能率の低下な ども加 ってく

る。さらに進行するに従い老朽木造

建築の構造や外壁のキレツ，破損，

なども発生し，最悪の場合は精神的

不快感からいらいらした( ノイロー

ゼ気味) 嫌悪感となり極端な憎慈怠

識と なってトラブノレは悪化する。乙

のような場合の解決は非常に至難と

なる。

振動公害の対策は騒音の対策とほ

とんどよ く似ている。すなはち振動

を除去する工法や機械類は騒音をも

解決するものである からである。

(但し振動式杭打機のみは振動は解

決していない)

F ig  5. によ り作業の振動状態を説

明すると，建築作業の仮勤はほとん

ど上下振動であって. 乙の; 場合振動

加速度与 10go1 以内であれば，隣接

建築物などにほとんど影響を与えな

い範囲にとどまるが，その場所で既

成コンクリ ー トパイル( 大凡長 10. 0

m 以上のもの) や鋼矢板類をデーゼ

J レ，パイノレ，ハンマのような打設機

で打込むとなると援助加速度は 300

- 400gol  ( 大阪市北区地盤距離 10 . 0

m) の強い振動が発生する。乙の振

動加速度は周辺にかなり強い振動 と

老朽木造建築物なとは被害を免れが

たい程度のものである。これでは者f¥

心作業としては不適当といわねばな

らなし、。

F jg 5. 表の振動加速度 10go1 以内

の部分すなわち許容範囲までに振動

発生を抑制し得れば( 敷地の条件に

よっ て多少異ったあらわ れ 方 を す

る) 建築作業と して都心でも何等差

支えなし振動対策としても乙の範

囲が目安と考え られる。

工事用の衝撃綴械は別として迩搬

車稲， ウインチ類，発電装置，空気

23 



1000  

' 0  

40  

o

 

n

v

 
a

 

M

叫

却

川

5

3

4

2

u

掃

局

或

l

l

一

4tIJfaI 

吋

日プ

ス

タ

ル

バ

J

ル

、
-竹

由

・
式

肯

九

百

1

マ

‘ン

-

J

刊がF

話100

m 

主主

&  

，.， 

10 

。 ぷ 降、

コ主

シマ

?ク

》

J 、-

J  

J レ
dI  ＡｊＮ ｏｾ＠.. ， ｴｊ ￧ｯｾ＠

半 数 愉 ( .i.-nc/.. )  

o.txXJ S  ｾＰ ＹＱ＠

建築胞工上発生する録動例

(距離 10. 0m 測定)

Fi g  5- 1  

a悔

援 助 加 速 度 比 般 茨 ( 娠 動 数 一 銭rfJ )

まれている不溶解性の物質( 主とし

て. すす，灰，砂じんなど) は 1 カ

片平均 12 . 0810n/ km
2

(商業地峡) の

数字が測定されている。

なお住居地域は工業地械の 1/ 2 で

あることはいかに，工場などの影響

が大きいかを示すものであろう。

乙の大気状態と建築作業 l乙伴う粉

J m発生とは性質においても発生の! 時

j切においても比較すべきではないが

建築作業によりさらに施工地周辺に

ｬ 臨検を倍加する乙とや，者 ｾｉ 市美化の

面から乱雑な状態でほ乙りの飛散す

る作業環境は許符されるものではな

労働安全衛生規則j の主旨にもある

どとし当然整然とした整理と，清

掃と撤7. 1<，防殴施設をbをしたダスト

シユー 卜などは' ，? ; 識的判断である。

粉鹿苦情のかたちは作業周辺の住

居，商庖， ピノレなどの羽合窓を聞け

ると机の上が淡で白 くなる。陳列し

た商品に竣がたまって図る。物下台

の洗泌物が汚れて色が付 く。展板瓦

がセメント汁の汚れできたな くなっ

等々で，J陸挨そのものは無機質の磁

駿石灰や微砂類で人体に悪質・の影響

を及ぼすものは含まれていないが，

現象としては大変嫌らわれるかたち

である。

試みに建築作業所で盤投測定した

慮するからであって，汚染が極く微

量の粉些のみであれば懸念するまで

もない。

人生を70年間と仮定すれば人間

人が一生を通じて30010n ( 2 . 5  X  10
11  

c m
3

) 余の空気を呼吸する。 乙の空

気が有害な物質で‘ 汚染されるところ

に公害問題が発生する。

ちょうと・原水爆の実験から生ずる

放射能が人体に遺伝を残すという乙

とから世界的な問題となっているよ

うに大気を清浄 lr . 保つために多くの

都市では各種産業界を通じてその対

策が重喜Eな懸案と な っている。

都市の空気は都心部にいたるほど

また工業地域ほど汚染度は高い。乙

れは建築工事の有無にかかわらず，

自動車なと・の排気力、町ス，工場か らの

煤煙または有害カe ス( 一酸化炭，硫

酸，硝酸，など) により集中的 Ir.汚

染されるからで建築作業による粉! 陸

と比較するまでもなく重要である。

東京や大阪のような大都市 lr . なる

と最も汚染された地域では 1 C C 容

秘の空気中 lζ 2000個以上のばいじん

が発見されており践挨含有の怒限度

の 2 倍になっている。( 術生試験所

資料)

乙の大気汚染の原因は ，S Oz，S OJ  

煤煙，灰，ほこりによるもので最近

の調査では降下する{ 品、じん中 lζ 合

Fi g  5- 2  

機械など，ー般に作業場で運転され

ている機械類の起動装置そのものK

も不均衡な重力作動から振動i ' ) ; l とな

るものが意外 lζ 多いので機械据付，

試運転時測定する程度の注意が必要

である。

4. その他の公言

前述の代表的な騒音や振動による

公害の外 lζ 建築作業場を中心として

隣接する敷地，道路，建物，特 lζ 歩

行中の第三者 lζ 被害を裁らせる重要

な人的傷害も最近の傾向として少な

くなし、。

これに対して敷地の狭路，ｾ設の

紹殺と建設規模の増大，地階の深層

化，工事用機械の管理方法などに大

きく原因がしぼられてはいるが，そ

のよう K 簡単 ! CJil j切る乙ともむづか

しい。

騒音，振動以外の公害について分

類すると概要次項のものが掲記され

る。

- 作業場から飛散する粉墜による

もの

・高所からの落下物によるもの

. 地下工法に関 し発生するもの

(  1  ) 粉 墜 飛 散

大気を汚染する ζ とK よる公害の

第一の理由は人体に対する併害を考
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Fi g 6 述紙! ! I l 壌計によ る 作 業 場 の邸宅史 測 定 記 録

生コ ンヲリ ート

昭和 Ｓ Ｗ 年 Ｘ 月 Ｑ Ｙ 日 Ｑ Ｓｾ ＱＵ 時
プラ ントコンヲリ ー ト製造中

( 静曇) 混皮 33.5
0

C 風 速 5 m/sec

測 定 場 所 | 測 定 時 の 条 件 | 粉 鰍/cc

パツテヤ 一室( 東側) 1  パ Y テヤ一巡転時 |  蜘

H  11 I  11 ( 紛殴の甚だしい瞬間) I  附

グ ( 西側) !  11 I  123∞ l  

H  11 1  必 ( 粉脱の益山、瞬間 ) 1  制 ∞

オ ベ レ タ ー 室 | パ / ' T' l ' 一 町 下五 「

グ 1  II( パ Y チヤ一室より戸を聞けて入 り戸を 閉めた瞬間)1 3卿

附 属 施 設 食 滋 I 1  前

グ |  粉鹿が風はより吹き込んだ瞬間 1  1∞O  

K 作 業 場

昭和 Ｓ Ｗ 年 Ｘ 月 ＱＹ 日 ＱＶ ｾ Ｑ Ｗ 時

地下 1階コンクリート打設中 ( 曇) 組庇 325
0

C  風 速 6. 5m/sec  

測 定 場 所 | 測 定 時 の 条 件 | 脚 数/cc

桟 橋 上 | 生 コ ン 捌 刺 入 時 I  1別

基 礎 盤 中 央 | 鉄骨臨 生 コ ン 打 込 み 時 1  620 

グ 酉 側 i 11 11 1  加

京 阪 駅 前 歩 温 上 1 飢

G 作 業 場 l昭囚和3幻7年 8 月20日14時

コノクリート 建物解体工事 ( 目前 副皮 31
0
C  風速 2.5 m/sec 

測 定 場 所 | 測 定 時 の 条 件 | 粉 鰍/cc

階 |  解体工事中真上 2 階でコンヲリートブレーカ ー使用中 1  91∞ 

K 作 業 場

地 下 痢 削 工 事

昭和37年 8 月20日15時

測 定 場 所 | 測 定 時

道 上 |  土砂ホッ パー附近

11 11  グンプカ ー蛾込み時

M 作 業 場

開 乾137年 8 月20日16時

仕 上 工 事 中

( 晴) 調度 31
0

C 風 速 4. 5m/sec 

測 定 場 所 | 測 定 時 の 条 件 | 糊 数/cc

左 官 練 場 | … 川 村 一 附 近 セ メ ン ト ，砂，役入時 ! 一否両一

大 阪 駅 中 央 入 口

大阪駅中央コンコー

ス入口

側 | 測定穏 ・

背 |

測 定

労 研式 法紙殴挨針

時

昭和37年 8月21日13時

( 曇) 温度 31.5
0

C 風 速 0. 5msec 

の 条 件 | 概 数/cc

| 脚

結果を示す と F ig 6 のごと く，それ きさ特lこ作業の種類，季節，天候気

ぞれ作業の性質 lこよって粉塵飛散の 象などからかな り変化の多い乙とが

状態は非常に差のあることを示して 現れているので粉盛の防止対策とし

いる。 ては特lζ 大がかり な施設や機械を妥

建築作業で扮墜を発生させる胞工 するというのでな く，どち らか とい

状態を分類すると F ig 7. の ζ とく な えば常識的な設備を用い良心的考慮

る。その程度は建物種類，構造，大 で可能と考えられる。

(  2  )  落下物によ るもの

産業災害白書l乙よれば建設産業の

災害発生を主主告し特に死亡事故は他

産業と比較し全死亡事故の4096を占

めている点を強調している。

もちろん乙の災害は建設産業の土木

部門に偏在しているので単に建築作

業のみではそれほどでもないのであ

るが最近の都市建築作業中相|鉢関係

に与える危害損傷事故は昭和35年以

降上昇を示していると ζ ろに問題が

あり取締る側 におい ても行政規制lの

強化が検討されている現状である。

建築作業中落下物に よる傷害件数

は高率であり施策上重要な項目の

つであるが，本文でいう落下物によ

る被害はその内建築作業所周辺に対

するものを意味するので，建築基準

法で示す「落下物に対する危害防

止」の主旨も乙の相l券関係の安全を

保設するためのものである。

建築作業場周辺を溶下物から安全

に保護する防護施設は仮板図，外 都

足場と 一体となった防護主主生金網，

落下物防止棚施設，その他各種上部

被被施設が主であって，乙れに加わ

るに建築施工上落下物発生を! 懸念さ

れる工法の技術的改良がある。

Fj g 8  は通常都市建築で繁華街( 乙

接する 作業場における防護施設の一

例である。防談施設は建物外部足場

を主構造とし外側IJは防護用の金網

( B，W .G 持2 1 - 22 lli 甲〕 と帆布( シ

ー ト) でi買い遮断と 落下物銚飛を阻

止する役を果す。

接する外側の条件 lこよ り金網の一

重貼 りまたは衝撃耐力を増すために

務鉄板を併用 す る 場 合 も あ る が 通

常，金網と 帆布で終始するものが多

し、。

金網や帆巾は近距離から飛び出す

落下物lζ は阻止が可能であるが落下

加速度の強い室長落下物の阻止には

役立た ないで貫通される から ，下部

に設けら れた落下物防止棚で阻止す

るか落下物の加速度を狼いとるのが

目的である。

落下物防止棚は外側 lこ落ち る落下
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F i g  7  i j ! 築 作 業 lζ 伴 う 粉 限 飛 散 の 状 態

作 業 IC よ り 発 生 す る 盟 主 主 被 害 防 止 の 手 段

刺地工ｾ I  ① 杭打線械の作動による蹴iやその野煙の飛散( 道路通行人の衣服汚街) | 糊 仰 と 第 三者の保滋養生鑑殺を設ける

土 | ① 糊l一 一 … ( 風ICよる)

エ耳I ② 土砂綬出耳王朝が走行中街路上 IC 1:. 1ます土砂による汚れおよび砂腹 | 取 額 一剛 一 時 } ( 市 首 交 通 … ζ より実施)

コト

① コンクリート混線作業中，作業場から飛散するセメントおよび砂ｾ 生コノクリートの利用により現場混練を避ける

J エ
② 高所のコンタリ ー トり打周i設辺時はζ厳{ま書れすコるン) クリートの散泡や， セメント粉盛 足場打外殺側部の補お念よび妹行IC帆布養生を強化する高所のコ ン空リ ー

?i j I 

の飛散( 風向き IC よ ト 分は入 IC なう

③ セメント ，砂，砂利，迎損操作中 IC生ずる砂，セメント粉堕

安十
① 外(砂装，工事の内で左粉官. 石飛貼散( り風， タイル貼り ，作業時足場上の1 : . 1: 1' れ材料

セメント) 雌の による)

作る業) の技術的改良IC待つ外ない( プレフアブ化1<: より解決を計

装

② 高l.ft 所における仕上工事により隣接低周辺築の陸屋限，屋綬等 IL与える汚 作業の技術改良と足場外側の覆霞養生，防護他殺を強化する

工
③ 高腹所，木足場片の，組Z量立屑解体作業1ζ 伴なう足場仮上 IC残っている砂，セメント粉

止場足上場開側進効造の改拓1良民付よって防体止の効巣簡易を上行げる枠組足場の如き足防

は消 ，}守 ，解 とも ICITn，>il IC なうことが可能，

採がある

司3
@  外壁洗作業時洗j僚主E液の飛散

解
① 既生設ず氾I物の解体に作業中23}E，EEの斤工飛司散Iから発生する砂，セメント ，その他から

作業の技術的改良( 切断機械の採用や散水の強化)

工体

るおびた しい

( 木造建築の解体は記述省附) 思新法機，パワ ーカ Y テング，鋸式， ドリル式機の保} f t IC より解

司I

工 の 改 良

そ I  ① 作業中口喧所から消拐による 腹座挨飛惚散出時ダスト ν ユー トの不備やその設<<U I  ダストシユートの完備と撒水処理

の な し で な う ζ とK よる紛

他 ② 作業所内外の消拐の不備からする蝶芥の散乱 場内の記j 初lr! BI!

備 I  建築作労働業安中は常衛時生粉規曜則の飛散する状述態は寝度の差はあるが鋭〈ので，市街地の泊折! 美化と同じ考胤で作業場内外の片付制} ，撒水を 行なうべき

考 で， 全 と も 深 い 闘 が あ る

J 昨日 1島， " 時， 向

Ｅ下向同氏砂ｾ，，ｾ

t 盆 S蝿』

f 令 ， 均 "

.  tI I C )  

' 1ω1.  Ｎ略 Ｑ 品 ，ｾ Ｎ

4 も倒的 ) 811)':.;] 培民

「

< ，テー

u ，w d  i - hミ

;1{ ｾｴｽ＠ 11 

一一一- 01

J  
ノ

唱， ｾ＠

F i g  8  建築作業外部1 < : 対する

防l l ( 胞設の例
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F i g 9 外 部 足 場 と 落 下 物 防 止 施 設

(ij! 物の軒高41. 0m ，落下物防止観 2 段，

下部倒突出巾 4.0 m，足場鋼管持組式， 外

側 B.W. G 言 21亜鉛渡鉄線1ι 甲鋼貼り)

物を阻止するためのもので

傾斜を与えて落下物の跳躍

をも考慮されてある外，そ

の突出巾は足場高さの 1/

15以上とし，足場高さが，

30 . 0 mを超える場合はさら

に一段を増設する。

以上の各防護施設が設け

られていてもな お落下物κ

よる第 3 者傷害の発生を見

ている乙と について事故発

生原因を検討すると，次の

ごとき事項が明かにされて

いる。

1. 防設施設の構築，解

体中 lζ 傷害事故が起っ

ている。

2.  外部の防設施設の未

完部分，または 1 時徹

去した間隙l剛乙事故が

発生している。

3.  予想外の重量落下物

によって防護施設が破

壊され事故の発生に至IJ

った場合がある。

'‘  



都市建築が次第に高層化する傾向 中埋設管類の障害 ( 上水，下水管， る意向すらある。

の強い現在，乙の種の公害は多くな 電話電力ケーフツレ，ガス管など) な 最近すぐれたアイデアによって曽

ると考えねばならず防設施設そのも どがあり被害も広範囲に波及するも て見なかった深層地下工事が安全に

のの根本的な検討と施工上技術的な のがある。 しかも完成されている乙とは排水K

研究が課題となる。すなわち施設の わが国の都市は，外国と比べて地 よる欠陥を上回る地下工法技術の集

各部分について足場構造，並 lζ 組立 盤の組成では沖積粘性土居』ζ 位置す 車!i が貢献し公害を防止しているとと

解体方式， 防設網の材質，他材{ζ よ る場合が多く ，その土地下水位の高 を見逃しではな らない。

る網の補強方法，落下物防止棚の構 い乙と， f誌の多いことなどが特徴で 従来地下工法において発生した公

造，材質lζ 対し耐火性ある強化策が ある。ために地下工法は施工上困難 害実例K ついて原因と現象を総括し

その対象と なる であろ う。 が多 くかっ地下水の封| 水による影響 たものが Fig10 . である。

(  3  )  地下工法によ るもの [ζ 敏感な地盤が多い。 Fig  10 表の内容を検討すれば公害

地下工法は土質工学や施工機械の これは地下掘削における排水で水 となる原因，公害まで lζ は至らずと

進歩によって著しく科学的に向上し 位降下をはかる場合，場所によって も地下工法上陥り易い失敗の原因が

施工技術面にもすぐれた実績が都市 は( 砂質地盤! 乙多い) 周辺地盤に圧 分類されており ，内容はそのま ま，

の代表的な建築施工 !ζ 相次いで現れ 密による 沈下現象を誘発し隣接建物 地下工法上の 公 害 対策の要項とな

ている が，反面乙の工事品の増大に K 影響を与えているのがそれであ る。すなわち乙れを要約すると地下

比例し地下工法 ICよる公害も増加の る。 工法実施上守 らねばな らない基本的

傾向である。 一般には乙 の地下工法に附随する な事項 lζ 帰結するにすぎない。

乙の種の公害の共通的なかたちは 公害lζ 対して地下工法上の悪因とな すなわち地下工法の計画を完全な

周辺地盤の沈下。 隣接道路面キレツ る妥3憶が見逃されすべての原因が排 ものとするにはFig .11 .の要項を科学

から始ま りさ らに進行すると隣接建 ノk にあるごとくしわ寄せさ れ，排水 I内な合理性と道義的考慮、をもって実

物の不同沈下。道路の傾斜沈下と 土 工事K 対 して極端なしかも罪悪視す 施することであり ，最近地下工法は

Fi g  10 地 下 工 法 実 胞 に 伴 い 発 生 す る 公 者 例 ( 共 通 的 実 例 の 集 録 )

地下工法で公害発生の原因と ｉＡｾ 定されるもの 2l、、
筈 現 象

山

1. 矢砂板民打役地盤時衡で感は隣援H動E建K 物よZるE礎下部砂質問の圧密収縮

1. 造娠動不源氏接する基礎のちt下と不間以; 下。木造建築で基E盟問

の 良な bのは被害は大き L、。

留

2  レール仮打設投，作様業矢仮山山留留のE場I合土周

自E矢 [1!'Fms在 背 土 をゆるめる。空洞を残す。
2  部脳山設C留t下矢に板。破構断11:接造等発す肢生答る附。) 近! 町の周辺地路盤路沈下面。キ同レ時・ノ11: 隣it 俵下建( 物埋の設1公4鐙共

矢

3  木排製水矢11:処板微理砂のI!の山不崩留C入lのla場b加合わり矢商叡土の隙lf泊mから 地下水の流入( パイピング) 同
3.  t';佐時IJ 部丈土質分の場底合部1峰IIIf 趨1場E1(合̂ヒ飯がーの多ピ範いン囲。グは) 拡大誘 される。

銅f<!l は を発する乙ともあり状

時 の ，山留背 胞を E起きぜる。 は ほ恕化する

絞

4  山矢留仮矢仮部( 鋼の矢塁走板位11: ー多支い) の阪変入形り不足

器 保工の 。

支保ml l : 欠陥のある場合( 主として木造の場合) 1. 支保山栂留の各堅部欠tx陥は直ち1 1 : 山留矢板の変位民感応しそのた

山

め 擁 は のかたちをとる

a  支保材料の強度不足 ( 坐屈発生)

留 b  IIJHilliet 1l : 対す切梁材のめりこみ ( 政府f )

変 位 移 動

C  政趨初の問転 (ζ ろぴ，ねじれ)
傾 倒

支

防 駿

d  切 ｾ 材 の 継 手部の収地

保

e  水平切ｾ全長の過長Ｈ 繊 手個所持 Ｓ 加Ｉ
最強の状態I主主はE避物けtらt下れ傾たとして害も姻大削周き辺の厨は変形して I  

t躍 f  切 ｾ ｾ ［ 役時期 ｪ の 遅れＨ銅削先 行Ｉ
ために隣 は 倒等 被 は い。

E  水平支保憎の浮上り

1. ill 地強力下排行水水す方法で場行合? 場合で水陥り易多い恕場合学問排( 注水E飽a を力要不す備)  

I  山留背面土周の変化は由民隣接建物道路面上1己影響を現

の多い ，被庄 の い ， な状f: Hで銅即l を

Z隣11:恕建断化物す現のる象持が進行主主する場合，下山留矢不叙全沈下体の変形路となり

相ド ると

援破 磁 の い も の は 沈 。 動 。辺 埋 設 営

a  矢在 Ｇ ｕ 則隙からパイピングで土砂流入し掘 削底 面はポイリング状 ｩｾ は ものも発生する。

となる。

水

b 幾mr h E仰 は 士EFT花 排 水 す る 凶 土 山 田L帥 2  F車相1水辺詮替倒酬早誌ZでEは 者T風t、4B込E先E穏22鴎T  周 辺 地 盤 叫 密 に よ

出入部の 抗 土庄は す 。

下i i 1 は大地れ、

工
2 強制排水万法で行う易合の陥り易い! 品条件 がないと主主商にも隣

a  影急響速民地下水地位主主を低下 させるやり方( 土は質緩Kいよ砂っ胞てで差はが局甚部し的も11: 排水 井る。戸は枯渇する。

法

範聞の を圧密沈下 させる 、)

b  強り制l 排水りはより完行全に ドライワ - ? 状設態となり場銅合目il (を笑機例械多化LK よ

あま II : { ，進が早過吉支保術架 が遅れる 、)
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F i g  11 地下工法の完全胞工( 公留の発生防止〉

草1 土質の調査，地下水の澗宝E

主E

隣接 建 物の状況，特 ｉｾ 基礎 ， 地業 Ｎ ｕＡ物 の 締造
並

地
IC 隣 ｉ 芸 沼路 特 ｉｾ 盟投各』担般の確認と管理者の意見

検討下

土中 IC残存する特殊な構築物

工

法

施

の

土 圧・・・ー測Ｇ￭Ｇｩｉ ｾよ る滋礎資料 ｉｾ よって計算と検 討

完
工 山 留 必ＺｬｬＡな耐力 ｉｾ 適した山留 ｭ 造 の 設 計

全
計 排 水 ー 土質に適合した緋水方法の探 択

脳

回 路工要領 山留，銅削，排水の機能的な実施

エ

1} 、i

周

隣 後 m物 の 安 定

書

辺

の

発

保

生

三，、二h  

防

対

策

J I:  
辺 路盟i投物の安定

と

百十

間

建築胞工分野の一部門 と して専門化

する傾向の現れている乙とは技術の

向上lζ もまた公害防止にも大きく貢

献するであろう。

地下工法実施 lζ 際し公害以外のト

ラブノレ発生のケ ースが多い，その内

最も共通的な場合を示すと次記の如

くなる。

地下工法と隣接建物の関係ー…・都

心部の地価は非常! こ高価である から

その土地所有者は建築lζ 際し緩力無

駄のない企画で設計する ため建物は

敷地一ぱいとなる。

またすでに建っている隣家の所有

者も乙れとよく似た芯識が強く ，自

己所有のil 物，敷地が{也から犯され

ることは絶対に許さない。乙の二者

の考えは当然である。

乙のような相| 鉾関係において地下

工法を実施するケースは沢山ある。

そのかたちを略図にすると F ig 12.  

の如くなる。

地下工法は Fi g 13. 14 ，乙示すよ

うな山留掘削を実施する ζ とになる

が，その際|隣家の基礎地盤( 建物を

安全に支持する悌形地盤) を山留に

よっ て仮りに支保しなが ら郷削せざ

るを得ない。

tl; 礎部分の締強

地業の鮒強，噌 強

自彊体構造の補強

tl; 礎地皇室の改良強化

比下防止の補強手段

安全予備手段の処国!

測 定 監 視

を極論されるような場合地下工法は

不可能に近く なる か，ま たは地下工

法施工上の主導性は隣家にゆだねら

れる傾向となり ，ゴネ得 くのごとき

遺憾な事態も発生し得る。

しかも建築主の怒向は自己所有地

は下は地球の心まで上は背空に至る

まで無限の使用権を主張してやまな

建築施工者として乙のような極端

院 ｉｾ 建 築拘

隣Ａｾ姐湖正安全 に

f果J有するために火、

建畠地盤

な相反する相隣関係lこ立たされると

いかなる地下工法といえども完全無

欠なも のはない以上， 良心的であれ

ばあるほど途方に暮れる。

従来乙のような場合の解決方法は

施工業者の熱意や努力の積重ね，政

治力，または不明朗な取引に糊塗さ

れなり行きに ゆだねられているのみ

で処理の基準となる行政的なノレール

がない貧困さに起因すると乙ろが大

きい。

乙のような場合隣家が老朽した建

物であるな らば( 乙のケ ースが多

い) 常識的な補強訟の分担制。浅い

基l謎の場合アンダー ピニンク施工に

対する協力分担。地下工法 lこ対する

保険11;IJ 度( 一部に実施) の ζ とき行

政規11;IJ がなくてはならない。 ・・ ・と

強い要望がある。

このような規制! の活用によって都

市の近代的建設ははかどり ，建設に

関し社会的にもー居公平かつ明朗な

意識が昂揚され，結果として施工上

の公害防止が一層強化され得るので

はなかろうか。

先進的な外国の例( アメリカ ，イ

ギリスなど) における行政的な処理

方法は茨しい限りである。今後わが

国がt 、ろいろな行

詰り打開策と して

計画的な都市の改

造建設が漸増する

ζ とを恩えば乙の

よう な立法措置の

必要が特に強調さ

れる。

5.  む すび

乙の際隣家の主張が絶対安全厳守
F i g  12 地 下 工 法 と 隣 I ! i 建 物 の 関 係

前述の外，建築

作業に伴う公害の

懸念はいろいろ不

規則な条件下のも

のが多く存在して

おり必らずしも軽

視でき ない。例え

ば交通上の問題，

火災防止上の考慮
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縮刷予 ｊＱ｟ ， ｾ

。a

Fi g  13- 2 隣 銭 建 物 Ic 繍 強 を 施 す 場 合 の 例

... 

Fi g  13- 1  隣mn物 IC僚近して強制排水を月Il 、た地下痢削の伊l

など検討を要するものはなおいくつ

かある。( 紙幅も ないので詳述しな

以上で施工者の立場から ｉ ｾ ｉ からを

戒めるかた ちで公害防止のため必要

な要点をまとめ，記述したが最後に

むすびの文としては適当でないかも

知れないが建築施工者の立場から公

害防止を前提とする若干の希望的な

; 立見を追記する。

①・・・・施工技術の向上と胞工技術者

の弘ｾ全な良心的判断Ｈ技術的およ

び社会的良心) が追求される。. . .

… という乙とばが公害事故のあと

批判の声としてよく聞かれる。あ

たかもそれが事故防止の唯一の鍵

であるかの印象を与えているとこ

ろに批判の甘さが感じられる。

それは，例えば昨今建築基準法

の作業場危害防止条項に関して改

訂増強されるということを聞いて

いるが，乙れは公共の福祉を守る

ため大切な乙とであって，そのた

め建築作業はさらに強い規制を受

ける乙ととなっても当然である。

しかし公害防止をよりー庖完全に

願う意図 ならば前文地下工法の項

で述べたように建築作業と相隣関

イ系を明確にするためI唆昧な規制lを

是正する乙とが効果をさらに促進

するであろう。

①・. . .. . 公害防止を目的とする行政的

な予防措置はいろいろと強化され

そして施工技術は科学的な探求の

結実としてすぐれた進歩の上1 C : r r .

ったとしても公害防止は必らずし

も 10096 にはならない。それは建

設産業は宿命的に特殊な作業殴墳

をもっている。たとえば建築作業

の機相はオフィスピノレ内の事務と

は全然良質のもので，そのため作

業場周辺の受ける影響はあたかも

生れいづるため避けられない陣痛

のように不可避であるからであ

る。

建築施工l乙技術的な各稀な公害

ー予防措置が充分構じられた場合で

も，なお相! 日HCは; 常識的』ζ 主主解さ

れ得る悪環境の受忍が発生する。

乙れはやむを得ないこ、とであるの

みならず，者11市の発展や共存共栄

はその上IC成立つ乙とを認めねば

ならないという乙とである。

( 筆 者 側I : K K竹 中 工 腕 取 締 役 1  

北山 K K竹中工務庖技術部長 /

① ソイルパイルを利 JII する山町工法

② オーガーパイル注列による山留工法

Fi g  14 無騒音無綬動地下1 1 ; の{ 珂
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公 害 問 題 随 想

公衆衛生学者より / 東田敏夫

都市計画学者より / 川名吉ヱ門

行政担当者より / 山本康雄
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最近の公害問題をめぐって
随想 1

ー公衆衛生学者より みた公害問筋一

東 田 敏 夫

近年，産業化がすすみ，国民経済の成長がうたわれて 35年は陳情数年間約 1000件の取扱κ おわれ， i 処理J

いる反面，工場，事業場よ り発生す る 煤 煙，ガス，1] 1ー する乙とができたのは 600 件であり，卒業主よりの事

* ，騒音などK より ，周辺の住民がうける被害Nui sance 前届出件数年 600 件にすぎず，その実地検分までは手

が年ととも (C増加している乙とは，公害に関する陳情が がまわらない. ときく。

増していることによってうかがわれる。 また陳情あるいは裁判になった公害事件をみると， 市

とくに昨今，東京の木州製紙の矧7 ] < による漁業妨害， 民が物質的あるいは肉体的K ，何 らかの被害をうけた事

熊本の新日本窒素のf ) j o7KIζ よる水俊病( 工場側からは異 後の措置が主であり，被害をふせぐための予防的措置は

論がたてられている) ，大阪の地下水吸いあげによる地 す乙ぶるすくない。

盤沈下など，社会問題化している重大な公害事例ニがあい 乙のほどようやく 「煤煙排出等の規制[ 乙関する法律」

ついでお乙っている。 が国会を通過し，近 く施行規則がだされると聞く。乙れ

なるほど民法は被害者が加害者 lζ 損害賠償を請求する で一応待望された企図的な法律ができるわけである。

訴えをおこなう途をあけ ている。しかし実際にそのよう しかし，これとてもよほどしっかりした内筏をもち，

な手続をとれるのは，被害が桂しい場合であり，そのう またそれらを監'皆，指導できる行政組織が整えられない

え長年にわたる裁判のわづらわしさに，経済的にも ，実 と，乙れもザノレ法 lζ ならぬという保証はない。

生活においても ，耐えることができるものにかぎられ， 乙の法律は，業界のはげ しい反対のために数年間陽の

多くの市民は泣き寝入りか，不満足な解決で妥協せざる 目をみなかったというが，その主な反対理由は公害の原

をえないのが実' 防である。 因と なる煤煙，ガスなどの除去のために，工場設備改修

112和28年，東京中央区の印刷工場 lζ 不法占居された の経' 1 ' 1 を苔むためであることは想像K 難くない。

著述業と図案家の夫妻が，その騒音lこ悩まさ れノ イロ もともと ， 公 ｾｊｦ対策 の立ちおくれは，市民の被害より

ーゼにかかり ， 日常生活が妨害さ れ，職業活動もさま も企業経営の利害の方が重要であり，企業権を公共の福

たげられた事件は，被害者たちの異例な忍耐と執念 lζ 枇より 優先させている資木村I;IJ機構が，乙の積の公共(J';j 施

よって，地裁，高裁，最高裁をえて，ようやく 8 年目 策をおくらせ， (ζ ぶらせていたためである。

lζ 勝訴し「生活妨害」 と確認されたものである。( 法 煤煙，ガス，騒音などによる市民の被害をふせぐには

律l時報32巻 3 号 1960) ，日本窒素工場の排水 ( 有機水 当然，企業体の自 11日lあるいは，取締のための基準，すな

銀説が有力〕のためκ 水倹地方の海水が汚染され，漁 ，わち有害条件の最大許容度をきめる必要がある。

民のなかから多数の不治の精神病患者をだい漁業も 現行の条例でもそれぞれ基準を設けτ いるが， ζ のば

重大な打撃を袋っ て後lζ ようやく問題にされJ しかも あいとくに注Zましたい乙とは，卒業協の従業員の被害，

なお工場側の反対意見のためにまだ未解決である。 つまり職業病をふせぐための基準と，一般市民の被害を

東京，神奈川， 大阪，尼崎などの都市が煤煙や騒音の ふせぐための基準とを，同日 lζ 論ずるべきでないとい う

公害防止条例をもち，陳情をうけた事件について必要な 乙とである。

行政措置や指導をお乙ない，また事業主より工場設備に 元来は， i 有害条件J K は「ゆるさ れる限度J はあ り

たいする公害予防上の姶置を届出さ せるようにきめてい えない。しかし職業活動のばあいは，物品製造や生活1't

る。しかし乙れらも，取締りや指羽上の悲単について明 をえるためには止むをえない措置として，職業活動の怒

ｉ 位 さが欠い ており，またとれを担当す る部課の機能やｾ 故 義と有者条件の程度を天秤にかけ妥協して，職業性傷害

員が食弱であるために ，条例の効果をあげるには充分で をふせぐための最大許容限度をきめている。

ない。 しかし乙の職業人にたいする労働衛生上の最大許容限

たとえば産業都市大阪の産業公害防止の元締である 度を企業と全 く利害関係がな く，しかも病人や感受性が

大阪府商工部公害課は総員職員数25名[ζ すぎず， I昭和 たかい人も混じっている可能性がある ，一般市民を対象
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とする公害防止のための蕊準K 流用する乙とは適当でな

い。国際屯離放射線障害防止委員会が 1958年屯離放射線

被l爆の最大許容s をきめたさい，一般住民の被害をふせ

ぐための最大許容誌は x 線などをとりあっかう職業者

の最大許容誌の 1/ 100 ときめている ζ とは ，す ζ ぷる深

い ｴｉ ｾｬ ，床をもっている。

公害防止のための最大許容品は， Jff¥!G;R性被当|坊止のた

めの最大許容位より，はるかに厳重な水準できめられる

必受ーがある。少くとも企業の関係者や従業員が工程から

発生する煤燦，ガス，悪臭，騒音などに耐えている乙と

を理由 IL ，無関係な周辺の住民に忍耐をJtJJ 待あるいは変

求することはゆるされない。

さて，工場公害陳情実紡は 市 民がｾ際 ｉｌ 蒙っている被

害lζ くらべて氷山の一角にすぎないが，工場公害の趨勢

はうかがえよう。大阪府の 1960年度報告をみると，対象

工場の規模は従業員 29 人以下の工場が 86% を占めてい

る。生活防害の種類は騒音がもっとも多く 357払 J援助 17

タ6. 煤煙117ぢ，ガス 9 96，お}陸 9 7ぢ，tJI ';J< 296となって

いる。中小企業による生活妨害κ たいする苦悩が多いの

は，住宅と接近し，混在しているためである。( 大阪府

商工部公害部，昭和3 5年度報告〉

ところで，中小企業による生活妨害が多く訴えられる

のにく らべて，大企業による公害がみのがされる傾向が

ある。 r煙の古川: 大阪の空を1買っている大気汚染につい

て直接官' t i ' J 1:1: 1 立はないが，少し古い資料だが1956年の市

民K たいするアンケートによると，市民の4396は: 煤煙iζ

たいし何らかの苦情とうったえており，苦't ，'J の過半数は

家屋，家具，衣類等の汚染， 207ぢは気tr がおかされてい

る。食慾がないなどの肉体的苦痛であった。大阪気象台

の中野博士が大阪の空を1買う大気汚染の分布を検討した

結果，その主な根源は西大阪のいわゆる百五社をはじめ

霊化学，業などの大企業の煙失かるでる煤煙，羽| 気であ

り， ζ れが大阪湾よりの北東の風にお くら れて，全市lζ

拡散し，乙れに北及び東大阪の中小企業地祐- からの煙ー

ガスが加わり金大阪を磁っている乙とがわかった。( 中

野道雄 : 気象ノート， 12巻 2号 1961)

最近，全国的』ζ ，地域開発の名のもとに，工場誘致計

画がすすめられているが，工業の種類，規肢とともに，

地域の立地的条件や気象条件をよく検討し，健康な地域

社会の建設を目棋にした都市計画が乙れに伴もなわなけ

れば，工場誘致は， j也戚開発よりも ，生活環岐の惑化と

住民の生活妨害を招くととになりかねない。

四日市でも近年火力発包，石油精製などの大工場が

:!j ')JJoし，人口も乙乙五年間lζ 15 万- 22 万に増えてい

る。ところが乙の地域では工場煙煙，カ' スが著し く，

「四口 市l附怠J ! 患者が増え，工場誘致と大気汚染によ

る市民の生活妨害tとの功罪が再検討されていると聞

く。それに隣接している塩浜町も某石油精製工場の誘

致が計図されたが，三方が山にか乙まれている乙の地

域κ は，高泌度のx ! i t 煙! が停滞する危険があり，問題に

なっているという。

大気汚染だけではない。毎年雨期や台風j切には広純聞

に民家や工場，事業湯の浸水をまねいている大阪の地盤

は，主として重化学工業や都心のビノレが日夜お乙なって

いる地下水のくみあげによるものである。

乙れらの大規校な生活妨害は，規模が大きすぎるため

に，かえって直接の加害者を容易に つかむ乙とができ

ず，やりばのない不満として潜在し，生活妨害そのもの

はいっそう程度を地し，ついに重大な市民の被害を招く

のが常である。

ζ のような大規模な Nuisance 生活妨害を防ぐには

イギリス，アメリカなどで実胞しているような! 被しい規

制を企業休に義務づける必要がある。ことはもちろんで

あるが， ( 鈴木武夫「都市問題J 51巻， 5 号 1960) それ

だけではな し政府や地方自治体が乙れらの市民にたい

する大規絞な生活妨害を防止する立任がある乙とを泌識

される乙とが必要，不可欠である。

さて，古 ￭ｪｾ の工場公害の陳情によると，工場 ｪ 也区また

は準工場地区より 4196，住宅地区より 407ぢ訴えられてお

り，住宅地区からの陳t，'J が最近増加している。乙れは古1¥

市近郊の住宅地域に工場がぞくぞく，無秩序にたて られ

住民の生活を妨害している乙とを示している。

昨今，たしかに都市近郊では無秩序な宅地化と工場建

設がめだっているが，大阪近郊寝屋川市の住民が最近 2

年間K 市役所や保弘t所lζ 申したてている苦仙の内容をま
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とめると，次の如く である。

1. 11) 切の給水不足と断水にたいする苦情

2. 下水，汚水の停滞， 氾濫にたいする苦悩，とくに

雨期

3. 新設の工場，事業itj ，集団住宅から出される汚水

消化松i*の停滞

4  新設の工場と住宅が無秩序 lζ 混在するためにお乙

る工場騒音，排気，排水』ζ たいする苦情

5. 逆 IC，既存の牧畜場，裳l広場，主主主む場の周辺l乙住

宅が9 i ち，それらの悪共，掛 7}<. 1 C たいする苦悩

6. ど多分にもれず， し尿く みとり，臨挨収集の回数

不足によるたま りすぎにたいする苦悩がとくに多く

7. g追挨のすて場，埋立て場にたいする苦悩

①④①は近郊地核に告lt 秩序な宅地化や，工場の建設に

よるものであり ，一つはまた都市計画の欠除によるもの

である。 ①②①①は元来，地方自 治体lζ 立任がある基礎

的事業がお乙 7こられてい るためのものである。乙のばあ

いはげ しい人口増加に当面している近郊の弱少自治体の

経営はす乙ぶる困難であり，地方自治行政の補強にたい

する 中央政府や府県の立任が問題にされねばならない点

もみのがせない。( 東田敏夫 ・「都市拡大過程における

近郊自治体の経営機能をめぐる問題」公衆衛生26巻 4

号，1962)  

大東京の水不足も， i 東洋一の近代的住宅団地J K 団

地の断水さわぎも ，いろいろな事前があるにせよ ，つ ま

ると乙ろ地方自治体や公団の地域社会の建設にたいする

義務の遂行が怠たられていたためといってよい。

者f¥市の河水の汚染が問題になっている。大阪近辺への

主裂な給水w; tである淀川水系や大阪市内を流れる河川の

汚染も， i p々加はっている。ともに上流( 京都市他) と

沿岸，近郊のし尿の投棄と工場排水κ よる汚染である。

乙とに地方公共団体によるし尿放流の影響が大きい。

( 坂本;茂 i 関西医大説、J 13巻，4183， 1961 )  

つまり ，河川の汚染は，工場排水とな らんで，自治体

の不法行為あるいは義務i遂行の怠慢に原因している。

公害，つまり大規模な一市民にたいする生活妨害は ，

単に個人や企業の不法行為によってのみお とるのではな

し も っ と椴深いものが，政府や地方公共団体の行政上
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の怠慢が関係しているのである。

乙乙で公害と公衆衛生との関係K ついて，公害問題に

長い歴史をもっているイギリスの場合を Cl oy の言葉か

らうかがし、 fこい。( Herry，H.  Cl oy， Publ i c Heolth Inspector' s 

Hond book.  1961)  

i  ( イギ リスにおける) 初期の衛生立法の歴史は

Nui sonce の予防，除去，禁止を目的とする公共の努力の

歴史といってよい。今日私達が Nui sonce とよぶものを

除くために採用された関係法規は，鎚 ｊ ， ｉ ｾ 状態の改普より

も，むしろ市民の日常生活における不快を除く願望によ

って促がされたよ うである。 J

つまり iill 業革命後のイ ギリスの市民，とくに労働者ー階

級の術生状態がかんば しくなっ た当時，術生状態の改善

には，生Ul i 蹴境を設備する必要があるという考えが，言

論を支配し， 住宅問題とな らんで Nui sonce の除去が

公衆術生のためにも本来的な業務とみなされ， しかもこ

れが政府と地方自治体の立任の下におかれた。

そして i Nui sonce の除去が問題になるのは，それが

特定の病気の原因となるためではな くて，市民の日; 常生

活を楽しく . 22かにするためである。 Nui sonc e を除く

乙とによって，生活環境が楽しくなり，またそれによっ

て個人と公共の健康が士自逃するにちがいがないためであ

る。」

世 ｾ｢ｬｩ で，平和 な 生活を営むというささやかな版いは ，

市民の基本的な生活: t r i Hr . 属している。公害対策は乙のよ

うな市民の器本的な生活権を守るための措置である。そ

して公害対策は，市民が受けた被害lζ たいする事後措置

のためでな く，その予防のためのものである。

企業権が公共の福祉よりも優先 しやすい社会機構にあ

ればこそ，一応，乙の市民の生活権を守る乙とは，政府

と地方自 治体がj ' i ・任をもっ仕事』ζ して， お しすすめても

らわねばならない。わが国では公害防止の技術がかなり

立ちおくれているが，乙の技術の推進も，乙のような公

害lζ たいする正しい認識と前向きの姿勢を通じて乙そ，

可能となるだろう。

Cj ) : 者関西医科大学教授 ・公衆衛生学)



公害問題随感

川 名 吉 ヱ 門

産業の急激な発展というものは，反田いろいろと厄介

な問題をもた らすものですが，乙の公害問題も本当に厄

介な問題です。それも技術の進歩とともに解消されてゆ

くど乙ろか，逆 lζ ますます後維に なるとともに，その範

囲も拡がってきて，問題の解決は簡単には望めそうにも

ないといった形で，まったく困った乙とです。

工場から出る騒音や振動，あるいは，煤煙な どが， Il 付

近の人達 lζ 惑い影響を与えるという乙とは，判り きった

乙とだと恩うのですが，乙うした乙とによるいさかいが

絶えるど乙ろか，多くなっているという ζ とです。

その昔，蒸気が動力 lζ 佼われるようになって，都市周

辺 に工場がｾち始めると，たちまち乙うした乙とが問題

となって，その対策として「恭汽機関を使用して物品を

製造する工業家を適当の場所に移転せしむる乙と」とい

った建議が，明治 19年K 出されています。明治 19年とい

えば，まだ市f I j リもひかれていない頃，もちろん上水道も

なく 「水屋J が大川の水を汲んで，毎朝にない府l で売っ

て歩いたという 11寺代です。その頃早 くも工場公害が問題

となって，用途地域制の趣旨と同じような制度をとるよ

うにという建議が出されていたのですが，それから今日

まで何年たったのでしょう。いまだに同じ性質の問題に

悩まされています。

生産活動を展開する場所を分離したいというぬいが，

どうにか :I)IJ 度上認め られるようになったのは，やっと大

正 1MIふになってからです。乙の11:都市計図法lζ 基づく用

途j也峻11)IJ の指定があったからですが，乙の極く索朴なぬ

いが制度化するまで ＨＨ ＴＰ Ｑ ＱＧ 近い年Ｉｾが流れてしまいまし

た。その同工場はどんどん建てら れ，阪神工業地帯; もで

きあがり ，都市 も大きくふくれあがって，乙の大正 14年

には大阪市は人口 200 万を越すわが国第 1 位の都市にな

っていました。

乙うして大都市がほぼその形を造りあげてしまった凶

になって， やっと用途地域の指定があったのですから，

工場が建っているところを中心にして，工業地域がきめ

られたといっても過言でなさそうです。恒風方Ji :lJ とか封1:

7J<. 状況とか，交通事情とか，いろいろな条件が検討され

た上で，最も適切だという乙とで指定されたものとも考

えられないのですが，乙の工場配置が，現在でもあまり

大くは変っていません。

という ζ とは， 工場公害の 4恨本的な解決には，あまり

随想 2

一都市計画学者ーよりみた公害問題一

大きな効果も期待できないという乙とになりそうですが

もっと困った乙とは，乙の大正末1 . 1ーから， II / : i 和の始めに

かけた時代は，交通，通信機関の発述などから，都市の

発展は全く新らしい段階( ( 入っていたのですが，乙の大

きな動きに十分対応できるよう な措置がと られなかった

ことです。

それは，大正年代にほぼ郊外電車網ができあがって，

住宅の郊外逃避という傾向が次第に勢いづいてきて，大

阪，布11戸の周辺部に小都市の発展が急、:iili K : i f f i んできた乙

とです。その結果は，昭和 10年代の小都市鮮の誕生とい

う乙と K なって現われてきたのですが，大都市がその周

辺に住宅都市をもっという形で都市 ff(: 地域形成という新

らしい発展の段階が強く進展 して きま した。そして，乙

の周辺都市にやがて，大阪市で失敗したと同じような事

態が繰り返え されるように なるのですが，最近ではそれ

がずっと区域をおよけ' てしまいました。

乙の問題が，広い区域に拡がり，さらに複雑な袋索を

多く加えてきたのは，技術革新の大きな余波であるとも

いえない乙ともなさそうです。乙れまでも，用途地域の

指定があると乙ろは，規制がうるさいからというので，

工場のような性質のものが，周辺部の用途地域の指定が

ない地区lζ 逃げ出してゆくという因った傾向があったの

ですが，工場誘致ブ ームのl則的を迎えて，月! 途地域の指

定がない乙とを利用したとさえ思われるよう な事態がみ

られるからです。全く残念な乙 とです。

古ji 市発展のためにということで，工場の減数が積極的

! ( 進められるのでしょうが，公害問題に対しては全くの

無防備状態というのが，ど乙』ζ でもみられる例です。そ

の結果は，たちまち公害の発生となり，日付近の人述との

悶! ( いさかいが起るという乙とになるという乙とは，乙

れまでの失敗でこりどりしている筈なのですが，あまり

にも先を急ぐばかりに，一番肝心な予防措置もなしに駒

を: i f f i めて，同じ失敗を繰り返えしているという乙とは，

どう した乙と でしょう 。

問題は，ただ失敗の繰り返えしというだけの乙とでは

すまないようになってきました。乙のような間組のある

地l叉が累五!i されてきますと，問題は局地的なもの lζ と主

らないで，さら l乙厄介な問題にまで発展してゆきます。

中でも， J31: 液の流入』ζ よる河川の汚濁の問題と，ばい煙

粉じん，ガスなどによる大気汚染の間知は，累するとそ
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の影響する純聞がぐっと拡がり . その被害の程度も大き

くなり ます。それが，長い間K 松み重ねら れて きたもの

であるだけに，その解決はなおさら困難といえます。

公害問題の解決は， 何れにしてもその発生泌を放置し

ておいて，さて対策や如何1 [ . ，というのでは，解決への

途は泣いように思います。殊K . ，' 大気汚染や水質汚濁，

あるいは発言の問題とな ると ，I坊ぎょうも ないといった

感じさえしてくるのですが，発生狐の処置という乙とに

伯郡的{ ( 手を延ばす ζ とはできないものでしょうか。最

近の科学の進歩は実に目ざましいものがありますが，乙

うした問題の解決K もカを向けてほしいものです。

それにしても ，都市計画κ 関述して気がか りな問題が

あります。それは，都市計画の基本的な事項の 1 つが地

域計画であることは判りきったととでしょうが，その中

で工業適地の選定に当っ て， 7.k (地下水を含めて) の豊

富清浄な土地，廃液廃物処分の容易な土地という ζ とが

条件の l っとして挙げられるのですが，どうもこの条件

が極めて安易に考えられ過ぎているのではないかと恩わ

れる乙とです。たしかに，工業地としての条件の 1 つで

はあるでしょうが，地下水 の 汲 み 上 げが程度を過ぎれ

ば，地盤沈下という厄介な問題を起す乙と でしょうし，

廃液廃物を簡単に河川{ ( 流してしまったら，たちまち水

質汚濁を生じ，下流地域lζ 迷惑が及ぶ乙とは判りきった

ことです。廃液廃物について十分に処理を加えて，無害

なものとして，その処理水を放流するのに都合がよいと

いう怠味で挙げている条件とは思うのですが，そうは と

られていない場合の方が多い ようです。 全 く困った乙と

です。

そういえば，建築基準法に乙んな 規 定 が あります。

「池築物の敷地には，雨水及び汚水を緋出し，または処

理するのに適当な下) J < 管，下水泌またはためますその他

これらに類する施設をしなければならない。」そのあと

はどうなるのでしょうか。あとは公共下水道が引き受け

たとでもいうのでしょうが，郊外地などでは，そう都合

よくはでき ていない乙との方が多いよう です。

そういう後始末のできないようなととろ K 建築すると

いうことが，すでに問題の発生の原因となるのですが，

それを規制する法律がないというととで，問題が起って

から対策をたてる というおろかしさを何十年と な く繰 り

返えしているのです。乙れに対して，都市計画がおくれ
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ているから仕方なしにそうなるのだというお叱りがでる

のですが，残念ながら ，市は都市計画をたて，上下水道

を設置しなければならないという規定がありません。ど

うも乙の辺に問題がひそんでいるようです。

市は必ず都市計画をたてて，あらかじめ区画盤理を施

行し， 上下水道を設置しなければな らないという ζ とに

なって，区間獲現地区でなければ建築物を建ててはいけ

ないという鋭的IJが可能になれば，問題の解決は大きく一

歩前進するのですが，乙うした抜本的な法律改正は困難

なので しょう か。

ともあれ，建築物が関係する限り ，集団としての後始

末の態勢には っきりとした見通 しをたて，そのための施

設を準備する乙とが，公害問題でな く，広 く都市問題全

般にわたる解決への基本的な課題である と思うのですが

そういう方向に進展するのは，まだ余程i時聞がかか りそ

うです。

と乙ろが，最近建築物には直接関係しない 乙とが要因

となっている公害問題が大きく展開してきました。それ

は，自動車の急速な発展にともなう率禰交通誌の激増と

いうことからくる都市騒音と排気ガスの問題と ， レジャ

ー ・ブームにつながる観光旅行やマス ・リクリェー ショ

ンにつきまとう問題です。

IFI 縞については，車綱の構造基準を厳格にして，騒音

や排気ガスの発生源を極力低減させる以外に方向もない

ように恩われるのですが，製造基準や車体検査基準にも

こうした公害ｾ ・ 因の排除の考慮が払われてほしいと恩う

のですが，作る人，利用する人の怒識の方が板本的な問

題かも知れません。

レジャー ・ブーム lζ つながる問題の，恨底も同織に人の

良識というととに なりそう ですが，乙れには公共胞設の

不倒 ｩ という乙ともｾ・因となっているようです。ゴミの始

末とー絡に， し尿のとともお忘れなくといいたいのです

が観光 芳 ｼ 聞 におい て，道路 ｾｾｬｬｩ や Ａ駐車協整備と ー絡に後

始末のための施設整備も進めてほしいものです。

とかく， W団的な利用という形があらわれると厄介な

問題が発生してきますが，後始末の問題はな外にそれが

大きいようです。建築物も集団となると厄介な乙とが累

積してきます。 丁度今「人に迷惑をかけないiili 動」が展

開しています。公害問題の底にある乙とも案外 ζ の辺で

はないでしょうか。 ( 筆者大阪市立大学教綬 ・郷市計画)



建築基準法と公害防止

山 本 康 雄

今回 「公害防止特集号」を企図されるに当り， “ 建築

基準法と公害防止" という命題をいただきましたが，公

害問題の陳w攻めで，日頃苦労の多い建築行政の第ー線

にある私共lζ して見ますと ，どうも歯がゆいととばかり

で，われながら非力をかこ つ気持が先lζ 立 ってしまい ま

す。そんなわけで，命題にはそむくかも知れませんが，

u ; 築蕊準法行政に従事する者の仰lから見た公害防止とで

もお考えいただいて， fI 誌を汚さしていただき皮いと存

じます。

あるいは市なるｾ築行政官のぼやきｉｃＮすぎないかも知

れませんので，あらかじめど了承下さい。

( 内容かもみて ，凶:!!t として終総しました一編集ー)

1) もっ と “住" を大切にして欲 しいこと

人間の一生の半分以上をすどす住居leついての関心は

i以後急速に高まりま した。このことは住宅の設計の面に

強くあらわれ居間や寝室をクローズアップしてきました

い出家の居住部が飛躍的に改善されつつある乙とでも

示しております。都市lζ おいても文化的な住宅団地や便

利な高層の市街地住宅なども次第 lζ 出現しつつあります

が，一般的にはどうも最も大切なはずの住宅一一国民の

権利として，また重ｾな再生産の場としての住宅一一室

裂性の認識がまだ不充分な気が致します。個人的にはあ

るいは認識もあり， ｾｩ ずもあるはずなのに ， ζ れが住宅集

団としての問題となるとさっぱり気が采らないのが現実

です。都市計画の用途地域で住居地域や住居専用地区を

さめることになっておりますが，住居というものを木当

に大切に考えている ならば，当然郎市の一番いいと ζ ろ

に立地してー容先 ( e都市胞設を充実すべきはずなのに ，

市街地として基本的な道路や下;Kさえない現実はとうに

もtl Jり切れません。

乙の乙とは，丁度一;Iil の家で， J苫や客閣を最もいい場

所 ｉ 乙立派 ｬζ 造り，その反面家族の ｊｾＺＮｭｊ や寝室を哀 ｾｉｉｈ 乙押

し込んで，住むに耐えない粗悪な状態 (e 放置しているの

と同じことであります。工業や商業が大切でないという

つもりはないのですが，どうもあまりにも工業や商業を

優先的に考える考え方に押されて，なおざりにされてし

まっているようです。

府県や市町村が大企業の誘致に狂ほんしている現実は

随想 3

一行政担当者からみた公密問題一

止むを得ないとしても，それなれば一応住宅の必2 M性も

高まり，その対策を強化しなければならない乙とを為政

者に立任を持ってもらわなければなりません。工場誘致

のあると乙ろ，必ず関連の小企業や住宅，アパートの煩

が右往左往，行く処もなく，ひしめき合うのが現実の姿

であります。 “ 住" を大切に考えた都市計画ができてい

ないし，計画はあっても中身は何もしていなし、。乙んな

と乙ろに公害をのさば らす原因があるかと存じます。そ

の紅拠にはすでに整備された住宅地にはほとんど公害姶

築などは行なわれえませんし，近頃はやりの団地のそば

にでも建てようものなら大変な乙とになるくらいです。

郎市計画的に，もっと住宅地を事前に整備できないもの

か，乙れが建築基準法関係者のぼやきの第一号でありま

す。

2)  公害イタチコ' ッコではいけないこと

ど承知の通 り建築基準法では用途地域ｾｉｩｉ ｊｉｌ よって建築

物の種類を: 1m限して，間接的に公害の防止を計ろうとし

ているのでありまして，公害そのものを封| 除しようとし

ているのではありませんので，科学技術の進歩とともに

制限辿物にも変化が起。建築基準法の別表の: 1 i 1 J 限建物

も外したりふやしたり昭和34年より毎年改正しているよ

うな有線です。ことに工場関係などでは，工場 13休の安

全衛生が強く叫ばれており経営者も相当自党してきてい

るので機械設備などの騒音や陸竣なと，以前とは比較に

ならないほど改善されたものもあります。

現代の科学技術の進歩は，ナポレオンではないが不可

能の文字がないほどで，公害防止の面でもやろうとしさ

えすれば，公害狐をいくらでも制圧できるでありましょ

つ。

現 lζ ヒツレ工τ]]: の騒音だって| 坊どうとすればその大郎分

を| 釣ぎねることを建築家自身よく知っているわけです。

JJ i I i 附をえぐるジェット機の称音もイギリスでは戦斗機と

いえども消音装置をつけなければ飛ばせないとか一一廿

前lζ われわれを悩ました映画のフィルムの可燃性も今で

は笑い話になりました。アメリカでは可燃性の玩具はも

ちろん，カーテン や衣類まで，可燃性のものの輸入は認

めていません。メイド ・イン ・ジャパンも危いものは圏

内向というわけです。ま乙とに“ 有難いこと" といわな
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ければなりません。

工場誘致はよいけれど，あち乙ちで工業用水の不足や

地盤沈下などが問題となっておりますが，外国ではそう

なる商HL冷却用水には工業用水を使用しないで空冷式で

やっていると乙ろが多いとか，生産コス トが高くなると

して も用水対策や地盤対策にz大な国家予算をつぎ込む

のと果してとち らがよいでしょう。公害防止は，建築基

準法の別表のイタチコ' ッコではもちろんいけないし，地

方条例で片付け られるほど ‘ 生やさしい問題ではない。

もっと本質的K 人命尊重の立場か ら強力な立法措置が望

ましい。公害乙そは不特定多数への丞大な暴力行為では

ないでしょうか。しかも乙の暴力源の大部分が，現代の

科学技術をもってすれば，その大半が防止できる κ おい

ておや。私は用途地域似! など に乙だわら ない美しいJ2村

地帯1"- 住み良い住宅団地ときれいな工場とが点在する姿

を想像して見ます一一住宅地と工場は縦窓で物音一つ聞

えず，かえって出家の耕うん機の音がするだけ，工場指!

被は完全に浄化され，むしろ工場のサービスで必要な成

分を添加されて民家をうるおしている一一妙な話になり

ましたが，乙れも建築行政官のたわどとでしょうか。

3)  防災セクショナリズムを消 したいこと

さて建築基準法の公害f L 関する部分として，もう一つ

の問題は不特定多数の人の利用する建築物の防災の問題

があります。小は浴場，アパートの類から大はホテルや

デパートの類まで，主として，公衆の利用する建築物に

ついては相当強い防災規定を設けております乙とはど承

知の通りであります。現IL公害があるというのではあり

ませんが，火災，風水害など不忠の災害に際して不特定

多数の人々の事故の可能性が強いという怒l床では公害の

発生のおそれのあるものとして，公害防止の規定を設け

ているといえます。本誌の公害問題を乙乙まで広げて解

釈していいのかと‘ うか分りませんが，これらの特殊建築

物については，公害防止の意味で，衛生関係や消防や風

紀関係などいろいろのセクションでそれぞれ規制してい

るやや乙しさで，建築士の方々や私どもにいたるまで非

常に気骨のおれる仕事K なりますので一言触れて見たわ

けです。

これらの特殊建築物についても公害防止という立場か

ら見れば，衛生，消防. 建築一体と なって防災計画を立

でなければな らない乙とは. 現に設計をする人の立場l乙

立って見れば当然の乙とでありまして，官庁のセクショ

ンだけがパラパラであるにしか過ぎないわけでありま

す。しかし，乙のバラパラの迷惑が昨年の消防法の改正

でより強くなったとしたら， こんな馬鹿な話はありませ

ん。先般の改正では， もちろん建築学会などの窓見も問
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いて行われたようですが，建築の立場と消防の立場をで

きるだけ分離して消防の規定を強化したという乙とです

が，そのセクション分離の考え方が， 不幸にして反って

一体となって防災に資すべき内容を分けてしまって，妙

なと ζ ろに不合理や無駄が生ずる結果になりはしない

か，乙の改正に関係された東大の星野教綬も耐火構造や

|釣火区画な ど建築自 体の考慮にかけている点を指摘され

てお られますが， ljj1J定の時からこんな風では先が思いや

られるという取越苦労も生れてきます。セクションの存

在は否定できなくても問題は事故防災という点では本来

一体のはずの防災計画でありますから，何か防災計画書

というようなものに統一して，それをそれぞれの セクシ

ョンが審査するよう なとと でもすれば，. J り総合的な立

場からの判断もできるのではないでしょう か。われわれ

でさえ決 して見易いものでない設計図書から個 f々 L アラ

をさがすよう なセ クションのやり方ではどうも私の取越

苦労が実現しそうで気に なり ます。

4)  上を向いて歩けないこと

最後に工事現場の公害の問題を取上げて見ましょう。

工事現場の公害防止については建築基準法第90条に現場

の危害防止をうたってあり ，施行令の第 7 主主の 2 にその

技術的基準を示しておりますが，乙乙では振動や騒音ま

では取上げてはおりません。しかし，近時建築ブームの

せいか，工事現場の事故，乙 とに周囲や第三者への被害

が多くなり ，社会問題化しておりますことはど承知の通

りでありまして，河野新建設大臣も ζ の点を早速全国 l乙

指示致しております。

工事現場に関係ある収締の倒IJは労働基滋法，建設業法

王tt 築基準法，道路交通取締法等のそれぞれの所管箸があ

り，いづれ協議会でも作って事故防止体勢をつくるよう

な乙とになるかも知れませんが，何といっても業界自身

の自覚に待つ乙とが先決で，私ども少い人数で現場の監

視まではなかなかできませんし，建築基準法にでている

内容などは至極当り前の乙とで，当然現場としてはやっ

ていただけているはずと存じますが，さらにそれ以上

fL ，前にも述べました通り ，やろうとすればできる乙と

だけに一回のど努力をお願い致したいと存じます。ピノレ

工事のnll Jを上を向いて歩いている漫画を見たよう な記憶

がありますが， 乙の交通地獄の上に工事 mにやたらに煽

り返された道路では，とても上など見ては歩けません。

それかといって現場員のようにヘルメッ トや防空頭巾

をつけて歩いたのでは，平和日本の名 lζ 恥ぢる次第，

“ 平和日本は先づ現場の安全から" というと乙ろでお後

と交代致したい と存 じます。

( : j ! 者大阪府建築部指導課長)
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都 市 建 築 の 公 害 問 題 を 解 消

K. K. 竹中 工務庖の2大特許地下工法

1. 竹 中 式 潜 図 工 法 ( 建築学会賞受賞)
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11. 竹 中 式 深 礎 工 法 ( 建築学会賞受賞)
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騒音の公害防止と建築計画

く股計よ考慮すべ寺公害防止の問題点〉

前 川 純 ー

1 は じ め に

騒音の公害防止に関して，設計上

注ＺｴＺ［ｾせねばならぬ問題点は何か ， と

いう課題である。が率直に書き出す

ととはちゅうちよさせるものがあ

る。技術的な立場だけからものをい

うことはたやすい， しかし，それが

容易に受け入れられる事態κ はなっ

ていないよう K 思うからである。

まず何故公害が生じるか司騒音lζ

l授らずすべての公害がそうであるよ

うに，被害を受けるものがなければ

たとえば山の中に一つだけ工場があ

る場合なら ，どんなに騒音や振動を

出そうと公害はあり得ない。従って

騒音を出す{ J ! l Jか-ら だけで規定できな

い問題である。

現在の公害問題の多くは中小工窃

であり，市街地の密集した住居鮮の

中にあるために，問題となっている

ケースが圧倒的に多い。その上弱少

資本の中小企業では狭小な敷地の中

lζ 生産設備をつめ込むのにせい一杯

で公害防止のためには，わずかの出

1 ' ( も困難という状態が普'iill なのであ

るから ，技術的可能性を述べるだけ

では，かえってMi ' l 任な発言lι なる

恐れさえある。ではどうすればよい

だろうか。

恨本的な解決は，都市計画の完全

実施にまたねばならぬ。周凶 lζ 被害

を受ける人家，病院，学校等がなり

ればよいのだから，工場は工場のみ

で工場地有; を椛成し，人家その他の

住jit 地1成か ら充分距自! t をとって離す

乙とである。乙のような地域区間が

完成 しない| 吸り，公共問題は完全』こ

な くなりはしないであろう。乙う考

えれば騒音公害の立任は都市計画

lζ ，そしてその実現を困難にしてい

る政治にあるという乙とになりはし

ないだろうか。乙乙ではその問題点

を指適するに止め，現実の灸件の上

lζ 立って，いささかでも公害を減少

するため，工場の計画に当って注立に

すべき乙とがらを考えてみよう。

2. 許 容 騒 音 レベルの問 題

ー休騒音 ν ベノレが何ホン以上[ζ な

れば，公害問題が生じるのであろう

か。

大阪府 ｾ ｆ ［［ｒ場公害防止条例には 表

- 1 のように許容他が定められてい

る。他の自i1¥市でも少しは数値にズレ

があるが，同じように地域別に許容

表- 1 騒音訟のl . ! i i ¥! l

値をきめている。しかし一つの工場

保証されてはいない。しかもその騒

音レベルが工場敷地の境界から外へ

5 mの地点，地上 1ni における測定値

というのであるから被害者の敷地内

に入る乙とになり，敷地境界線では

さらに高くてよい乙とになる。工場

の企業経営の権利擁設と ，妥協せざ

るを得ない法規としてはやむを得な

いかも知れないが，被害を受ける側

としてはたまらない。誌に被筈をな

くしようと，思えば，住宅，病院，学

校などに対して，昼間50ホン ，夜間

40ホン，程度: におさえる必要がある

から，乙の基準は工場の周辺の条件

によってきめられねばならず，窓を

あけるために被害の増大する立季，

特にＡ怜かさを ｾＳ Ｎｋされる夜間 ， の状

況を充分考隠しておく必要がある。

1 J i するに法規できめられた許容値を

満足しでも，公害がなくなるもので

はない乙とを知っておかねばならな

し、。

が騒音を発生するとして，その工場 3.  立 地 条 件

[ζ 隣接する周辺の状況によって，公 上記の乙とから ，騒音公害を生じ

害を生じる続準は大きな差がある。 ないためには，まず工場の計画に当

たとえばその工場と間程度以上の騒 って，立地条例ーから考応、せねばなら

音を発生する工場が隣接していれ ぬ乙とが明 らかであろ う。現に存在

ば，被筈を与える心配はないから ， する騒音公害をなくすためには，工

許容値を考える必要はない。だが住 場移転以外に方法のないものがあ

宅が隣接していれば，表ー 1 の値を る。| 持地lζ 住居，病院その他騒音に

満足しておっても，かなりの被害を 敏感な往物のある敷地は，公害防止

与えずにはすまなし、。表ー 1 の許容 対策にかなりの経1'.( を覚悟の上でな

他は身体的影響が明| 僚に表われる 11艮 ければ，選ぶべきでない。また騒音

界であり ，そのような騒苛のもとで はJ! i R下の方lζ より大きく伝婚するか

は辛うじて生活できるというととで ら，常風lijJI C対して，工場が風上に

あって，日常生活上の↑ ltj 緒も安息も ならぬよう考 lむする乙とは，ばい
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煙 . A差挨，臭気など，他の公害防止

にも有効である。これは比較的大工

場に対して 忘 れ て な らぬ乙 とであ

る。

騒音波、は静かさの喜E- 求される場所

から ，できるだけ速く離す，という

原則は，あらゆる場合に非常 lζ 大切

で，莫大な代位なしで，ζ の原則を

I波る乙とは不可能という乙とを，充

分JJ 干に銘じておく必要があろう。

4. 建 物 の 配 置 計 画

一つの敷地内においても上記の原

則に基づき ，敷地周辺部には騒音発

生の少い部門を配置 し，でき ればそ

の外側をか ζ んで道路，遊園，その

他の空地を設けて中間地帯とする乙

とが望ましい。

乙のように距離減褒が期待できな

い場合，少くも既存の住宅などに接

する部分は 3 倉庫，事務所，食堂そ

の他，静かな部門を置き ，騒音源、と

なる工場に対する遮蔽体とする乙と

が，非常に有効である。乙の場合も

騒音源と被害を受ける点との聞に.

その遮似体となる建物を入れるだけ

距離を離すという乙とである。乙の

配置計画は騒音公害防除の上に，最

も大き な力を持っており，非常に有

効なものである。たとえば乙の遮音

体として建物を配置せずに，遮音.!fff.

を設けるとすると普通はその遮音効

果は到底それらの建物による効果に

及ばず，また同程度の減衰を得ょう

とすれば，おそらく 6 - 1 0 m以上に

も高い塀に なって，実現性を失うだ

ろうと思われ芸。

工場は一般に建築構造が軽量な上

開放函が多く ，建築としての遮音能

力が低いか，ほとんどないものが多

いから，騒音の減衰は，もっぱら距

離減衰と遮蔽にたよる以外に方法が

ない場合が多い。ゆえにその配置計

画が，騒音公害の問題に関して死命

を制するものと考えねばなら ない。

5. 建 築 構 造

工場建築は一般に鉄骨スレート張

などの軽量構造で，匝it 間も多いから

遮音性が低く，特区低周波音に対し

て弱いものが多い。高周波音lζ 対し

ては有効な場合もあるが，一般には

充分といえない。

E主体』ζ 対してどれほどの遮音能力

を持たせればよいかという 問題につ

いて考える。まず工場内部の騒音が

どれほどの大きさでどんな性質かを

知らねばならない。乙れには騒音計

だけで な く，オクタ ーブ分析器を用

いて，オクタ ーブバンド どとのレベ

ルを測定するのが，最も実際的であ

る。そして以下K のべる考慮はオク

ターフ。バンド別にそれぞれ計算して

ゆけばよい。工場内の騒音レベノレが

わかれば，被害を受ける fil lJ の許容騒

音レベルを差引いて必要減衰量が定

まる( 図ー1) 。乙乙で許容騒音 レベル

としてやはりオクタ ーブバンドどと

に決定せねばならないが，米国で提

案されたNC- 山総1>わが現在のと乙

ろ最もよく用いられている。乙の必

要減衰量のうち，前記配置計画によ

って得 られた距離による自然減表

呈，およびidl版物があればそれ1[. よ

ｾ＠



る回折減衰を差引いて，残るものを の遮音能力は関口自fSIζ よって決定さ

E主体K 持たせればよいわけで、ある。 れると考えてよい。実例を一つ紹介

乙ζ で困難なのは遮蔽物による回折 すると ， 現 ｬ 乙 新築された工場セ，ｾ

減衰畳を求める ζ とである。塀によ 気調和を行い，作業のためには昼間

る遮音はかなり近似よく計算する乙 でも人工照明を用いているのに，銅

とができるおが，任意の形とした障 入不透明ガラスの入った大きな窓か

害物lζ 対する回析を ，計算する方法 らの騒音が，隣家に被害を及ぼして

はまだ今後の研究にまたねばなら いる例がある。乙れなどは無窓にで

ないので，今のと乙ろ同程度の規模 きないま でも ，窓面積をうんと小さ

の障害物を対象として，実験的にき くしておけばよほ ど被害を小さ くで

める乙とが最も適当であろう。距阿佐 きたろうし，さらにその位置を工夫

の減衰の方は，音源が大きな面であ をすれば，大した問題lζ ならなかっ

るから点音色il のときのように単純な たであろうと惜しまれる。また亙季

減哀をしない乙とに注意し，やはり は窓を開けるので，騒音の被害が増

面音源としての計算をせねばならな 大するのが普通であり ，冷房その他

適当な方法で熱環境を調整し，窓を

窓その他の ｉ ｾ 目口は ， 遮音 上 最も不 開放しなくてよいように考慮する乙

利な部分であるから無窓にする乙と とが，非常に重要な問題となる。

ができれば問題はない。しかしそう 次に屋根である。屋線は隣接する

もできないとき K は関口面新を最小 建物の上階に対して昔前、となり，面

lζ し，はめ殺し，あるいは特に隙聞 記!i も壁より広いのが普通だから，充

のないサッシをつける必要が生じ 分な注意が必要である。また換気や

る。その所要透過損失は壁体の場合 採光のために越屋根や天窓など，開

と全く同じ方法で計算する乙とがで 口部も多い乙とが，問題を複雑にし

きるわけである。ただし乙の場合は ている。しかしある程度の近似化κ

E主体にくらべて，面積が小さいから より ，関口を持つ壁の場合と金く同

距離減衰のようすは大分変り ，量産の 様の昔| 幻戸ができるはずである。さ ら

とさより大きな減衰値が得られるは にその関口部が遮音上弱点と ならな

ずである。また遮蔽物による減衰も いように工夫することが，設計 上霊

その大きさと ，位置の関係で，より 要な課題であろう。要求する機能( (

大きな減衰値を得やすい。また関口 応じて，換気のためには，ノレーフベ

の位置を敷地境界から離し，また障 ンチレータを用い，採光のためには

害物でかくれるよう な場所! ( 限定す 密閉できる天窓による など，明官rw;.

るなど，配置吾|固に関連させて， 乙 その呂的を満足させながら ，それぞ

れらの自然減衰: @: を充分大きくする れに騒音遮断の対策を考えるべきで

ζ とも可能なので， ｾ主体の所要透過 ある。 J レーフベンチレータや越屋綴

損失よりも小さな透過損失で，満足 には逃風板をつけ るととが，排気の

できる場合が多い。しかし童五tのあ ために有効なばかりでなく ，その形

る壁休l乙対して， 普通の関口部の透 によって洩れて出る騒音の指向性を

過損失は格段に低いので，その建築 被害を生じない上空へ向けるように

工夫するととが可能である。しかも

ベンチレータなればその位置のとり

方で，距離による自然減衰を大きく

する乙ともできるから ， もし消音器

をつけるにしても軽微なものでよい

乙とに なるであろう。

いずれにしても ，軽量材を'1まいた

屋板より ， コンク リート屋根の方が

遮音カにすくれている乙とは明らか

であるが，隣接する建物より ，軒高

の高い屋根は，それほど問題になる

ことは少く，せいぜいパラペットを

高くして，回折伝掃を少くすれば充

分であろう。

6， 音 源 対 策

乙れまで騒音が発生しているとと

を前提として，いろいろのことを考

えてきたが，もし何らかの方法で騒

音源となる機械，あるいは作業から

騒音を出ないようにする乙とができ

れば，あらゆる問題は解消してしま

う乙とはわかりきっている。完全に

な くすことは不可能でも，背筋，Hζ 対

する局部対策で，騒音発生を少くで

きれば，すべての対策が楽になり，一

公害を防ぐ乙とも容易になるはずで

ある。たとえば， リベッ ト打ちの代

りに熔接を用いたり ，ハンマ ーによ

る杭打をドリノレ工法 lζ 変える などκ

よっ て，素晴ら しい効果があること

はすでに経験されている。またどん

な機械でも，出来， 不出来によ って

騒音発生がかなり奥るものであ り，

構造や材料の改良で非常に静かに な

るζ ともある。乙れらは機械技術者

への課題である。けれども ，建築家

としては強く要望し，できるだけ静
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かな機械を選ぶということに注意を

払うべきであろう。また機械の設置

には慎重に計算された防振基礎を用

い，排気音を発生するものには，適

当な消音器 ( 7 フラー) をつけ る乙

とも忘れてはな らない。

附属設備に対しでも同様な考慮が

必要ーであり，例えば手押車をゴムタ

イヤにし，戸当りにゴムクッション

をつけ，金属ケースなどをファイパ

ーやプラスチックに代えるなど，車E

々有効な手段がある。

床の構造は硬い仕上げが多く ，す

べり止めの凹凸をつける乙ともある

が，車や重いものを転したり，落し

たり引っぱ ったりすることで，大き

な騒音を発生するから ，より柔軟な

床仕上げ，たとえばアスフアルトや

木煉瓦な どにする乙とが望ましい。

乙のように騒音発生をおさえる乙

と，公害防止のみならず，作業員の

聴覚保護という労働衛生の面からも

強 く要望さ れる ζ とであり，広い意

味で，騒音防止の最も根本的な対策

である乙とを銘記せねばならなし、。

同 じ目的から ，どうして も出る騒

音に対しては，音源を隔離し，また

は遮蔽する乙とによ って， できるだ

け工場内に鉱散させないように考え

ねばならなし、。それにはカバーや衝

立を用いるのが普通であるが，でき

れば完全に密閉できるよう なカ バー

を，な るべく重い気密な材料で作 り

内面を吸音材で処理するのがよい。

作業のためた i&iI羽で' き ない場合は，

その開放部を最小』ζ11)1]1浪し，そ乙か

ら出る強音は，天井や墜を高度K . 吸

音処理す るこ とにより ，かなり目的

を逮することができる。
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7. 吸 音 処 理

以上のような音源対策を行った上

で，なお室内 lζ 拡がった騒音 ! C対し

ては，壁や天井の吸音処理がものを

いうことになる。吸音処理は反射音

だけを減少させるものであるから，

直接音を防ぐ遮蔽や仕切りと UI・用し

て，その効果は非常K 著しい。また

遮蔽のない場合でも，反射音が減少

すれば音に囲まれた感じがな くなり

騒音環境として耳IC非常に楽になる

乙とは見逃 してな らない。しかしそ

の吸音構造の周波数特性を，騒音の

特性K 一致させねばならない。たと

えば図ー 1のような高周波騒音 lζ 対し

て，ガラスファイパーを用い るζ と

は有効であるが，それを開孔率の小

さい穿孔板で駆ってしまっては，ほ

とんど効果があらわれない。

何でも吸音材 さえ使えば解決でき

るよう な錯覚をすることは誤りであ

る。どんな工場でも内壁面の吸音処

理をする乙とによって，工場規担誌が

大きくなり機械台数が増加する につ

れ，工場内騒音レベソレが上昇する傾

向にあるものを，ある値以上に上 る

乙とを抑制するができるし，室内の

騒音環境の改善ι 少しでも騒音レ

ベルを下げる ζ とによって，すべて

の対策をより容易にするために，非

常に望ましい乙と である 。ま た周ｾ

が軽量で隙聞が多い場合には，すで

に相当の吸音カを持っているから ，

その上に級音処理をする乙との効果

は，室内側ではあまり明らかでない

にしても直接壁体の透過損失を増

加するから，外部に対しては相当有

効である。

8. お わ り に

一般論のみで，あまり具体的な乙

とに言及できなか ったが，騒音防止

の問題は非常に変化が多く復維なの

で，全くケ ースパイケース で，適当

な処理をしてゆかねばならない。 は

じめにいったように住宅が密集して

いる 中の僅かな空地で， トタン板の

傘だけという ，ほとんど開けっぱな

しの状態で，鉄板をたたいたり ，製

材をや ったりしているよう な場合は

建築家 としてどうにも手がつけられ

ない場合がある。 しか し一方，新し

く建設 した工場で，建物配置をもう

少し考慮しておいたら ，何らま1( 用を

かける必要 もなか ったのに，騒音防

止のため莫大な経費を追加せねばな

らない，という場合も少 くないよう

である。 もちろん詳細資料に関して

は最近多くのテキストが刊行されて

いる白からそれらを参照して頂 くと

して，騒音公害に対処する建築家に

とって，考え方の筋道の上に乙の小

文が，何 らかの参考に なる乙とを期

待している。 ( 37 . 9 . 1)

1)  守田栄「騒音と騒音防止J (36 - 6月オー

ム社) P.  48 

2)  石井聖光「建築音響と設計路工J ( オーム

文庫) P.  110 

3) 前川 ・音響学会総 V ol. 8. No.  4  

4) i河川' U ! 築学会論報 ・33号( 3 0 - 10月)

久我新一 : 同 上 67号 (36- 2 月)

5)  自白m 1) ， 2)  その他 「音響材料」節17号

( 37- 5 月) 等

久我 ・ 「音響入門J (1) ( 2)  

( 1 I t 者神戸大学助教授)



測定の立場からみた振動公害

現在，交通機関よりの振動は既得 新入りの坂illhを感ずれば申しtJ ｾる乙

権 ( ? ) で野放しである。そのーっ とになる。乙乙で一つ問題は振動は

の理由は振動が短時間で工場機械の 地面から建物に上ってくる乙とで，

どとく連続でないというにあるよう 木造建物では地面の振動より大きく

だが，交通誌の多いと乙ろでは，乙 なるのが普通である。その協合，個

の説明はガJかなくなる。先年，建築 々の建物の特性のばらつきをさける

学会は振動障害設計基準案 ( 雄築鮒 ために筆者は公害 問題の ｾｽ合は必ず

誌 Vol . 74 .  No.  870.  1959 1，J 図で 地表で i!l. IJ 定する乙とにしている。靴

は，変位を速度に修正して示した) をぬいで他人の家の 21桧へ上るのも

を提示したが，その案は自らの発生 億劫だし，ｾＺの上での測定がまたし

する振動だけを規制l し外部からの仮 どく厄介である。しかし最終的には

動lζ は目をつぶっ ているのも，要は

当分経済的に実現不可能の理想案を

他人にまで要求しでも仕方がないと

いうことにあったのであろう 。ある

私鉄の技術怜部にあ ったとき ，屯司Z

の発生する仮動障害の点lι っき見解

をたづねてみたが速い将来，そうい

うことが規flil Jされる時代が くるかも

しれぬと患っているという程度で，

現在の問題ではなかった。恐らくそ

れよりも都会地の鉄道が全部，地下

が高架になってしまう方が先であ ろ

う。しかし実は地下に埋めてしまえ

ば万事解決とはゆかないであって地

下になった路線でも現に附近の住民

より苦情のはiていると乙ろもある有

様である。もっ とも埋めたといっ て

も浅いけれど。道路もまた，舗装の

良否でト ラック などの発生する振動

が相当途う。 5 年程前トラッ クなど

の振動で充分有感領域に入ったビJ レ

の床が最近はあまり苦情が出なくな

った。どうもその原因が最近急に ひ

どくなった慢性的交通まひによるス

ピー ド・ターウンにあるらしいという

ようなもっともらしい話もある。

大体苦情の出るのは測定経験から

すると有感限界線である。すなわち

鳥 海 勲

く綾計上考慮すべき公嘗防止の問題 点 >

人聞のいる地点でｾえねばならぬわ

けであるから地表で測っては直接つ

ながらないが，乙の点は標準倍率を

かける乙とですますよりしかたがな

いと思っ ている。

大阪府の方からも乙の振動公害の

源をどうしたものかと 鹿々相談をう

けているが，一部の生理! 衛生学者の

主張する有感限界lζ 設定すべきであ

るとの説lζ も理由はあると思う。先

年わざわざ尾道から隣の工場の振動

¥
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ｏ ｾ ｬｏｐ｡ｬＺ＠ ｾ勢次第で ， 忽知限界

ｬｏ ｾ ＲＰ ｐ ｡ ｬ＠ : 一般に感ずる

Ｒｏ ｾＳＰ ｐ｡ｬ＠ : 住宅で人体11 : 有也な交

五Ul!II 闘の振動

以 下 略

V DI  

K = O.l  境界値，振動感覚のはじま り，作

業差支なし

Ｐ ＮＱ ｾ ＰＮ Ｓ 弱く感ずる，不快でない ， 充分耐

え得る ，作業差支な し

ｏＮＳｾ Ｑ＠ よく 感ず る， 数時|閣の作川はあ る

程度不快，忍び得る作梁，なお益

支なし

Ｑ ｾＳ＠ 強く感ずる ，数時間の作用はまさ

K 不快である はお忍ぴlGる，作

業支障あり ， しかし可能

以 下 略
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で家人がノイローゼ気味でと相談に

みえたが実際の娠i J i)J はそう激しいも

のでなく大阪ならいくらでもありま

すと返事するのが気の毒だった乙と

がある。しかし考えてみると騒音の

最低は50か55Phon位である。乙れは

もちろん，充分耳K き乙える。乙れ

とても有感限界の oPhon にすべきで

あるという乙とになる。乙れができ

そうにない乙とはすぐ判 るが仮説jの

方も閉じであろう。しかし人体は測

定器としても仲々大したもので，不

快に思っている仮ill i J を他のものより

選りわけで感ずるのだから下手な測

定器以上である。乙うな ると 心理学

の問題で，われわれのよく扱い得る

問題でなくなる。公害とすればいづ

れ有感限界より相当上K 線を引かざ

るを得ないであろうが，公害lζ なら

ないからといっても，振動障害をう

けないのではない。公害として府県

の公害課が扱って くれないだけであ

る。加害者たるものやっぱり努力す

べきであり，被害者なるもの現在の

日本では特にたくましい神経を縫う

べきであろう。

乙ういう点ではわれわれよりやか

ましいはずの米国では振動公容の問

題はどうなっているかと ，雑誌など

を注意してみているのであるが，ど

うもはっきりしない。乙の聞も60頁

にわたる人間の振動感覚の報告を大

いに期待してよんでみるとほとんど

その全部がロケット発射時の大加速

度に関するもので低い方は出て乙 ず

公害という語句も見当 らなかった。

先年，援助学の Den Hartog 氏が教

室に訪れた際，その方面の乙とをた

づねてみたが，病院がコンプレッサ
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ーでゆれたが コンプレッサーを改造

する乙とで解決したという話をきか

されただけであった。住宅は大きな

前庭をもち，道路の巾も大きく ，舗

装も上等とあってはあまり公害とな

るほど，件数がないのではなかろう

か。まして日本のように長屋をかり

た一軒が床を抜いて鍛造ハン 7 ーを

据付けたというような事件は起り得

ないのかもしれな L、。振動が公害問

題としてとり上げられるのは貧乏国

の文明国に限られるのかもしれな

い。料理をしている手もとが率慾か

らやj るよう なと ζ ろを特急包車がは

しっているなどは技術以前の問題で

あろう。

人間の感覚は特別な領域の疑似J数

しか感じない。高い方からいって

光，ずっと下って音，その下につづ

いて仮動となる。もし振動! ( 関する

人間の感覚範囲が現在と巡ったと乙

ろにあれば公害問題も随分楽になる

だろうと恩われ. 0 。それは衝撃性板

前、より出る振動は大阪などの軟弱地

盤地域では，地盤の性質によってそ

の振動数がおよそ決定されるらし

く，鍛造ハン 7 ーも杭打もそしてま

たトラックの仮動も大体似た範囲に

出現する( 7  - 2 0" b/s) 。と乙ろが

乙の辺りの振動数は人間の感じ得る

振動数の大休中央附近に位置してい

るので感覚もまた敏感なと乙ろであ

って都合が惑い。そう簡単 lζ 人間の

感党を変えたり ，地盤の性質を変え

たりするわけにはまいらぬし，衝撃

のエネ J レギーを吸収してしまう名案

もないので，現在と られている策は

衝撃を| 時間的にゆるやかな性絡のも

のに変える乙とで，それが鍛造ハン.

マーなどでは近時，吊基礎と称して

作業能率を落ちる乙とな く取付けら

れ大いにその効果をあげているが，

ペデスタ J レ杭など釘を大地に打込む

ような形式の杭打はどうすればよい

かわj らない。

地震学会での報告によると杭を打

っときのエネルギーの僅か数% が地

盤をゆす り，他の大部分は杭を打込

むのに貸さ れている由である から ，

杭の先端部の形を改良したり，側面

の摩擦を減らす工夫をしてもだめで

あろう。僅か数% であれだけ振動す

るのであるから地盤も軟かいもので

ある。どうしても叩いて杭を打つ工

法で施工する際には，振動はやや堅

い中間層( その下! ( シノレト庖があ

る) を抜くときに大きい乙とが判っ

ているか ら，その中間屈を何かの方

法で孔をあけそれに打込む乙とで勘

弁してもらうより今のと乙ろしかた

がないと恩われる。 トラックは元来

が衝撃性でないのになまじ道路が惑

すぎるため攻撃目標にされて多少か

わいそうでもある。衝撃でなく述続

的な振動を発生する工場の機械など

の防振は，あまり振動数が低くなけ

れば大して困難なものではない。た

だはじめからその積りで設計されて

いないと ，防振工事がやっかいにな

る乙とはある。防振ゴムの普及は相

当なもので，そのメーカーも数多く

出てきた。そして娠動をきらう電話

局でも発電機に防振装置をつけて，

219 ，去に据付ける時代になった。しか

し機械本体でなく排気マフラー ，ダ

ク トのようなものから援助が砧物 lζ

入ることがあるから注怠を要する。

工事現場，工場などでは住宅とi ! i



って j震動は作業上止むを得ぬもので

あるが，作業員の手や腕を通じて身

体l乙入ってくる振動の影響について

の規正はドイツの VDI に詳しい

( VDI  2057 . 附図参照) 。乙れでは

振動の値を 8 段階にわけ作業H寺間の

制限などを決めている。もっともこ

れをどう迎用しているかは知らな

心、。

以上は人間の障害であるが機械も

またJ震動障害をうける乙とが考えら

れ，乙れがまた V DI ( 2056) に機械

を 3 グル ープlこ分けて，とも ども規

正されているがもちろんその値は人

間κ 対するものより相当大きい。た

だわれわれが実際によくきかれるの

に精密器機の耐震度の問題がある。

例えは分光器の基礎の設計をどの程

度の振動値にすればよいかというよ

うな件であるが，乙れはあまり資料

がない。ただ筆者の知る純閣ではソ

述には乙れら精密器機を含めて，そ

の他精密工作機，それからやや粗く

なって印刷機，普通の工作機，その

仙の機械の振動受感性を 4 クラス lζ

分類している表がある。それによる

と最も敏感なクラス lζ 要求されてい

る振動限界値は大体人閣の有感限界

より多少下廻る程度に なっている。

公害という以上，その振動を測り

人間の感覚κ 合せて，表現するのに

何か簡単な単位が なければな らな

い。騒音の方は Phon であるが，振

動の方lζ はそれに相当するものがな

い。人聞の聴覚曲線で補正して等価

レベルを Phon と名付け，その約束

を国際的にまでもってゆき ，一般の

人々には必ずしもよく意味の判らぬ

IPhon なる単位を今日， 何の異和感

もなくうけとらせるに至った関係者

の努力は大したものだが，特に激増

した自動車の騒音とジェット機によ

る社会問題がその Phon の普及によ

って大いにカがあったと思う。乙の

点報道関係の影響もみのがせない。

Phon だけで， うるさい援助数を表

面に出さ ないやり方は公害の単位と

しても一応賢明であったと思うが，

その一面，そのために測定がおざな

りになり ，種々の実測に当って，得

られるべき資料が学問的にはほとん

ど役にたたぬものとなってしまった

であろう点は Phon の普及のかけ. に

かくれた代償ではなかろうか。

ともあれ，仮説jにはそれがない。

いや筆者の知る範図では Zeller の

提案した Pol なる等価変位単位があ

る( 附図では速度単位に修正して示

した) 。もちろん oPol が有感限界

lこ当る。乙れは建築学会の基準案の

有感限界Illi*加ζ 近し、。しかし Pol 表

示は今のと乙ろあまり国際性がな く

またそのメ ーター表示には低い振動

数の補正回路が必ｾである。建築学

会案も等価変位表示であるが，それ

に使用する計器の試作を考えるとい

いながら，まだ実現に至っていな

い。筆者は計器の関係もあって，従

来加速度を主 lζ 単位としてきたが，

その単位 901 は，土木建築の方なら

ば震度との関係もあってまだ良いの

で あ る が ( 1  G = 980 901) 一般の人

々に加速度の説明をするのに苦労す

る。今でもうまく説明できない。等

価 901 曲線は 3 o.a/s 附近lこ谷があ

り左右で上にあがっていて，振動に

対する人間感覚を説明するには便利

である。乙の点，等価変位曲線では

右下りの( 高い振動数で下る〉ゆる

やかな線となり説明には不向きであ

る。

ところが変位と加速度の中間に当

る等価速度表示は他の二者にくらべ

ると特に低い振動数( 5  o.a/s以下) を

除りば，大体水平の曲線となり仮illiJ

数と無関係に速度だけを i則ればよい

乙とになる。乙の表示を採用してい

るのが前出の VDI であり，またソ速

の表示でもそれほど徹底はしていな

いが，大体主 I Cζ の表示1( ，従ってい

る。 ドイツの振動学者 Rousch はそ

の著書で ζ れら Pol 表示. VDI 方式

なとを併せ掲げた後，特lζ 精密な要

求をしない限り，乙の VDI 方式の速

度表示がもっとも便利でなかろうか

としている。単位は mm/ s となる。

5  o.aj s 以下では補正が必要であるが

しかし幸い( ?  ) 木造家屋では 4 o.a

/s附近 lζ 共仮点があり ，地表の振動

に対する家屋の振動拡大率が他の振

動数より大きくなるので，乙の拡大

率と人間感党の鈍化 とを相殺させて

公害振動は地表で測る乙とで大体必

要領波の 2 - 6 0o.a/ s で振動数に無関

係に速度表示できるのではなし、かと

思っている。いづれにしても，振動

公害問題進展の鍵の一つは簡便な計

器の製作ICあると思われる。それを

除いて乙の問題を論じてもしかたが

ないと思うに至った。その簡便な計

器はさしづめ騒音計程度の気安さで

普及し得るもので な け ればなら な

し、。

( 抵者: 工! t ' i . 阪大工学部情築工学教室講師)
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ガス、ふんじん、 煤煙防止の問題点

田 中 良 太 郎

1  .  公害防止対策は

大阪府を初め，多くの都府県ある

いは市lζ は，工場( および事業場) を

対象とした公害防止条令が出ている

が，陳悩があっ て初めて条令がもの

をいう段階から初まっ て， 乙んに

ちでは事前審議が，不完全ながら ，

可能になってはいるが，既設の工場

lζ 積極的にはたらきかけ得る体勢に

なっていない( 怒斗 している担当職

員の方々は非常に熱心なのではある

が，・…・・〉。かっ“ 大気汚染" の対

策 l乙至っては，アメ リカのやり方(

Ai r  Po llut i on  Cont rol  Di stri ct ) をう

らやましく思うのみで，ようやく

その絡についたという段階である。

アメリカといえども大気汚染問題が

進展したのは，乙乙 10年ばかりの聞

であって，乙んにちすっかりきれい

になったというわけではない。いま

だに N. Y. の downto wn のビノレの窓

lζ はばい煙がみられ，靴は 1 週間磨

かなくともそんなによどれないが，

二霊窓の内部にはほこりがたまって

いる。ロンドンの C leon Ai r  Act の

歴史は古いが，解決済みとはいえな

い。現在以上lζ はひどくならない程

度でl灰すべきなのか ? r都会のまん

中に住んでいる以上 しかたがないJ

とあきらめて，洗濯物K. : ( ! t がつく乙

とに，不平はいっても何等なすとこ

ろを知らない市民の多い日本では，

「市民に辛絡してもらう企業育成」

でなく. [ "公害 の起らない企業育

成 J ! c . 切換えてもらわねばならな

い。そして. [" 公害の起らない工

場」の建設に対しては，建築家も社

会的立任の一端をになってほしいも

のである。
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2.  工場の質的まがり角・…

最近の工場建築は，専門の雑誌に

紹介される ランクのものは外観も生

産設備もめ ざま し い 進 歩 がみら れ

る。とくに消費産業においては，建

物自身広告的価値をもっており ，地

方財政をささえるための工場誘致，

投資家の一般化等々と 相まって，用

途地域告IJは判然しないけれども( 都

市計画区域外なのだろう) かなり立

派な工場が増えたのは認められる。

しかしまた，中小工業が8096以上

を占め，またその大部分が小企業で

あり ， 生産 ｛ζ 手一ＡＭＡｾ、で ， 工場建築

の整備にまで手がまわらない状態で

ある乙とも認め ざるを得ない。

工場建築及び工場の環境整備は，

所得設備投資の金額に含まれるのか

どうか，実は知らないが，従業員の

作業環境整備や，公害防止設備に消

費する金が，生産性向上に役立つか

どうかについては，業種業態のfill 類

焼i淡の大小，生産設備の質的あるい

は量的な程度，従業員の数などによ

って差違があり ，ペイする湯合もあ

り， しない場合もあるであろう。し

かし公筈あるいは大気汚染により一

般市民を犠性にしてまでも生産を上

げねばならない理由は全く存在しな

いはずである。すなわち乙れらの除

筈処置は，生産を担当するものの社

会 lζ 対する義務である。しかし実際

は仲々むつかしい。

日本経済の立直しに政府が保護し

たのは大企業大産業であって，中小

企業ではない。中小企業は生産利潤

の中から ，みずからの手で各種施設

の整備を行わねばならない。つまり

充分もうけてもらっ て， しかる後，

< 位計よ考慮すべき公害防止の問題点>

できるだけ無駄な '1!i 用を節約して除

筈設備に金をまわして もらわねばな

らないのである。お| 棄物をなるべく

出さ ない工夫，あるいは排棄物の処

理による回収物の，原材料としてま

たは他産業への利用が，いつの場合

でも可能であるとは|授らない。そう

いう場合が多いけれども，全 く無駄

に見える費用になりかねない。

またそういう費用は工業の生産技術

水準に逆比例する乙とがあり得る。

つまり幼稚な工程であればあるほど

無駄な排薬物が多いから ，回収しで

も充分それが利用できるが，高度の

工場に なるほど，最後の排棄物は何

等利用方法がなく なるか，あるいは

原材料としての価値が少な くなるか

また価値があるにしても全体の規模

から見てそのウエイトが甚だ小さい

という乙と』ζ なる。

そういうわけで，競争がはげしく

生産に手ーぱいという場合は，つい

除筈処置には目をっぷり勝ちであり

監笠宮fill Jも同悩しがちである。 やは

り市民側が犠性;ζ なる。

問題は資金であるが，長期の低利

資金でも借りる乙とができればまだ

よいのだが，工場の規模が小さ いほ

ど，金融者は手をかきない。そ乙で

抜本的な除筈装置ができず，苦しい

中から乙そくな手段でー- advi ser も

遠慮しがちである一一改造を重ねる

ものだから ，何回繰返し改良しても

効果があがらない工場が少くない現

状である。そとへ陳情者側の，ある

いは企業者側の政治的な動きゃ感情

的な乙じれが加わるとますます事件

は紛きゅうして収集つかなくなる。

以上のよう な状態にあ って，工場



の新築，改築，増築を担当する建築

設計者はどうすればよいのか ?

事務所建築ならば，坪当り 30万あ

るいは40万もしても充分採算がとれ

るのに，工場建築には 10万もかけら

れないのは不思議である。なるほ ど

事務所建築では，直接室そのものが

利潤をもたらすが，工場は生産設備

が利潤をかせぐので建物は無関係に

見える。容積の追いもあろう。しか

しその中で働く作業員は全く同等の

条件であってよいはずである。 ζ れ

は建物の内部環境の乙とであるが，

労働衛生と公害とは無縁ではない。

建築の設計者はできるだけ安い建

設費，できるだけ安い維持践ですむ

ように設計すべきである乙とはいう

までもないが，あくまでも合理的な

安さ ，あらゆる設計因子に対する正

しいバランス ，行届いた人間性，乙

れなどが忘れられていては，都市っ

くり の一端をになう建築家としての

資格も誇りもな くなってしまう。特

lζ 安くできたとい う乙とは合理性の

“ 結果" であって，決してその逆で

あっ てはな らない。

ζ れらの点については， 手IJi 関の追

求を第一義とする企業家の観点と食

迷う乙とがあり得る。食逃わなくと

も企業家の諸々のイメ ーヂがばく然

としていて具体化しない，系統化し

ない場合が多い。だから乙 モ，建築

家が必要になって くる のである。

すべての計画が終ってしまって，

只建築設計者ーには，雨l乙もめげず風

{ζ も強い容器だけが任せられるので

あれば，後で起る 問題K ついてはな

んら責任はないのだから ，気が楽で

あるのだが，操業が初まってから，

J そんなはずではなかったの』ζ " と

いわれる場合が甚だ多いのは，必ず

しも工場建築 IC限らないのはど承知

の通りである。

公害対策あるいは大気汚染対策は

問題が生 じてからの改良では，建設

の最初から考慮するのにくらべて，

かえって高 くつ くし，また敷地を初

め機械配置，建物の形体その他すベ

てに無理が起るのが現実である。

乙れは，先』ζ 計画の段階で相談し

たり気をつけてくれる odviser を持

fこなかった，あるいは拒否した企業

者の目算迷いであるが， “ 構造物を

設計する" のみでなく ・・工場計画を

する" 建築家ならば，最初の計画の

とき 相談をうければもちろん，設計

の段階において も，よさ odviser と

して， 除害対策について施主fl ! lj の理

解をうるよう説得すれば，その後の

技術的処理がかえって楽になり ，か

っ “合理的な安い建築" を造 る乙と

ができるのでないか ? ただ d 説得"

lζ はいろいろ複雑な3E紫がからむか

ら，立場上むつかしし、乙ともあろう

けれども，技術的な見識は充分高く

持っても らいたいものである。

設計にしろ計聞にしろ， ・判 断"

を裂する因子は無数にある。 i 日本

は個々に見ると非常 ICすぐれた高い

ものを持っ ているが，全体として見

るとなっ ていない ( Sense of Propoト

ti on および Proper Perspect ive) とよ

く外国人から いわれるが，建築につ

いてもまたしかりとすれば，建築家

は心しなければな らないと恩う。

Approochがあまりに長すぎたかも

しれない。しかし最も重要な問題点

が，笑は乙の中にあると現実を判断

するものだから敢えて述べた。

3.  公害と大気汚染 φ

“ 工場公害" は“ 大気汚染" の内

lζ 含まれ，本質的には差迫は ない。

ただ，前者は工場にのみ限定され，

影響の範囲が比較的近距離の場合，

後者は遠距離の地域全体lζ 及び気象

学的条件IC左右される乙と古i]ず; より

遥かに大きい場合と，便宜上区別さ

れている。法令上はもう少し厳密

な，対象 lζ なるかならないかの巡い

が決められているが。従って公害防

止のため非常 lζ 高い煙突を設けて大

気中に無害になるまで稀釈した場

合，公害は起らないが気象条件ICよ

って大気汚染の原因になるという事

態も生じ得る。また数工場が* った

ために ，大気汚染の問題にまで発展

する場合もあり得る。大気汚染はま

た，特定の工場でなく ，各家庭， ビ

ノレ，自動車，等々 ，から緋出さ れる

物質が，全体として大気汚染の原因

になる場合もある。日 本ではまだそ

うやかましくないが， i都市の空気

は新鮮でない」ことを強調し空調を

する場合，必ず外気導入にフィノレタ

ーを通している乙とは，対策の根源

的な方法をあき らめて各個が防禦し

ている大気汚染対策の一極である。

致命的な問題にはなっていないけれ

ど も 不快" も公害の一つである 。

4. 公害は発展する ・・・

公害対策は煤煙防止から初まり英

国の歴史は特 lζ 古い。 100 年以上経

っているが，いまだに解決しないと

乙ろを見 ると ，“ 完全燃焼" はほとん

ど不可能という外なく，いまさらな

がら人体内の燃焼の完全さ に驚 く。

また，焼却してしまわねばならない

緋棄物もしだいに増えて行く。ニュ

ーヨ ーク市の A P C D で問題 lこしてい

る汚染源は，工場やビソレその他の媛

房のほかに，ハドソン河の汽船，古

自動車の焼却，アパート ， ビノレ，病

院，その他の焼却炉 ( i nci nerotor )  

があがっている。日本の都市では紙

くず類は腐屋がさばいてくれるかあ

るいは市当局の清侃車が持って行っ

て く れるが，外国 では ｉ ｾｉ らが処理し

なければな らない。従っ て焼却炉を

持っ ているが，すでに大気汚染の対

象に なるほ どの煙を出しているわけ

である。 カリ フォノレニア州ではすで

に手を打っており ，個人住宅用以外

は単室の燃焼室を持った i nc inerotor

は禁止しており，むしろ清縮局のバ

ケツ K 入れるか，あるいは多室式{ζ

改造する乙とをきめている。

なお自動車の排気による大気汚染

対策( カリフォノレニア州だけが特殊

事' 的) も 7 年がかり位で，原因の探

求から初まり本年度の新車から，州
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政府が認証した，Bl ow- by device を

クランクケ ースに取付ける ζ とに決

められている。マフラーのと乙ろで

処理する方法はまだ ， 州政府で ｅｾ 部

品について実験中である。自動車が

増加したについてサンフランシスコ

及びロスアンゼノレスでは ， ある ＱＱ 寺 ｬｾｊ

k 非常1ζ 眼を刺戟する こと から探求

が初まった。 C O が肺ガ. ンの原因に

なるかど、 うかも一応線上にのぼった

が，今日では，自動車その他から出

る生のガス( し、ろいろの炭 化 水 菜

類) と ，N 0
2  

( あるいはNOx. i gni t i on

で自動車からも出る〉の混合ガスが

逆転居のために停滞し乙れに太陽

ふく射があたると Photo-chemi col sob 

stants が生じ， これが般を刺戟する

というプロセスも判り CO. N02• 

hydro- corbon の排出を制限した。

5.  法令だけでは解決は ?…・ ・

燃焼によ る公害は C Oよりも 5 02'

フライアッシ ュおよびばい煙が調整

対策の妥紫と なる。 (最近は N 02 も

測定されているが，今のところ問題

になる畳ではないらしい) リンゲル

マン 濃度による規制は簡単でなかな

かよろしいが，監視がむつかしいよ

うだ。自発的に工場がや って くれば

いいのだが。従っ て燃料，燃焼装置

などの線源で改善あるいは転換して

もらわないと解決しないが，それも

むつかしいとして も現在はあまりに

野ぱなしすぎる。

化学工業の発展ととも κ 種々有害

な排ガス排じんが大気中κ 拡散され

ている。 一応条令で怒限度が示さ れ

ているが“ 医学的な線" が引き 雲監い

のでいろいろの面が考慮されて，っ

くり 上げてあるだけに， “ 条令の線

を守れば一応、法 lζ はふれないが，必

ずしも ，常K 終局的なのではない"

という苦しい解釈が残されている。

乙乙 lζ も企業者側の自発的な社会義
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務遂行の示唆がある。 r気兼ねして

いてはもうけにならぬ」では困るの

である。

6.  対策の技術的分野… 一

最後に除害対策技術について述べ

た l 、。

最近は乙の方面の専門mあるいは

雑誌が相当でているので，教科書に

はことをかかないが， いわゆるイン

スタント的ではなL、。また状況がま

ちまちなので除害計画は個 々につい

て考えねばならぬ場合が多いので，

やはり専門的 なコ ンサルタントをｾ

する。

筋道はいた って簡単である。有害

である対象物( 原材料の場合もあり

中間物あるいはでき上り物質の場合

もあり ，また触媒的な物質の場合も

ある) を集め( 例えばフ ードで引っ

ぱ りダク トで気送して集じん機にか

ける) ，無害にまで処理し( 例えば

吸収塔，スクラバ ー) ， しかる後大

気に放出する( 気送であるから余分

の空気がどうしでもある〉 。有害な

ガス . ミス ト， 粉じんが工場内に充

満しては尚作業にさしっかえるから

すでに気送設備までは労働衛生工学

的立場から完成されているものとす

れば，その先は集じんだけでよ い

か，除害処理だけでよいか，あるい

はその両方を必要とするかであるが

乙れは純粋に化学工学の意見に従う

べきで，その位置，煙突がいるかと.

うかが配置計画lζ 関係があるのみと

なる。

乙れらは換気の分野からいえば，

“ 局所排気" であるが，それでもな

お全体換気が必要な場合が多い。局

所排気装置が完全であればその必要

はないはずであり ，むしろあればむ

じゅんするわけであるが，実は 「維

持管理が惑いJ r発生源が分散して

いて局所初気がむつかしい J r熱を

伴うために気流が複雑である」 など

の理由で起り) j 持ちである。企体換気

は別の目的で必要ではあるが，乙れ

が公害の対象となるとすると，工場

全体の空調でもやらない| 波り処置が

ない。 その場合は除 じん( 粉じんを

取去 った後の空気が必裂である) と

集じん( 空気は不要だが粉じんを集

めるのが目的) の機構的むじゅんが

起る。同時に処理すべき空気誌が，

ベラボーに増えて徒らに大き なファ

ンに なって しまう。濃度は稀しゃく

されていても，とにかくそれだけ空

気を動かさ なければな らなl 、。特に

ガスよりも粉じんの場合に留窓を喜E

する。

除害設備の初段階は， 上lζ 述べた

どとく ，労働衛生工学における局所

排気と共通であ って，乙乙 に設計計

画の諸問題がある。機械装置，作業

のしかた，気送すべきガスあるいは

粉じんの物理的性質，ダクトシステ

ム，何れもゆるがせにでき ない。す

なわちひとたび規定されてしまえば

ちょっと変更でき ない。例えば，タ

ク トシステムなど ，初めか ら床下に

ピットがあれば，そして機械そのも

のに排気用のフ ードがつ いておれ

ば，甚だ簡単に解決できるのに，と

なげく 乙とが多い。

最近の工場は，潟産計画の: i i l i 度，

あるいは施設の質的転換が早いため

か，機械配置を永久的l己決めにくい

らしいが，そのために排気関係をお

ざなりにする乙とはできない。とに

かく ，利潤をあげる方向にのみ向い

ている企業家の眼を，公害防止を軽

視しないようにしむけるために，建

築家の関与する分野が多いわけであ

るから，多少ともその効果がでるた

めの努力がなされるならば，その建

築家の社会的地位と信煩皮はずっと

高く なったといえる。

( m者 大 阪 市 立 大 学 教皮)



巷の声 (公害陳情)

最近，各地K ヒツレ工事や工場建設が盛んK なってきたがそれにともなって， 市民から公害陳情が， 市公聴課，府公害

課，衛生局，区役所，聖子察署，新聞社 lζ なされている。大阪市K おいても， 昭和36年中において， 公害陳情は 1. 109 件

に達した。 その内訳は，騒音 231 件，振動 46 件，ばい煙 244 件，有害ガス 39 件，汚物汚水 155 件，粉じん 58 件，悪臭

165 件，その他 171 件となっている由。 乙れらの巷の芦のうち， 建築! と関係あるものをとりだしてみたら， おもしろか

ろうというので，大阪府，大阪市の関係者より資料をいただいて， 適当にアレンヂしてみた。 乙乙 IC. W録した以外! こ，

とくに地下鉄工事に対する公害陳情などあって， 建築関係者にはぜひ耳 lζ とめておきたい事柄であるらしいが， どうい

う加減か，府公害課で処理されずに新聞社 ? か他lζ 廻ったらしい。それを集録できなかったのは残念である。またうま

くアレンヂできてない点も ある乙とをお言午し願いたい。

A. 建築現場関係

〔緊音，工事用トラ ック〕

一一幼稚園より工事施設に対して一一

過般来，当幼稚園前の空地lζ 工事施設が建築され，当

幼稚園にとっては下記のような教育上の障害が生じてい

ます。

0  機械のだす騒音がはなはだしく ，t，こえずその背に

わずらわされ，辺動場はもちろん，保育室におい

ても，幼児は他人の声や他の音を聞きとりに くく

保育の徹底を欠く。

また，幼児は過度に不自然な大声をだし，身体

的』ζ 悪結果を生じる。

0  仕事のトラックなどが幼稚園前で不定時 lζ 出入し

また道路上に数台3 i IJ をなして停車しており，幼児

は登園l如 ζ 危険にさ らされるので，精神的に不安

である。

乙のような幼児の身体的精神的不安を除き，幼稚園の

保育が円滑K 進行するよう ，下記の ζ との早急な実現を

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

述暑で要望します。

1. 幼稚園の門前K トラッ クが接近または停車せぬ乙

と。

2  実状視察の上， 騒音測定などの方法 lζ より，教育

に障害を生じない程度K 防音装置を飽すか，施設

を移動する乙と。

乙れらの幼児の受ける直接間接の障害について

は，幼稚園では，その障害の生じないようできる

限りの注意対策をいたしてまいりましたが，今日

幼稚園のみの対策にては至IJJまこの防.害を除去でき

ぬありさま K 到達しております。

上記要望の二項目の実現をお乙たる ならば，たとえば

下記のような不時の事故が生じることも予測 されるもの

であります。

1  幼児の身体的障害，特l乙耳 ・感覚など。

2  トラックその他による交通上の幼児の死傷

当幼稚園および父母の会は，幼児の乙のような危険を

守り，正常・な保育が実現できるよう上の事項 lζ っき関係

者各位の善処を要望いたします。( 昭35年 4 月)

建築基準法 にフリ ーパス のガラス屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工場 ・プラットホーム ・

体育館 ・アーケードに品適

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大阪市西区土佐堀船田T23 ( 大阪商工ビノレ ) T  E  L  ( 441)3983 

工場 大阪市城東区天王国岡T 1 の14 1 T E L  ( 981) 1149 

設 計 施 工
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〔騒音〕一一住家より工事現場にーー

2 月ほど前から当所の前にN大ヒソレの工事にかかって

いますが，朝夕工事の騒音が非常にはげしし、ので電話も

聞えず毎日の仕事 lζ さしっかえて因ります。なんとかな

らないものでしょうか。

〔振動〕一一旅館より改築工事現場に一一

当方旅館をやっておりますが，1決りのビ J レ改築工事の

述日の作業音のため，最近はおなじみの客も乙なくなり

ました。営業妨害です，なんとか規制してくださし、。

B. 一 般 苦 情

〔緊音 ・振動〕一一コ J レタ ーJ レ製造工場に対して一一

5 区所在の T 土建 KK コー J レタ ーJ レ製造工場では，そ

の就業時聞が，作業の関係から大体午後 5 1時から午前 6

時頃になっており ，機械の騒音，振動( 地響〉ばい煙の

ため，附近一帯の住民が非常 lζ 迷惑している。深夜業の

禁止，でき得れば，移転してほしいと思います。

乙の事業所は，約 2 カ月前まで別の場所で操業してい

たが，その附近の住民の反対lζ より現在地lζ 移転してき

たもので，事業場へ掛け合ったと乙ろ ， r当工場は深夜

だけの仕事であるので，初め から附近の人の迷惑は覚悟

である。」と豪語し，反省の余地がありません。

事業場は ，金もうけのためでそれでよいでしょうが，

そのためにわれわれ附近住民が安阪を妨害されて翌日の

仕事lζ 差支え，あるいは神経衰弱になるような犠牲を払

うべき恩もなければ義理もありません。以下略( 1 凍悩者

F付近住民約30名)

〔悪臭〕一一薬品工場l乙対して一一

C 薬品工業 ( H 区所在) の工場から悪臭が流れ出し，

頭痛がしてやりきれません。人の l噂ではニンニクを材料

に薬を製造しているとの乙とですが，毎日のよう lκζ 苦↑

を申込んでいますが，改善されません。風向き などでは

自が痛くなり ，絢が悪く I 111 き気をします。ガ、スは比較

的なく一度部屋の中 ( C流れ込むとなかなかOf i I ) かず，いつ

までも匂っています。乙れで病気にでもなり薬でも飲ま

なければならないようになったらナンセンスです。当局

の3喜処をお願いします。
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〔粉壁〕一一茶鉄工所より隣接某会社へ一一

街] 祉作業中 IC生ずる煙突より噴出する石粉ょうの粉煙

は，当社湯内 l乙流入いたし，鉄骨材料 [ζ 塗装する関係

上，その直後に，せっかく仕上 った製品は，石粉の微粉

が附着し，よい製品は得られず，かつ作業中の職人は ，

絶えず眼お よび咽l殺を筈し r呼吸困難を訴える者が多

く，毎日のことく治療を受くるの状態にして，果ては呼

吸器病または肺癒を生ずるの虞あるの現況で，保健上支

障を来す有様にして困っております。

以上のような状況にかんがみ何等かの防陸設備を早急

に完備して，幣筈排除lζ 万善を期するごとく処置せられ

ん乙とを切にお願い申します。

〔騒音 ・粉墨〕一一コン クリ ー ト製造工場 !C対して- -

H 区所在のコンクリ ー ト製造工場より発生する騒音 ・

粉塵については，今年 1 月操業以来日増lこ増加し，近所

に居住する私たちの安眠の妨害と粉陸の迷惑は下に述べ

るよう な状態にあります。

1 騒 音

日中は，ともかくとして，特に困るのは深夜より早朝

にかけてミキサ ーあ るいはコンベア ーな どに附着したコ

ンクリート塊を落すためか，鉄板をハンマ ーでカーンカ

ーンカーンと強 ( [ rD く金属音を朝まで断続的にだされて

は 1粁四方の住人はたまったものではありません。学

生は勉強できずノイロ ーゼ になり，病人， 老人はもちろ

ん，健康な者でも不眠がちで翌日疲労感が特にはなはだ

しい状態です。なお，その上深夜 lζ 場内スピーカーでの

呼出応答も耳うるさくはなはだしいのはラジオの音楽を

ときどき場内スピーカ ーで深夜に流すような非常識な乙

ともあります。

2 粉 鹿

騒音 ( C も増して困るのはセメント砂の粉堕です。コン

ベアーから落す砂lま乙りやセメント貯蔵タンクから洩れ

るセメントが飛散し近所の家は部屋を閉め切っておっ

ても屋内の廊下，敷石，畳などに積る粉塵は並大抵では

ありません。毎日何回か掃除しても ，畳の目や隙聞にタ

" 7 ) レ砂ぼ乙りは空家に寝起きしているようで非衛生きわ

まりありません。

特l乙セメントのような微粒子ですので，部屋や家具を

同

制

除

湿

F
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z

嗣

贋
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大阪市西区江戸沼下通2- 79

田辺工業株式会社

電話土佐縮刷7437- 9



汚染するだけでな

く，長期間の内に

JAt ゃ口を通して肺

に入り珪l怖になる

可能性も充分考え

られますので，特

! こ霊1 t な公害で

す。

上のような状態

ですので，何卒現

状をよくど調査の

うえ，当該設備の

撤去または粉陛の

発生を完全 [ζ 防止

するための設備改

良などを速かに行

うかのいづれかを

その工場に勧告く

すごされ 1 日も早く近隣の住民lζ 安心した生活がなされ

るよう，ど当局のお力添えを願いたく ，歎願申し上げま

す。 ( 36年 8 月) ( 附近住民より)

〔ぱL、短〕一一文化住宅より一一

私の{ 主む文化住宅の西側IJにある N亜鉛工業所の煙突が

低いため，また互に向って窓を開けると( 文化住宅の窓

は東，西側IJ のみ) まともに越が家の中に入ってき て困り

ます。室の中が変にくさくなって困ります。

〔振動) - 5 軒長屋より一一

5  Ｇ Ｑ 守 長 屋の［ｴｾ中の家で鉄工所のやうな乙とをはじめた

ので，家屋の振動がはげしい。特l乙両| 燐りの家は子供も

昼絞することもできず，隣組の方が家屋が乙われるから

仕事をやめて くださいと頼みましでも受付けてくれませ

ん。先方はわが家でなに手しようと勝手だと話し合って

もだめです。私の思いますのに許可もとらず間営業をし

ている ように思います。なんとか静かな環境にしていた

だ くよう お願いします。

〔騒音 ・悪臭 ・ばい煙〕一一木材作業場に対してー一一

北区の T 木材 KK 作業湯のボイラ使用による火災の危

険製材機より発する騒音，木材乾燥時に発する悪臭，道

l=I =i 

) 処 理 経 過

指

事

の

旨

連

絡

回

答

市 民 の 声 ( 公 害

( 市 民 の 戸 )

路不法占拠などについて，昭和35年春頃より各関係官庁

へ善処方を依頼交渉を重ねてきましたが，何の処置もな

いままに今日にいたりました。

T 木材 K K はそれをよい乙とのように，近所の声を全

く無視し横暴限り な く，道路は材木の巡倣，高!iみおろし

の際 lζ は道路を全くわがものように使用し，危険で通行

も不可能である。ばい煙は附近一部- を灰色一色にせしめ

そのススにより洗濯を乾す乙とができず，製材綴より発

する騒音は早朝より夜遅くまでその及ぼすと乙ろの害は

全 く言語につきない。乙乙 lこ当地区の安全を守るため住

みよい住宅にするため改めて陳情し，お願いする次第で

ある。( 附近住民より)

〔不備な水; 先便所〕

当地l乙古い家を移転させて新らしく改造し，今流行の

水洗便所を作っていますが，あんな簡易な不完全な水洗

便所が近来許可できるものかお尋ね申します。勝手に下

水管に穴をあけてやれるのでしたら私も改造してみたい

と思っています。よろしくど指埠ください。

〔汚水放流〕

西田辺町にあるアパート( 木造 3 階建〕は水洗便所か

ら下水溝へ直接汚水を放流している。乙のため不衛生で

あり ，伝染病のおそれもあるので即刻改善するように注

意してほしい。

〔冷房装置の音〕

田島町 1 丁目の S 銀行の袈側の長屋lζ 住んでいる者で

すが，今年の互から屋外 lζ 冷房装置の器具をつけられた

ので，大変音がする。なんとかしてもらえませんか。

建築設備関係

キ充

所務工智武株式会社
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書評 i 私的企業と社会的費用」 ある。社会立法や各種の政府統治IJ が 利となるために，できる かぎり ，企

一一現代資本主美における公害問題 疑いもなく生産の社会的費用の大き 業は乙れらの統治IJを排除したく思う

主を減ずる効果を持った乙とはJえで のである。

「社会的資用という語は非常に多 ある。乙のような立法の必ｾや範囲 本書は，在来の古典派経済学や新

くの種類の賀用要紫についていわれ の拡張は，企業家の支出の総生産技 古典派経済学が，その理論的基礎と

る。 ・・ ・・ ・乙の語は第三者あるいはー の適切な尺度ではないという命題に していた一つの仮定，つまり，生E主

役大衆が私的経済活動の結果蒙るあ 一つの支持を与えるのである。」 の私的費用イコール総資用という仮

らゆる直接的間接的損失を意味する ( 本訳書 265 頁) ，本訳書かる引用 定κ 一矢をむくいる乙と lζ よっ て，

ものとしてよい J ( 本訳書 15頁) と した表は，1913年のピッツバ ーク、1ζ 乙れらの経済学の理論構築物全体を

定義されるように，社会的費用とい おいて，空気汚染をもたらした，諸 現代lζ とっ て無用であり危険でさえ

う語は一般にいわれる公害 という諮 産業( 煤煙放出者) が，実は負担す するものとして破域しさったところ

の怠味内容を拡大した概念である。 べきであった生産貨の一部をだれが に，その経済学史上の怠義があるよ

そして外部不経済 という認とは同

事象を指した同 じ概念、である。( し

かし両者は，文章上は若干その乙と

ばとしての働きにちがいがある。)

この社会的資用には次の穫類があ

る。 i 生産の人的要因を損傷する乙

とから生ずる社会的費用J (第 4

章) ， i 空気の汚染の社会的費用」

(第 5 章) ， i 水の汚染の社会的資

用J (第 6 i主)， i 動物資源の減少

と絶滅J (第 7 主主) ， i エネルギー

資源の早期伊渇 J (第 8 i;'i:)， i 土

捜の? ; : U! l l ，地力の消耗および森林の

濫f¥U (第 9 :fii:) ， i 技術的変化の

社会的費用 J (第 10章) ， i 失業と

資源の遊休における社会的資用」

(第 11 :i'i't) ， i 独占と社会的損失」

(第 12m ) ， i 配給の社会的費用」

(第 13'1主) ， i 輸送における社会的

資用 J Ｈ第 ＱＴ ｾＩ ， i 科学のつまづ

き( による社会的費用) J  (第 15

章〉

以上の社会的資用についての叙述

lζ おいて，本書がしめそうとしてい

るのは， i 私的生産活動が企業家の

支出 lζ 反映せられないいろいろな種

類の社会的技用を生ぜしめる傾向が

ある」という乙とである。そして，

「乙 れらの損失が共通に持ち，また

乙れらを社会的資用たらしめると乙

ろのものは，それらが私的経営の費

用計画の中に含まれないという事実

である。乙れらはいかなる形態をと

るにせよ，企業家以外の個人あるい

は社会全体あるいは両者に転嫁さ

れ，それらによって負担されるので
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うである。

しか い われわれの興味は乙こに

あるのではない。われわれにとって

興味のあるのは， r住みよい環境」

の創造というわれわれの仕事にとっ

て関係の深い次の諸点であ る。

第 1 ｾｃ 本蓄を読んで感ずることは

公害問題としてとりあげられ，都市

問題としてとりあげられ，あるいは

自然の破壊としてとりあげ られたも

の，つまりは 国土荒廃化の問題が乙

の蓄によってはじめて経済学の本格

的な取扱いの対象となった乙とであ

る。本書は上掲以外の社会的資用に

( まだ覚書の域をでていないが) 次

の 2 つのものを より重要なものとし

てつけ加えている。 1) ，都市におけ

る土地の過度的利用による社会的資

用 2) ，都市への雇用の過度集中に

どれだけ負担したかの推定の一例を よる社会的資用の 2 つである。これ

示している。 らはわれわれの立場ーからは常にとり

乙乙 !C社会的資用が，私的競争経 あげられてきたおな じみの問題であ

済体制lのもとで，私的費用として支 る 。 し か し 乙 れ ら が 「 社 会 的 資

払われず，社会的費用となるのは， 用」という明断な経済学的観念で設

次のような事情によるのである。乙 明された乙とも，経済学K よっ て正

れらに対する社会的統制がないと 当な研究対象となった乙とも，まだ

き，ある企業が良心的に進んで社会 なかった乙とではないだろうか ?

的費用を生ぜしめないような防止手 国土の荒廃化を防止しようとする

段を採用する乙とは，単位私的資用 試みは，最近のフィジカ ルプラン ニ

を地加せしめ，問題相手企業とのコ ング思想の発展で，より効果的な手

スト ・ダウン競争に遅れをとる乙と 段を与えられてきたとはし、ぇ， 常に

となる。また，社会的統IljlJ が園内の その試みは現実によって追越されて

同種企業にも等しく行われようとす きたものである。本容は第 2に，乙

るときは， ζ の種のおそれはないの の荒廃化傾向が 「資本主義が一般に

であるが，国際間競争においては不 ( 社会的) 費用不払いの経済J ( 訳



267 頁) であるという根本的，制

度的な原因によってもたらされるも

のである乙とを教えることによって

現行の荒廃化防止手段の再検討を迫

ってはいないだろうか ? 現在私的

経済活動によっ てもたらされてい る

「社会的費用」に ついてより正確な

計測がされ，乙の資 料lζ 立脚した有

効な環境放策が打出されるのでない

ならば，われわれの生活環境創造の

夢はおろか，現在わが国においても

進行中の生活環境悪化を くいとめる

ζ とさえ全く不可能だろう。

第 3 1( 本書lζ よれば，在来の経済

学 が 交 換 価 値 と い う 点 で 「 不 生 産

的」とみなした活動分野の 1 つであ

るフィジカノレ ・プランニングは，イ面

値と効用をやどして いるととろの活

動なのである。乙 のようなフィ ジカ

J レプランニングは，私的費用 = 総費

用という観点からは な くも がなの必

要惑とみなされるかもしれないが，

総費用 = 私的費用 + 社会的費用とい

う観点つ ま り 国 民 経 済 的観点から

は， 1 つのれっ きと した生産的な活

動なのである。反面，国土の荒廃化

( 例えば都市 にお ける交通混雑) が

大衆一般に被害を与えていることは

もちろんの乙と，私的経済活動にも

多大な超過私的資用を要求している

現在，前者の観点からも ，フィ ジカ

J レプランクーの必要性が叫ばれる乙と

が あ る 。 ( i 産業基盤の強化」ー)

荒廃のままに捨ておかれるよりも，

乙れが計画的に改良される乙と自体

は望ましい乙とである。しかし荒廃

化をもたらしたものが乙の費用を支

払わず，その莫大な費用が，乙の荒

廃 lζ なんの責任も ない一般の大衆の

肩にかかる ζ とは，それ自体一つの

転嫁である乙とをやめてないのであ

る。乙のようなかたちでのフィジ カ

J レプランニングの隆盛は ，必ず国民

経済全体の非効率というむくいをう

けてしまう。

国土の荒廃化を防止しようとする

財源、は主K 租税 である 。第 4 1( ，本

は， i租税は生産のための支出と

して明白 lζ 認識されねばならない」

としている。ある私的経済活動の支

払うべき租税はその活動のもたらす

はずのあるいはもたらすであろう社

会的費用と，受けとるであろう社会

的報酬( 社会的自用の反対概念。私

的企業が公共事業公益事業からうけ

とる利益。) との和に等しい乙とが

望ましい。乙の ように租税を定義し

また課する乙とによっ て社会( 公共

体) が支払い不可能であるような社

会的費用がもたらされる乙とを未然

に防止す る乙とができるのである 。

表 ピツツパーグにおける空気汚染による年失

授の一部 推 定1913年 ( 単位ドル)

倒人が負う失'1'l.

洗濯料金 1，5∞，α)() 

ドライ ・クリーニング 750，αm 

家計が負う失費

舛部E色装 330，αm 

板金工事 1，αJ8，α)() 

壁紙の清掃と更新 550，は泊

レース ・カーテンの洗測と

360，α泊

更人新工照明

84，0∞ 

卸売および小売庖が負う失問

商 品 1， 650，αm 

特別の注意 450，αm 

消 初 750，α)() 

人工照明 650，α)() 

百貨庖 175，ぽ泊

相公共建築物の負う失費

事務所濯物 90，αm 

ホテル 22，α)() 

病 院 55，ぽ)()

ばい媛放出者が負う失費

不完全燃焼 1，520. 740  

合 計 9. 944. 740 

出興本釈，'1 3ω 頁

あるいは，それが社会的政用を蒙 っ

たとしてもこれにみあう租税を財源

に収めているのであるから ， i 私的

生産の主主官の中での公共サービスの

貧困 J (ガ J レプレース〕といったア

ンバランスは避けられるのである。

またかくするととによって，ある製

品もしくはサービスに要した私的費

用は総資用そのものとなって，偽り

の原価をもた ないため lζ 正しい経済

的選択が可能に な るだろう。

〔ζ れを将来ありそうな逆の笑例

でいい なおせば次のどとくになる。

「大都市 における自動車通勤交通の

もたらす社会的費用一一道路ノ f ーキ

ング建設費の僧大，カヌ排気による

公害の増大，交通事故の増大一ーに

みあう課税がな されないならば， 乙

のような交通手段は実際の原価( 総

費用〕よりもみかけ上低い原価( 私

的費用) を与えられるの乙の結果人

々はみかけの安さに誘われ誤った経

済的選択一一総資周において安い鉄

道による通勤から高い自動車通勤へ

の切換一一ーをやってしまう。 J )  

最後に，本書は ， i 社会経済的事

実の大体 lζ おいて無視されてきた側

面を一般的に追跡し記述する乙との

みでは不十分であり ，社会的資用の

量的推定値( 貨幣をもって測った)

を提示するだけでは不十分である。

交換価値をもって計測不可能な， あ

る種の社会的価 値の概念が経済思想、

体系において最も重要な諸範鴎の中

の一つなのである。 J ( 訳醤:292頁)

べきであるとしている。つまりは新

しい経済学は「自動車の漢をより

層高くする乙とと食組を増やす乙と

のどちらに価値があるか? J  ( カソu

ブレ ース) といった在来の経済学に

おいて問われな かった問題を問わね

ばならないのである。

乙のような問いが間われるような

経済学の発展によって， i 経済効果

をもたない」公共投資の特! こ福祉的

側面つまり公共住宅建設や医療教育

施設の建設などに，腸のあたるきっ

かけができる ζ とになるだろう。

以上のような論点をもっ経済学を

アメリカ，フツレックリン大学教授で

ある著者 K . W カッフ。は新しい 「政

治経済学J と呼び，本容は，それへ

のほんの端絡を開いたものに過ぎな

いといっている。 ζ の経済学の発展

I( よ って乙そ， われわれは，久しく

待望された「開発の経済学J をもっ

ととができるだろう。

620731 ( 評- 湯川利和〉
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団地の害虫

石 関 秀 穂

1  "  住宅団地の特殊性と衛生害

虫

ニュータウンないしはいわゆる団

地といわれておりますものは，戦後

において，都市化の促進および住宅

問題と関連して新しくつくられた環

境，すなわち人工の町であります。

ゆえに，ニュータウン lζ 住む衛生

害虫もまた新しい問題で，それにつ

いて調査した報告もほとんどなく ，

それらの多くは，ニュ ータウンが町

としての性絡をハッキリと示すまで

の過度的な現象だといたしましで

も，なかなか駆除し難い自然環境の

害虫だけに，問題は大変やっかいで

あります。

それに加えてニュータウンは新し

いだけに，そこには既成事実という

ようなものがほとんどありません。

従って，そこ に住み付いて行 く人

々も，只々住宅難という深刻な目的

だけで入居してきたもので，乙れら

のグループは団地! こ対する基礎的知

識もなく，ましてや環境っくりの自

覚という よう なこともかけている場

合が多 く，集団生活の社会的訓練と

いうようなことを受ける乙とはとう

ていで きなかったのであ ります。

ですから公衆衛生のように，どう

しても地域的組織活動を必姿とする

部前lζ 対しては 7 イナスの商として

現れて くるものが多 く，特に柴田の

協力がな くてはほとんどその効果の

期待できない害虫の共同駆除という

ような乙とになりますと，乙の点の

弱さが如実に目立つようになってま

いります。

それでは 団地の地域的組織活動は

不可能かと申しますと，確かに難か

しい ζ とは事実と思いますが， しか

54 

E投稿〕

自然池をもっ公団住宅団地

し決してできない乙とはなし問題 アパートな ど，住宅内でよくみか

は居住者の共通的関心( 例えばゴキ けられるのはクロゴキブリ，チャパ

ブリの大孟発生というような) を適 ネコe キブリ ，ヤマトコ' キブリの三種

E似ζ 把握し，それを生かせば立派に ですが，ゴキブリは本来熱帯，亜熱

できることです。 帯性の昆虫で寒さにｾｾし、ため，戦前

次lζ 二，三の資料から，衛生害虫 は東京近辺などでほと んど見 ること

による被害とその駆除の方法につい のできなかった昆虫だといはれてお

て，要点を摘記してみたいと思いま ります。

す。 ただ僅かに，比絞的lff さに強いチ

2  "  衛生害虫の種類とその駆除

法

(  1  )  ゴキブリ (通称油虫) の種類

と性質

ニュータウンが既成の住宅地域と

は自ら異なった様相を呈するもので

あるといたしますと ，それが新しい

だけに，そ乙 lζ 住む害虫も本質的に

は lオ; 本の他の地域のそれとは変らな

いとしても ，矢張り独特の分布を持

つものでありましょうし，またそれ

を駆除するにも多少は巡った点があ

るに相逃ありません。

ニュータウンの害虫の主役はなん

といってもコo キブリ block- beetle

or Cockr ooch 通称油虫といわれてい

るもので欽筋コンクリート建中居ア

パートでは例外な くゴキブリ による

被害 lζ 悩まされております。ゴキブ

リは現在のと乙ろ，伝染病予防法の

“ 害虫" ，ζ 指定されてはいません

が，蝿と問機害虫』ζ 相違なく，でき

るだけ駆除しなければならないもの

です。

厚生省でも“ ゴキブリ" という文

化映画を作 り，P  R に努力しており

まして，また研究の方も厚生省予防

衛生研究所を中心に着 々と進め られ

ております。

ャパネコキブリ，ヤマトコ' キブ リが

冬でも暖房設備のあるビ J レや食堂な

どにほんでいた程度のものだったと

いはれます。

ヤマトコーキブリの生態については

現在のと乙ろまだよ く判っ ていない

そうです。

クロ ゴキブリ ー・・

大型で大きさは 3 - 4  c m，普通台

所附近lιt2. ' 息し，夜分になると這出

して くる。

チャパネゴキブリ・・・

淡黄色で小さく，本")qlで最も広く

分布されている種属。そしてこの属

は日中でも活滋lζilllilliJ し，衛生上最

も筈を与えるといはれている。

ヤ7 トコヂキブリ. . ...

大きさは 3 c m 程度で， 関東地区

( 東京，横浜近辺) の集団住宅に大

発生しているものは乙の極類lζ 属す

るものが多いといわれる。

ゴキブリは卵から幼虫 K ! W化する

のに大体20- 4 0 日位，また成虫にな

るには数カ月かかるといわれます。

そしてこのコ' キブリという名の由

来が大変おもしろ く，食器 ( 御器=

コA キ〉の下にもぐり込み，そのかっ

ζ うがちょうど食器を冠( カd フツレ)

っているようにみえる。カブリつい

ているよう なかっ乙うをしていると

乙ろから ，ゴキブリという ように呼
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{ まれだしたともいわれております。

ゴキブリは大変な悪食 ( 雑食性)

で，いろいろの続類の食物だけでな

く，な んでも手当り次第に llii ぃ予定す

のが特徴です。

例えば，厨芥はもちろんの乙と皮

製品，本の表紙の糊，衣類から来て

は奨使， I落成，セロテ ープ， ビニー

ノレ，昆虫の死骸，甚だしく なると人

の手足や頬までかじり付いたり， I応

げを喰ったという例すらあるという

乙とで，また電話器，ラジオ ，テ レ

ビなとの機械の中[ 乙這り込んで故障

を起したりする ζ ともあるそうで

す。

また腹部の l民総から分泌する粘液

および食物を l食べると きに 口からで

る液が悪臭を発し，非常に不快な感

じを与えます。

ゴキブリは寒さに弱いため，冬の

隙間風1[ 1燥さ れる一般の木造家屋で

は普通見る乙とのできなかったもの

ですが，それがi以後大体 10年位前か

ら急激に増加し始め，戦前は寒 さの

関係で，東京附近では絶対に見る乙

とのできなかったクロコーキブリまで

が多発生している現状です。

乙とにこれらの ゴキブリは木造家

屋よりも近代的なアパートに好んで

妓み，その理由はよく判らないそう

ですがアパートは立付がキッチリし

ており，冬の室内温度がそれほ ど低

くならないというよう な乙と が& 大

の原因で，中でも団地アパートやピ

J レ街が絶好の混床に なったのではな

いかといわれております。

そのような関係から ，近頃では暖

房の設備の整 った洋風建築や，団地

アパートなどでは無差別に一年中発

生するようにさえなっております。

それから中居アパートのゴキブリ

で忘れる乙とのできないのはなんと

いってもダストシュートでありま

す。

乙のタス トシュートは，コ8 キブリ

にとっ て笠宮な餌の供給与; 所である

とともに，暗くて絶好な繁殖場所と

もなり ，彼らのための餌育場のよう

な役目を果たす結果となっ ておりま

す。

つまり，タストシュートの中には

いくらか凹凸があって，ゴミの一部

はここに引 j怒っております。

それに階くて温度は割合lζ 高く，

餌があってしかも人の予が容易に届

かないため，彼らにしてはこれほど

住み心地の よい湯所は外にはない

わけで，一年中，乙乙 (ζ は卵もあれ

ば親も子も桜んでおります。そして

l時 陛々芥取出 口や投入口の隙から這

出して台所へ侵入したり，中には| 鉾

近所まで飛んで移動したりして盛ん

な繁勉を続けているわけです。

そのほかコルキブリ は荷物について

速くまで移動します。

そのたのため新しく出来たアパー

トでは，人々の 自の届かないよう な

戸棚の隅や，引出しの奥l乙潜んだま

ま，引越荷物と一緒lζ 新しい般家に

進出してきて，そ 乙(C段付いて しま

す。また成虫だけでな く，いろいろ

の湯所lζ 産付けられた卵鞘も荷物と

ともに移ってきて，そ乙で解化し，

成長して繁殖を始めます。

(  2  )  ゴキブリによる伝染病の媒介

と，ゴキブリの駆除方法

ゴキブリは日本脳炎を媒介するア

カイエカなどとは巡って，それ自身

で細菌を持っているわけではありま

せんが，物凄いどん食でなんでも食

べ厨芥類だけでな く汁の雫れたもの

風呂場の資子の下に溜っ ているあか

，来ては恭便から咳否定までも食荷し

夜は台所 f U. k を飲み lζ きたり ，組ま

で砥めてしま います。

そして汚れた脚で食擦や食物の上

を走り回ったり，脱糞したりするた

め赤痢，チフス などの消化器系の伝

染病とか，あるいは結紘菌などの病

夜、体をそ乙 ら一面に運搬，撤さち ら

す危険性は多分にあるでしょう。

それにまた銅よ りも体が大き いだけ

に，辺ぶ細菌の数も多いわけです。

なおコ' キプリが小児麻衛lζ 関係あ

るというよう な説が報道 された ζ と

があります。

小児麻郡は口径伝染病であります

から ，そのビールスが コe キブリ によ

って伝揺される危険性は確かにあ り

得る乙とで，危険の程度は蝿より 遥

かに大きいといわれておりますが，

小児麻符ビールスの媒介については

機会的な媒介であるため，どの位の

益において媒介に関係するかはまだ

ハッキリしな い と い わ れておりま

すの

ゴキブリの発生を抑fljlJ する手段と

しては，厨芥とか雑芥のよう な，ゴ

キブリの餌となるものの始末をよく

し コ烏キブリの餌を残さ ないように

することで，餌がなければ発生しな

いという乙とになりましょう。

その他，ゴキブリの隠れ場所とな

る戸棚の引出しの裏側，キッチンの

下等を特に清潔にし，ｾ￟ を見付けた

ら必ず焼き捨てるようにしなければ

なり ません。

しかしそれだけではまだ完全と

はいえません。それは，ゴキブ リが

大変な雑食性で，なんでも喰べてし

まうため，餌と なるよう なゴ ミを片

付け るだけでは駆除に ならず乙 とに

中，高居アパー トな どではそのダス

トシュー トが絶好の隠れ場所になっ

ているとともに，乙乙が繁殖湯所で

もあるわけですから ，どうにでも薬

剤による駆除を併用する乙とが必要

です。

ゴキブリの駆除対策については関

係方面でも懸命に研究しております

が，乙れは害虫の内でも何分戦後派

だけに，まだ充分というところまで

は進んでいないようです。

(  3  )  ゴキブリ 駆除剤の使用法と ，

地区組織活動による完全駆除に つ

いて

ゴキブリ 駆除剤lとしてはいろいろ
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ダストシユートのJ ! J l 芥投入ロ グストシユ ー ト1I l l 芥取出口

の種類の薬剤が市販されており，ま ですから各階段どとに，または各

たその使用法もそれぞれ異なってお 棟どとにi ' l ・任者でもきめて，一定の

りますが，大きく分けると次の 3 つ 自に，一定の方法をもって全員が行

の方法になります。 うととが必須要件で， ζ 乙[ζ いわゆ

第 1 は残留噴霧ない l 塗布法，第 る地区組織の必要性が浮び上ってま

2 が煙綴か無煙法，第 3 がベイトす いります。

なわち毒餌であります。 ゴキブリは比較的薬 lζ 強い虫です

乙れらの方法はそれぞれ一長一短 から O . O. T などでは効果がなく ，

があり，また有効な薬剤もたくさん どうしてもテイルドリン， クロ J レデ

ありますが 1 回や 2 回の使用では ンなどの強い薬品を使用しなければ

多くの場合成虫を殺す乙とができて なりません。

も卵が生き残っ てしまい，再び解し ベイト( 毒餌) ・

たものが繁殖を始めるようになりま 余毒として効果のある殺虫剤を誘

すから ，根気よく何度も何度もくり 引剤に配合したもので，乙れを食べ

返して薬剤駆除を行わないと効果は させて害虫を殺すのに用いられま

現れてまいりません。 す。

それlζ 薬斉IJ も残効性のあるもので コA キブリ駆除には古 くから捌酸ゃ

ないと，卵から勝化 したものが死に 孤砂を馬鈴惑に配合した毒餌が用い

ませんから効果は現れません。

次』ζ 特殊性をもっ住宅団地の立場

lζ しぼり ，薬剤駆除の利筈得失につ

いて考えてみたいと思います。

ゴキブリは蝿や蚊にくらべると移

動性の逃かK 小さい害虫であります

から ，独立家屋のような場合でした

ら，その 1 i 1 i l で駆除するだけでも，

それだけの効果は磁かに挙る乙とで

しょう。しかし公団，公社などの

柴田住宅地では建物の構造上， 建物

が重なっているため，なるべく金団

地の入居者が一斉 R .，少くとも l 棟

のすべての家庭が協力して駆除しな

れば，その効果はほとんど期待でき

ません。

自分の家は駆除したけれど隣家で

はやらないというよう なととでは，

隣家のゴキブリが移っ て まいります

から ，みんなが共同で，一斉 K 駆除

しなければ根絶する乙とはきわめて

困難です。
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られてま いりましたが，最近ではデ

ィルドリンやリンデンを配合したゴ

キブリ用の毒餌の製品が市販されて

おります。

これは手頃な製剤で，台所の隅に

置くだけで，ζ れを食べた害虫は中

毒死してしまうため大変便利なもの

です。しかし乙のベイトだけでゴキ

ブリを完全駆除しようとするには，

なお無理があるようだといはれてお

ります。

もっとも 1棟全部が協力し，ある

期間中続ければかなりの効果がある

乙とと思われますが，それについて

の実験データは現在の処くないとい

はれております。

煙霧と煉煙法- … ・・ -

アパートの室内にいるゴキブリ駆

除に一番適しているのは，次|ζ 述べ

る残留噴mか塗布法ですが，塗布だ

けでは部屋の壁の隙間，キッチンの

奥，あるいはダストシ ュート には塗

回辺の水溜り

布がうまく行われませんから ，乙の

ような場合はどうしても煙窃とか矯

煙予測を併用しなければなりません。

どちらもできるだけ長時間の密閉

が望ましいのですが，人の居住の場

所であるアパー トでは，乙れがなか

なかうまく行きません。

ただダストシ ュー トの中のコキブ

リ駆除には，他の方法で薬剤を撒布

し難いと乙ろだけに ，煙望書や矯煙が

最も適しております。

ダストシュ ー トに利用するときは

各階のゴミの投入口を密封し，でき

えれば目張りをします。そして，ダ

ス トシュ ー トの天井( 屋上) の空気

流通口は適当に調節し，煙が少し突

出て行 くようにします。乙の場合，

ゴミの集芥がすんだ直後に実施する

ようにいたします。

ダストシ ュー トIL 用うる場ー合は，

バ J レサン香 10，* 位を用います。また

居室の場合 lζ は，パノレサ ン香 2 本位

使えばよいでしょう。但し，屋室で

燃煙する場合には食ｾ ， 食物類は室

外』ζ だすか，あるいは12をしておき

被煙した食器は必ず水洗してから使

用しなければなりません。

その他小鳥，金魚，玩具なども片

付けておかなければなりません。

煙ｾによっ て ダストシュート内の

ゴキブリ駆除を行う場合には，

O. O. V . P.  ( 有機燐剣の一種，原体は

液体で蒸気圧が大きいため きわめて

微品で各種の害虫を殺し，その作用

は接触毒以外 lζ 呼吸毒も関与する)

0.396 油弗lを用い，煙が滋れる程度

まで充分に吸込ませなければなりま

せん。

燃煙，煙努いづれの場合でも，後

はできるだけ長く ，少 くとも 3 - 4

1. 



s  

団地周辺部の

汚濁した水路

魚も生存でき

ず死んで浮上

っている

団地周辺のドプ
自然環椀のなかに建設されつつある団地

時間以上官閉しておくことが必要で の規模で行うのに適しております。

す。 居室の場合も同様です。 ゴキブリ駆除lζ は，高濃度の薬剤j

乙の方法でダストシュートの中の を帯状lこ塗布します。塗布するには

ゴキブリはほとんど駆除する ζ とが 残留噴務に使用すると同じ薬剤lを用

できますが，しかしこの場合残効性 い，いづれも 596の乳剤原放を水で

は全然ないので，他から入って乙な 稀釈せずそのまま使用いたします。

いよう ，室内および他のダス トシュ あるいはディノレドリンやリンデン

ー トも同時並行して実施になければ が混合されたゴキブリ駆除用の殺虫

なり ません。 ラッカーを使用すれば最も理想的で

また卵』ζ 対しての効果はありませ すが，これは値段が幾分高上りにな

んから，生き残た卵から幼虫が解し ります。一番手軽に塗布するには，

てきた頃をを見記い， 2 - 3 週後κ ディルドリンとリンデンなどを高波

もう一度煙霧や煩媛を行うにしとれ 度に含んだエアゾーノレを吹き付ける

をなお 2 ， 3 回 もくり返せば大体完 方法ですが，乙れもそれだけに所要

全lζ 駆除する乙とができると思いま 経費が高く付くといわれます。

す。 塗布する場所はゴキブリの糞で汚

残留噴霧ない し塗布法・ … " .…・・ れている場所，夜間電灯をつけたと

残留噴霧というのは，害虫のでる きいつも逃げ込む幼所などをあらか

ような場所にあらかじめ多量の薬剤 じめ調べておいて，ベタ一面に塗る

をj散布しておく方法です。 のではなく ，巾 3 - 5 c m程度の帯状

残留噴務には使用薬剤としてディ l乙，刷毛または毛鋒で塗れば，夜分

ノレドリン，ダイ 'アジノン，リンデ 這出してきたゴキブリが乙の薬品 l乙

ン， クロノレデン のうちのどれか， ま

たは混合邦jを使用します。乙の油J ! f i 1

かあるいは乳剤を 10倍に稀釈したも

のを，噴務総で 1m
2

当り 50cc 位の

割合で撒布します。

j散布する場所は床から 1 m 位の高

さまで，台所を中心lζ ，ゴキブリの

たくさん出歩くような場所へ撒布し

ます。乙の場合，食品食器類は新聞

紙なとで砲をしておきます。

塗布も殺虫剤適用の l つの方法で

害虫が，這廻り易い場所に，刷毛そ

の他によっ て殺虫剤を塗る方法で

す。

ζ の方法は噴霧と iさって薬剤の飛

沫が他』ζ 掛らず，手際よく行える利

点がありますが，一般に噴務より処

理と時聞に手数要するため，家庭内

触れて中毒死してしまいます。

例えば台所のガス台の下， コンロ

台，流台の下など，火や7}くを使う場

所を中心Iζ ， 戸 初! と獲の間，調理

台，暗 くて人自に付き lζ くいよう な

場所へ塗ります。

またガス台の下や戸棚の| 隅，揚げ

板の下等を調べると日中の隠れ場所

を見付け出す ζ とができますから ，

乙乙には徹底的に薬剤撒布を行うよ

うにします。

乙の日債務とか塗布は，アパートの

各戸で必ずしも同じ日 IC一斉 lこ行う

までの必要はなく，都合のよい日を

選んで 5 - 1 0日間行えばよいのです

が， しかしゃ った家とやらない家と

があるようでは効果がなく，必ずす

べての家が協力して駆除しなければ

板絶する乙とは困難でしょう。

塗布するには務の場合と巡って，

噴務器( 肩掛式あるいは全自動式な

どの) の必要はなく ，昂11毛か毛筆で

間に合ます。

薬は一人一人が小売の薬を買うよ

りも，集団でー括購入すれば巡かに

経済的に薬品の入手ができるしょ

っ。

(  4  )  その他の衛生有害昆虫

蝿の種類は普通家蝿( 室内ではイ

エバエが9096以上を占めているとい

う) ，ヒ メ家蝿，金蝿( ヒロズキン

蝿，ヒツ ジキン蝿) などであります

が，ヒメ家蝿は家蝿より小型のもの

で，乙れに似たものも数極類ありま

す。

蝿はいづれも人為的発生源による

もので， しかも人間生活の排乱立的所

産である乙とが，最も防除し難いと

いはれる大きな原因になっておりま

す。そして多くの衛生害虫の中で，

わが国では一般的に最も困っている

種類であります。

ニュー タウンが新しい町だけに，

それが古くなるまでの悶に激しい勢

で筈虫相が変って行き ，蝿のillhきに

おいても ，既成の市街地と巡 った全

く独特の鎚相をもっているそうで

す。

団地の蝿の問題は，団地内の発生

と他所から飛んでくるものについτ

考えなければなり ません。

団地内のアパートの便所は完全に

水洗化されていますので，便所が発

生源、になる心配はまずありません。

従って残ると乙ろは腹芥，就中厨芥

の処理如何ということになります

が，乙乙で問題となるのはゴキブリ

と同様ダストシュートであります。
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ダストシュ ー トの集芥さえ順調lζ

またその後の清掃が完全ならば蝿の

発生源となるようなことは少いので

すが，まだ乙れらの点になお多くの

問題が残されているようです。

腐敗した厨芥の集堆一一汚い環境

と文化生活が奇妙に同居でもしてい

るようなことでもあれば，それ乙そ

全くナンセンスな現象です。

塵芥と尿尿の完全処理処分が団地

の環境衛生の基本的問題である乙と

は今夏論ずるまでもありませんが，

乙のうち尿尿の完全処分は一応解決

しているといたしまして， もしゴミ

処理の不備から蝿をはじめ，その他

多くの衛生害虫の発生を許 している

とすれば，いずれ根本的K 考え直さ

なければな らない時期がくるでしょ

っ。

団地外からの蝿の侵入は団地内だ

けの対策ではどうにも ならない乙と

で，一般に外からの侵入の方が，蝿

をはじめ多くの害虫の問題を考える

のに重要であります。

乙れに対しては，実際上いろいろ

の困難な問題がでて くる乙ととは思

いますが，団地の衛生組織を固め，

乙れを週辺にまでおよ lますか，ある

いは周辺の組織とよく話し合って，

その上で適当な対策を立てる以外に

は手がないのではなかろうかと思い

蚊の場合も拠と同様，団地内から

の発生と外部からの侵入があります

が，実際問題として団地内での発生

という乙とはあまりなく ，ほとんど

外部からの侵入が考えられます。

そして外都からの発生侵入はなか

なかやっかいで，団地周辺の水溜り

不完全側溝，汚水池( ドブ，沼) 水

田などからシナハマダラカ( 本j 'll 3

日熱の主たる媒介者) ，ヒ トスヂシ

マカ( デング熱媒介者) ，アカイエ

カ， コガタアカイ エカ ( 乙の二穫が

日本脳炎の主たる媒介者らしいと考

えられている) などが発生し，乙れ

らが団地内に侵入してまいります。

蚊の撲滅方策はボーフラ対策につ

き，乙のためκ は71 < 溜りをなくす乙

とが主眼となりますが，乙のような

乙とはとう てい団地内だけの問題と

して解決されるものではありませ

ん。その他 コオロギが無数居室内に

まではいり込んでき て，ゴキブリほ

どではないにしても，野菜類をはじ

め繊維類， ヒ‘ ニーノレ製品まで喰荒し

たりする場合もあります。

日中はキッチンの隅の物陰げや，

戸棚，あるいは机の隅に隠れていて

暗くなると飛出してきます。

夜になるとたくさんのコオロギが

キッチンなどの物陰で鳴きあかし，

日中ですら鳴いている場合があり ，

いくら薬剤駆除を行ってもまたすぐ

外の草地から飛込んできてしまいま

す。

近代式アパート の部屋の中にいて

コオロギの声{ 乙秋を忍ぶなど，全く

思いもよらぬ風情があるにしても，

そ乙ら中ピョンピョン飛出したり ，

紙類やビニ ーノレ風呂敷で蓋をした楠

や瓶の中にはいりこみいろいろのも

のを喰荒したり脱糞するには全く閉

口ですが，コオロギはゴキブリの よ

うにその姿から嫌らしい感じを与え

ないため子供たちには歓迎されます

が，乙のような団地では，特 lζ 一階

居住の主婦たちは例外なく悩まされ

ております。

“ 新しい町" ニュ ータウンは郊外

に進出し，農村や林野の真中 lζ 建設

される場合が多く ，つまり，自然環

境の中 K 人為的な社会が誕生して行

くのです。とすれば， 自然の中 lζ 人

聞がはいっ て行って住み付 くわけで

自然環境から発生した昆虫が人を襲

う乙とも理屈つけられることになり

ます。コオロギなども，その一例で

しょう。

また団地が丘陵地帯で，周囲にき

れいな流れがあればフ. ユの大発生す

ることもあるでしょう。蜂やア リ，

そのほかにもいろいろの有害昆虫が

侵入して くる乙ともあるでしょう。

ナメクヂの異常大発生する乙とも

あるようです。

乙れらは新しい町づくりに随伴し

て起るきわめてやっかいな問題で，

自然E苦境から発生した害虫だけに，

その解決は非常に困難な乙とです。

いくら団地内だけ衛生施設が完笠

であったとして も，団地近辺の衛生

的条件の不良，特l乙生活環境が不潔

であれば，周辺の大きな発生源は依

然としてそのままの妥で残っている

のでありますから，乙れに対しては

団地だけでは如何とも解決できない

乙とです。

どうしてもζ のためには，地区の

住民全体による生活述帯の意識に基

いた公衆衛生に対する正しい理解と

積極的組織的な実践にまつほかはな

いという乙とになると，患います。

<l!l者 日本住宅公団本所建築部)

特 訴 防 災 シ ヤv ター全般

-Hrffi ・
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としてやや生限! な印象を与えている。

平面は口之字型プランで ，rlJ 庭1 c 商

して片側腕下をとり，各削fy部1 c 階段

室が配され，また室内山人 11は，それ

ぞれペジメントをもっ額縁によって飾

られている。現在 ，兵庫県笹本部交通

部によって使用され，内部はかなり痛

められている。

乙の庁舎の. r u 築 lζ 関して，定礎式当

時の記録をみると，神戸市史は次のど

とく述べている。

「…… 三 卜九年六月 ili 会は始めて地

山

庁

♂ｾ＠

Ｂｾｾ＠

所-

神戸市役所旧庁舎は ，神戸駅 ICほど

近い神戸地方裁判所の IIIIC隣接して辿

ち，兵1' li県庁舎，神戸地裁庁併につづ

いて ， 明治ｼ時代後期官庁ｾ築の様式を

よく逃す大建築である。

乙の建物はさいわい i、此災を免がれた

が，戦時中，正庁部分が解体されてい

たため ，戦後改修工事が行なわれ，ふ

たたび旧態に復された。

外観は南 IC商して中央屋と両淀屋と

によって正面が構成され，傾斜の強い

7 ンサード型屋根や壁而の倣いは全体

a区

役

::;..‘= 匂.

rn 

説

戸

概

当出

神l

戸

w

h

』

-
e
 

神戸市生田区備通り

明治40年 11月 1 日

明治42年 12月18日

秋 吉 金 徳

秋 吉 金 徳

庁舎工事 188，709円

外廊および装飾

38，640円

1，212. 75坪

533. 17坪

1，605. 51坪

45. 5尺

2 階 地 下 室 付

煉瓦および石造

n

H

 

地

坪

坪

さ

数

浩

所 在

起 工

竣 工

設 計 者

工事監符

工 '1'l

敷

山

山

延

一
品

階

地

的

南 面 を み る

59 



11 I  I  

60 

上練式当日 のi ' l 置な写真である。上様式について神戸市史は「明治四十二年一月十五日市庁合

上械式の執行あり ，式場を正fi' のIil:上 ICl l ! : け，祭月置を共中央部iζ 締へ云々」と述べている。

階段級柱および

手沼廻り

室内出入口額縁

を此処K . 相して庁舎新築の談を可決し，翌四十年四 )J 其

設J Iを兵五11県技師秋吉金徳lζ 嘱し，七月設計成るや，j  

Ｉｊｾｾ 誌を ＱＨＨ き ， 係長秋吉金徳，現Ｎｴ｢ ｭ 左符主任総田金次 ，

恕i区l主任問上三太郎以下，技手六名 ，府民一名の役員を

選任し ，十一)J ー J-I を以て工事にお手し ，三カ )J 余にし

てfl i . 1ζ 白! 被式を行ふ lζ 宅れるなり。」

ζ のて Ｇｊｾ の施工は ｬｾｬ 分 ｪ ｉｩ 負によって行なわれたようで

あり ，上 級式叩時の写 ｬｾ はｾ物の純治よく示している。

設計監J ! J i にあたった秋吉金徳については，さきの委員

会報告22，兵庫県旧庁舎，滝沢真弓委員長記，1 ( 詳しい

ため，それによるが，若干の補記をいたすならば，彼は

兵庫県庁舎の工事監理を山口半六の下で ｾ ｊ めるかたわ

ら，兵庫県技師として，きわめて多くの建物の設計監理

を行なっていた。神戸市内における明治30年代の作品を

みると，神戸税務取倍局および神戸税務署 (M3 3年) ， 

利l戸病院 ( M3 4年) ，神戸商業学校 ( M3 4年) ，御影師

範学校並附属小学校 (M3 4年) ，相Jl 戸rll 学校 ( M3 5年) ，

相使紛笹終: e ，. ( M3 5年) ，高等女学校 ( M3 6f
下) ，工業

学校 ( M37年) などがあり ，乙れらは当時地方官庁にあ

った建築家として，彼の存在がきわめて重要であった乙

とを物語るものである。

( 坂 本 勝 比 古記)
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|理 事 会 |

8 日 4 時一一 5 時半於会館会議室

出席者東畑副会長外 8 理事，山 内兵庫支部長

議 事 ( 1  ) 創立45年記念講演会開催の件

(  2  ) 現場実務講習会開催の件

(  3  ) 日本学術会議会員候補者推せんの件

(  4  ) 大阪不燃都市促進協議会専門委員推せん

の件

(  5  ) 住宅委員追加委 l属及び解明の件

(  6  ) 住宅相談所設置に関する件

( 7 ) 入退会者承認の件

(  8  ) 報告事項

| 運 営 審 議 会 |

9 日 6 時一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者塚本委員長外 5 委員

議 事 ( 1  ) 委員長の選任

(  2  ) 会名の決定

(  3  ) 協会の在り方K 関して自由討議

(  4  ) 会員台帳カードの改正について

委 員 会

3 日 5 時半一一 7 時 於 嵐 山 渡 月 亭

出席者 岩崎委員長外 11委員

議 事 ( 1 )  9 月， 10月の事業企画について

(  2  ) 信州の民家を見る見学会企画の検討

(  3  ) 報告事項

-・・

小委員会 (工場見学会)

11 日 正午一一 2 時・於会館会議室

出席者 山本主査外 3 委員

工場見学企画について協議打合せ

小委員会 (若い会員の集い)

15日 5 1時半一一 61時半 於会館会議室

出 席 者 広 瀬，東両委員

若い会員のt I k いの企画について協議

小委員会 ( 各種説明会)

23日 正午- 2 1時於会館会議室

出席者藤沢主査外 2 委員

説明会開催企画について協議検討

報 ( 8 月 分〉

l 編 集 委 員 会 1

10日 4 時一一 7 時 於 会 館 会 議 室

出席者恒岡委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 9月「工場建築特集」号

( ロ) 10月 「公害特集」号

( ハ) ll jj r宅地開発特集」号

( ニ) 12月「社会福祉施設特集」号

(  2  ) 明年正月号以降の企画κ ついて

(  3  ) 正月号の企画について

小 委 員 会

2 日 3 時一一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 海上， 津村正副委員長外 2 委員

住宅相談所設置に関する件につき協議

| 出 版 委 員 会 1

31 日 5 時半一一 7 時 於 会 館 会 議 室

出席者高橋委員長外 3 委員

議 事 ( 1 )  r建築基準法と関係法令の猿引」出版の

件

(  2 )  r内壁の仕上J 編集経過報告

|表 彰 候 補 者 推 薦 委 員 会 |

本主f 11 )=j I C行はれる国家褒章授与の受領候補者推的

l ζ|到して22日昔面審議を行う

| 記 念 事 業 委 員 会 |

記念講演会委員会

2 日 正午一一 1 時半於会館会議室

出席者 鷲尾委員長外 S 委員，後援朝日 新聞

社係員名 2 名

記念講演会の実施準備並lζ 宣伝方法なと1乙ついて打

合せ

24日 11時半一一 121時半於関包会舘

出席者鷲尾委員長外 8 委員

講師の送迎，委員分担など最終的打合せ
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出版委員会

小 委 員 会

12日 正午一一 8 1時 於 京 松

出席者 白木委員外 3 委員

解説文の校正

23 日 5 1時半一一 61時半 於倉敷レーヨン

出席者 浦辺， 足立正副委員長外 4 委員

「ふ るさとのすまい」出来につき乙れが頒布などに

ついて打合せ

| 講 習 会 |

都市 ・住宅夏季研修会 「都市環境と住水準J

8月 3 B， 4 日 於高野山総持院

1 講 演

地域開発における諸問題

大阪府立商工経済研究所長竹内正己氏

1  ノマネ ノレ・ディスカッション

「都市環境と住水準」

科学技術評論家 星 野 芳 郎氏

建設省計画局計画官 官i] 田 勇氏

司 会 大 阪 府 企 業 局 金子勇次郎氏

1. 共 催

日本ｾ築学会近倣支部大阪府住宅建設促進協

議会 大阪不燃都市建設促進協議会

大阪府建築士会 日本建築家協会関西支部

日本建材協会本会

1. 参加者 98名

iH形鋼デザイン・マニュアル講習会J

8月17 日 9 11寺半ー- 5 1時 於 毎 日 ホ ーJ レ

1. 談 師

H 形鋼について 京 都 大 学 教 授 棚 橋 諒 氏

鉄骨構造に ついて

神 戸 大 学 助 教 授 山 田 稔 氏

鉄骨鉄筋コンクリ ー卜 構造について

京 都 大 学 助 教 授 若 林 実 氏

H 形鋼の生産販売状況

八幡製鉄株式会 社 藤 間 進 氏

1. スライド i
H

形鋼による建物実胞例」

1.  1決 画 i Hパイ J レ」

1. 共 4佳 大阪府建築士会，本会

1 後 援 日本建築学会近倣支部

日本建築家協会関西支部

1. 協 賛 八熔製鉄株式会社

1. 際、 衆 1，700名

62 

l記 念 事 業 |

記 念 出 版

1. 書 名 「ふ るさとのすまい」口本民家集

1. 体 裁 18 x  17cm 上製本 260頁 総グラビア

1. 内 容 日本全国各府県 [ζ 亘り約 190 点集録

1 発 刊 8 月23 日 5，000部

記念講演会

8月24日 1 時一一 4 時 於 関 電 ホ ール

1 講 師

建築随想 前 会 長 竹 腰 健 造 氏

経営雑感松下電器産業KK会 長 松 下幸ー之助氏

1  映 画 「大いなる黒部J ワイドカラー

黒部第四発電所建設記録第 3 部

1. 後 援 朝 日 新 聞 社

1. 聴 衆 約600名

| 要 請 書 提 出 |

関西地方における 官公立大学建築学科拡充 ( 私

立大学については建築学科新設拡充) に関する

要請書

8 月30 日，本会外 5 会連署で掲記要請警を大蔵省，

建設省，衆参院各関係官，各大学所在府県知事市長並

lこ官公私立各大学宛に提出

| 見 学 会 |

六甲山ホテル新館見学会

設 計 竹中工務庖

監 理 六甲山経営株式会社

施 工 竹中工務活

28日 12時一- 6時 参 加 者55名

竹中工務底より往復貸切パスやビーノレなど多分のど

高配を頂いた。深 く謝意を表します。

1111 111 11111111 1111 11111111111111111111111 11 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

編 集 後 記

都市公害とか iill 業公窃とか「公害」が近年やかましくいわれるように

なったが， ζ の公容特集を組むに当って . 5 つの柱をたてた。第 1の住

は. r公害とは」について， その現状と問題点{ 法規解脱色合めて) を

あきらかにする ζ とはあった。第 2 の柱は， とくにm築現嵐広おける公

笹防止の問題をあっかつてみた。書J 3 は ， 設計上において会審防止をど

のように考えていったらよいか，騒音，振動， ガス ，ふんじん， ばい煙

のそれぞれのケースについて郎総的立場からあげてみた。第 4 は， 現行

の発生しつつある公留に対して， 批判的立場から般車1をとり入れようと

いうととであった。節 5 は. c . れはうまく成功しなかったが，陳情など

の巷の声はどのようなものであるかを， 事例を通じて集録しようという

E とであった。 と協力いた fごいた幹耳Iは，下中日直( 大阪府公密謀) ，近野

敏( 大阪市環燐衛生i課) の両氏， 委員より坂内幾男， 牧悶顕治の両氏。

執筆者ならびに幹事 K あつくお礼申しあけ' ます。次号は「宅地開発特

集J の予定。

.. 
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52tf 大島化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

繍聴講ぉ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 1115 4 の 104  (931)  7071- 3  

支 山 新 日 浜 ・名 古 屋 ・四 日 Th ・広 島

田中式穿tTJよ，V221rf 二

スチサレシャ・νター・オペレーター

何回中工業椋式会事t大阪出張所

本ネj: m京 都一 工 場 東京都掛田1 > [ 錦糸町 1 - 25 

東 京 第二 工 場 斑 京 都 幽 田 区 1"'¥- 嬬町東 4 - 122 

小 倉 工 場 尚 岡 県 小 倉 市 時 坂 上 の r f . i 37

川 崎 工 場 神奈 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

札 帆: 出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北 大 通 東 4 丁口 4

盛限汁I : J盟 町 岩手県鶴岡市木伏 ＴＹ ・ ｭ 泥まｬＡ ｮ ｾ ( 掛}

三名 古 趨 代 理 問 愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 軍j井 町2- 12 岡 田 姐 村 K K

米 干 代 理 的 鳥 取 県 米 干 市 祇 間 関T 2 - 93 ・吉 間 工 務 代

S集 式

会 i j:

T E L 東 京 (623 ) 代 表0106 - 01  08  .  (622 ) 0790  

T E L 東 京 (611 ) 2118 - 9  

T E L 小 倉 ( 52) 0653 ・ 2833

T E L 川 崎 00759 4 - 5

T E L キL' .且 a 6762 ・0515

T E L  守且悶 7642 

T E L 名 古 屋 (53 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 341) 207- 8・4836- 7
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会

会

一
A

商

商

式

社

株

会

設計施工

22 大 阪 城 口 研 究 所

水 ・衛 生

房 ・換 気

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

底 大 阪 市 西 区 江 戸 郷 一 丁 目 60番 地

短 話 大 阪 ⑩ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京 都 ・神 戸 ・岡山 ・高 松 ・広 島 ・熊 本

札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・富山 ・金 沢 ・福 井

底

所

本

支

出

口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575( 代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ包話京都@ ) 4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 神 戸 @) 5 8 9 2

城代表取締役

張

大

キL

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

庖 来 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 大 間 ピ ル 714 号

匂 語 大 阪 ⑪ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札幌市北四条西16丁目 1番地高田屋ピノレ二階

旬 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピル522号

務 中 局 @ 1  7  6  6  

創 業

大正二年

I芭

庖

阪

幌

式

社

京

株

会

東

水 道 ・衛 生 ・暖 冷 房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレ ー フドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区! 願鹿町通一丁目四四務地

宿語大阪⑫代表4496- 8 ・4993- 4審

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 {q
l

12号館 5 号

電 話( 281) 局6505- 8番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ① 2074

縞 井 市 城 之 繍 下 町 一 O 電 話 福 井 ② 2436

高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ② 5195

岡山市大供松ノ木三八O ノー 電 話 間 山 ③ 7047

庖本

名 古 屋 庖

所

所

所

所

業

張

M
m
強

営

出

刷

出

沢

井

松

山

金

宿

高

岡

須 式

工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 電 話 441- 5171

支 庖 一 一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

会 社

衛 生 設 備

施

株業賀

空 気 調 和

設 計

工

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷役運搬機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱山機械

機 工 業 大 阪 支 鹿

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区高廊栂 3丁目 1番地 電話大阪(202)代表3071

本 底 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1 丁 目 1 0 帯 地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・礼幌 ・広島 ・仙台 ・富山 ・金沢 ・静岡

工 助 鶴 見 ・六 郷 ・中 山 ・高 槻

空 気 調 和装 置 ・ 熱風乾 燥 装 置

設 計 施 工

‘  

社

庖

潟

町

河

川

川

f

6
「

l

l

t

t

支

九

J
m
一

二

叱

ト

問

H

⑫

洲

原

内

，

H

U

阪

怖

い

唱

団

ι

一

オ

大

級

協

(

町

⑩

央

市

基

目

阪

中

屋

市

丁

大

都

二

話

京

古

島

島

電

東

名

広

/

 

中区
b

L

 

，
寸
」
崎市阪大

建

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛 生・消 火 ・暖 冷 房 設 備

22 西原衛生工業所大阪庖

電気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気

大 阪 暖 房

本社及東京支庖

営 業 所

電 話大阪⑬ 3531番
大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44

醸房 ・冷 房 ・ 水 道 ・衛生 設 備

設 計 ・施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代 表 (341) 7  0  3  1  

東京都千代間区小川町 2丁目 1 桧 ピ ル (201)  7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (  74)  1  1  5 8  

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 ( 97 )  1  8 2  0  

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 5 0 9 8  

広 島 市 紙 屋 町 8 ( 2 ) 4 5 3 7  

所絡連

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 株 式 会 社工

ネ土

后

出張所

本

支

社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1了目62 電話( 441) 代表2613 ・代表9431

出張所東京都北区上十条 1丁目10 電 鋸 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町1の6 電 話 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 l の1 電話 ( 4) 1778 ・4386

広島市中町 2 番 地 の 4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

2  

. 6.  

ココE
株 式業エ回山



一一特命叉l " i 指名の場合は本欄をど利用の程お願い数します一一

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ビノレ 8 階)

電 話 大 阪 (31Z) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地本

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

株式会社 栄 輿 商
. o.  

ココE

本

支

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

腐 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 ⑪ 3 3 9 1 - 5 悉

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

活

神戸出張所

仙台出強所

神戸市生同区下山手 ii!i i ¥T 目三三 電話元町0 30お番

仙 台 市 東 四 番 了 四 五 電 話 ②5136番

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区宮問問T30 電話大阪⑩ ii s z;ぉ。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

仙 台 支 庖

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 @ 2  8  9  3  

名古屋出張所

⑤ 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑪ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

名古屋支庖

電 話 ( 866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4  

名 古 屋 市 中 区 城 代 町 7

電 話 @  4  6  9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

本 社

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑪ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・21 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 ( 811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑩ 局 8 3 5  6  (代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 日本橋兜町三丁目二四番地

支 庖 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

暖

: 8  

"'" 

生

置

株式会社 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電⑭6671- 5

東 京 支 庖

北 海 道 支 庖

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 広

広 品 支 底

領 i珂 支 庖

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電 (431) 7  3  4  1  - 5  

札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③5374・5969

仙台市元寺小路( 五城ピル) 電 ② 8061・@9261

名古尾市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 市 大 手 町 8 ー155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 市 灘 研 町 3 電 @'0788・@O296

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 )11 繁 雄

本 社

大 阪 営 業 所

京都市中京区両替町通リ姉小路上ノレ

電話@ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 玉溺橋北詰)

四日市営業所

湾 営 業 所

篭 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町篭話7503・3伍 5

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

暖房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 最 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

社

大

東

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノレ六階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

尽

出張所

( 代) 9851 - 9 ・9951- 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大阪市北区宗是ｾＨ大ピノレＩ

本社・工場

本社・分室

営 言聡 所

電 大 阪 代 '( 441) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同ピル)

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 呑

名 古 '屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

3  



の 程 お 願 い 致 し ま す一一
一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

社
ゐ
一
品株 式

L : =  

ヌL電海j実
社

d 企』

' : D;  式株

. t = 

ヌL藤

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

包 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

包 括 ( 481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

社本

電

大 阪 市 北 区 野 崎 UtJ・六 九

包 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十二

電 話 (551) 8 ' 3 3 0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・jぶ 局 ・ 福 岡

エ

京支社東

業 所
a畠.

所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

央 電 気 工 業 株 式 会 社中
社

. 6.  

' : D;  式株業エ原栗

騰

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 1I汀二五務l也

屯 話 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京出港区金杉InJ 二丁目十三務地

名 古 屋 ・ 新 宮 ・御 坊

村
. 6.  

寸取締役社長

社本

英

大阪市北区永? 9a1町8 番地 ( 日産生命館〉

電 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・宮山

雪

ロ
原粟取締役社長

東京支庖

営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

ロ11

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全悶燃料会館607号室 電話東京(541)7464 

大阪商 ・北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福山 ・福岡

. 6.  
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一
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ソ

白

コ
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H
市

浪

主

E
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ヤ

本

支

H

U

E

d

機

遠

度

フ

一

割
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刷

出

出

2

-•.. 
京

阪

l

動

劾

湿

種

オ

六

開

包

配

温

各

・

ヮ

森

点

工

大

名

制

広
pfi 張出

. t = -UI・ ・・...... . . . 色』

ヌ1. 1不エ、: z: : : s.

山 本 博 三

本社 大 阪 Ｑｉ￯北区中之ｽｾ 三 丁 目三 朗日ピル Ｖ 附

f日 新 大 阪 日 @ 9 5 3 1 (大代荻)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 凶 丁 目 八 暑 地

m 潟 大 阪 /; ; ; ⑭ 5 2 0 1 11' 1 ( 代表) - 3  

出張所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 川 町 六 i帯 地

氾 i活 京 都 F-j @ 3 4 8 1 番

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 認 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T 五o (笠 ピ ル 三 附 )

f([ ｾ ， Ｕ＠ (312) I  4  7  I  (イu

Mi 点 京 仰 中 央 区 西 八 丁 刷IJ ! I 丁目寸 f 時間 ピル主附}

f([ ｾ ，ｲ［＠ (551) 5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 屈 市 北 区 城 見 通 二 丁 LI 二 O 帯 地

m ::8 .  (98) 2 3  6  - 7  

小 松 市 符 津 町 才 問 凶 ノ 三

H! ｾＺ舌 ( 粟 津 ) 2 3 7  

m 市 三 宝 町 七 了 日 正 六 九

社

事

工

エ

施

気

計

陽

取 締 役 社 長

電

設

信田

I ' g  朝

社

エ電 気 工 事 設 計 施

本

支

4シ

。

電気工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社
&

宮式株

L : =  

ヌL

居 申

t:e!. 本中社
. 6.  

' : D;  式株ー-ヌL電東;工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 IIIJ 三 丁 目 一一三

沼 訴 ( 931 ) 2  1  e  3  

正本中取締役村長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 j防山. i i I i 9 T 日 72

屯 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 ぬ

事土

本

支

工 場

倉 庫

機 器

資材

出張所

4  



電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 UIJ

屯 話 大 阪 ⑩ 6531 ( 代) ｾ＠ 5  

支 庖 名 古 屋

出強所 東 京 ・岡 山 ・門 司

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区南J l ' I 1 縞五丁目二八務地

辺諸 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  ｾ＠ 9 務

社 寺 数 寄 屋 用 瓦… 大 偽 瓦

' ごい h  

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦… 大 和 瓦

庖 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 l日町 ( 6 ) 3 5 5 5

大 阪 営 蝶 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1 3 (941) 0 9 7 5  

名古屋営損所 名 古 屋 市 瑞 穂 区 堀 田 通 1 丁目 (88) 2  7  0 3  

PAI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 前 負

株ェl

会社 塗 装 庖林

TEL. 大 阪 @ 1756- 7・東 京 ⑮ 1335

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理庖 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神間道 野里屯停前

製 造 元 東京サンヒ ット商会 電 大 阪 ⑪0417・4091

電 気 工 事 設 計 施 エ

メ 株 式 会 社 三 興

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 UIJ 50 (.; ;: ; ピノレ 7 桝)

工程 話 ⑩ 2  1  3  8  ( 代) ｾ＠ 9  

支 広 東 京 都 中 央 区 日 本 絡 事Ei 的I I I J 3T 自 2 苦手 i也

電 話 @ 1  4  7  8  (代) ｾ＠ 9  

出張所 堺 ・ 下 関

社

エ レ ベ ー タ ・コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホイ ス ト ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー ト パ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 ⑥ 製 作

白 本 工 レ ベ ー タ 工 業 株 式 曾 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 憾 筋 6 Ｈ天Ｂ 阪ＺＧｾＮ ビルＩ

;1L 話 (351)  4  9  ｾ＠ 7 代 点 7 0 7  1 交 挽

点，; { Ｎ［［ｾＮ＠ ｾ住所 *  京 都 台 東 区 長 羽 町 2 ー 7 Ｈ Ｇｾｮｘ ピルＩ

屯 話 ( 831) 79491白 iui ( 866)  5276 5<: 検

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 iui 5 - 6 - 2

'..u: ，11; ( 381)  0  3  6  3 ・ 4 5 8 8  

掲警・練ij， .t ューム苦

べ〉千t-?ー.v.シ京寸L

曾

四日

目

商

抗

日

幸

呪

一

一

一

畑

制

青写真とマイクロフィルム

株式会社 阿 外 写 真

製図 ・トレ ース ・複写写n

大阪市北区堂島北町16 T E  L ⑩ 9055 (代表〉

⑪去を 1Ui ま窯業高志

大阪市西区靭南通 2 丁 目 21 市市靭南通り危停前

m話大阪 ・ ⑭ 2435 .  2788 ・8597務

5  



[  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア ト

。
ヤ

. 6.  

: D> 商アタ木鈴社

. d.  

:z:t 式株

電 話 ⑪ ∞98 ・5837 ・8729 ・臼10大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3  

〈参

7  8  2  2  ② 話電金 沢 市 長 田 町 1 1 9北 陸 営 業 所

-、

1' ; 完昆難

問

昌

一

風

叩

問

中

日

…

回

一

速

を 誇 る

( 乞 御 照 会 )

T E L制05750・8836

寧

富

迅

丁

豊

工

庫

切

信 用

続

地

在

ι ヨ5イ〆イI !

ザ -v E， 

s，ヤ噌q，-

タ

タ

、、，

y  

ヤ

ヤ

L〆

ン

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水・ゴーレジン樹脂防水
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合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治
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広 島 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0 電広島 o 4  9. 6  7  
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新 鋼 建 設 工 業 株 式

取締役社長 吉 田 信 武

大阪市西区立売場北通 1ー 76 ( 立売 網ピ J レ)

電 話 ⑬ o 6  0  9 ・6 5  7  5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 背 木 古 堂 町 5 3

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 君11 向 島 町 立 花 3 0  1  0  

電 話 尾 道 2 8 6 8  向 島 西 1 9  
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夕 田島応用化工kk .. .. …一 ・・表4

問中工業kk … …・… … ....・H ・. 1  

kk 田中風呂 製作所..... .. … … 6

田辺工業kk . . … …… .. .... .. . 本文
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大祭熱工業kk ・・・・・ … … .... .. 3  

大日本硝子工業kk. ・・H ・H ・.....14
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員 名 f主 所 電 話

( 株) 久 f呆 商 庖 大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 大 阪 (341 )0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 鐙 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通 5 / 35 大 阪 (441) 5408 ・5486

( 株) 井 上 浄 夫 商 底 大阪市西区江戸堀下通 1 /  7  大 阪 (441)8531 - 5  

( 株) 大 和 高 ｾ＠ 大 阪 市 南 区 高 津 町 4 番 丁73 大 阪 (631 )6221- 4  

( 株) 石 回 建 キオ 底 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 (301) 6340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 ノ 51 大 阪 (631) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371)6555- 7  

日 本 渡 育 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区2吉田町40 大 阪 (341)  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目 神 戸 ⑤2140 ・2697

( 株) 中 出 街 ｾ＠ 神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 / 9 神 戸 ⑤4630

タ ア
ノ {

ヤ
y  商 底 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都 1@4468 

田 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 / 74 大 阪 (44I ) 5951代 表

岡 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井町 2 / 12 名 古 屋 @ 2057 ・0121

( 株) 名 建 商 ｾ＠ 名 古 屋 市 中 区 宮 出 町41 ノ 2 名 古 屋 ⑧1329 ・2817 ・2106

主主 橋 建 材 I苫 名 古 屋 市中 区 材 木 町 1 / 12 名 古 屋@3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢 市 西 側 町 8 金沢笹) 4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富 山 市 奥 田 新 町23 富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 弁 営 業 所 福 井 市 大 和 中 町70 福 井 ②4532

付末) 島 工 務 庖 高 岡 市 大 坪 旭町 2 丁目 32 ノ 1 高 岡 2463

( 株 ) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富 山 市 神 通 町 3 区 1003 富 山 ②8221

青 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町108 中 ② 2281- 4  

T1 ] ' 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 岡 山 市 東 田 町 3 岡 山 ②7911 ・8169

( 有) 里子 甚 商 庖 岡山市内山下30ノ 10 岡 山 ②4272

( 株) t兵 原 E量 商 底 尾 道 市 吉 和 町 新 浜 尾 道 2760

( 株) J兵 原 壁 崩 庖 防 府 支 底 防府市大林寺 防 府 ②3611- 2  

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 市 宮 脇町 960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

1S ' 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福 岡 市 万 行 寺 前 町14 声有 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 橋 町 138 長崎( 4 ) 1726

高 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所 小 倉 市 西 本 町 2 小 倉 筋i )6177

建設省阪建22号認可 出 資 金 600 万 円

星
西日本アスフ到しト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 - - 7  4  

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑩ 代 表 5951

T E Lペ槌6) 代表 6101
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雨 の 多 い 日 本 に は …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

三 |

マν 予ミJ の S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

燃 え な い

狂 わ な い

取 り つ け 易 い

MA N⑥ T E N 

10 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 亀戸 町 2 丁 目 114 ( 祈 協 和 ピ ル 内 ) 1包 括 東 京 ( 681) 8425 



( 法 定 不 燃 材 ・ 軽 量 石 綿 耐 火 板 )

アス ｾｉｘ ト ］［Ｇｾｉｊｘ
フ ァ イ ヤ ボ ー ド は 今 般 英 国

ケー プ ア ス ベ ス ト 社 と の 技

術 提 携 に よ り ア ス ベ ストラ

y クスと改称致しました 。

完全耐火性 ・軽量 ・吸音・断熱性 ・

永 久 不 変 性 ・ 木 材 と 同 様 の 加 工 性

トムレ I ' I I T X

議忌

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社 東京都中央区銀座西 6の3 電 (572)ω21 ・ω31 (.代)

大 阪 支 底 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4 の 2 5  電船場 (251) 5  4  9  1- 8  

名古麗主庄名古屋市中区下前海町 117 電 甫 (32) 6 5 9 1 - 5

九州主高福岡市議院大通り 2の8 1 電禍岡 (74) 1747 ・鎚27

il 脱 出 費 所 札 幌 市 北 四 条 西 2 丁 目 電 ( 2 )6472 (  3  )0520 

古きLL手ミヒ斬新な技術を誇る大銀製品

スチール ?'7f

アルミ I ， 営 業 品 目

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 紙

大阪鉄 ｉｾ パ
取 締 役 社 長 富 田 豊 松

大 阪 市 西 区 本 田 町一丁 目 四 四 番 地 電 話 大 阪 ( 531) 1254 ・4615 (541)  0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番 地 包 話 大 阪 ( 661) 1  4  1 8  

千 舟 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 四丁 目 五 七 番 地 電 話 大 阪 (47l ) 0 4 2 0  
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|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 ど 工 事 は |  

(ア イクエオ 11頂)

( 301) 6437 ・6438

( 661) 8861- 2 

(971)  4460 ・8288

(441)  5951 

(471)  3131- 2 

八尾 ( 2 ) 2308 ・3039

(391) ω2 4 - 5 ・2045

Ｈ ｾＳＱ Ｉ＠ 5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 5 丁 目 91

大 阪 市 西 成 区 柄 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 械 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 繍 1 丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

八 ー 尾 市 字 太 子 堂・ 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 綿 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 丙 |玄 新聞J 北 通 l 丁 同 1 8  

k. k.  

社

社

大阪出強所

業 k. k.

築 k. k.

大阪営署員所

阪 支 底

察

官

賞

盛

k

工

L

L

‘ 製 造 業 社

協 和 建 材

k. k. 工

k. k. 工

田 島 応 用 化 工

大 恵 工

東 重 工

目 遷 化 学 工 *

日 新 工 業 k. k.

( 202)  2291代

(451)  7601- 5 

( 312)  0871- 8 

( 391) 2080 ・2207 ・0238

( 361)  5858 ・5850

( !i31) 4520 ・8401

(791) 4427 

(361) 0774 

(341)  4305 

(441)  5195- 6 

(231)  2771- 2 

(441)  5223- 4 

(731) 2514 

(441) ＰＲＵＵｦ ｾ ・ ＵＳＹＲｦ ｾ

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀 ヒソレ)

大阪市福ぬ区鷺州本通 1丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 PIJ 4  1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 1 4  

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 IIfJ 9 1 3  

大 阪 市 北 区制j 笠岡IJ 50 (堂 ピルニ隣〕

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 了 同 7

大 阪 市 西 区 京 町 煽 上 通 3 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 T Fl 1 9

大 阪 市 西 区 江 戸 廊 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 金 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 上 佐 掘 通 l 寸 円 1 3

k. k.  

大

庖

K

会

k

k

k

k

所

所

庖

K

庖

所

Lι

し

民

L

a

b

a

L民

m

b

a

L

u

a

L

民

支

業

業

ド

-

E

事

油

膏

営

営

業

事

問

事

L

商

世

帯

大

商

J

阪

阪

興

商

ァ

大

大

k

詰

問

石

町

渥

E

商

k

.

高

フ

k

k

野

霞

:

L
民

a

b
民

商

回

ス

産

膏

建

国

社

通

図

本

松

日

ア

物

混

長

井

女

難

京

友

崎

西

4

4

主

π

k

恥

東

池

内

一傷

後

日

朝

三

川

中

K

目

前

村

山

4

司

(371) 6301 ・8024

(441) 8531 

( 301) 3505 

(371)  1333 

( 931 )  7071- 3 

(351) 2922 

(941) 5561ァ2

(441)  5408 ・5486

(341)  0207- 8 ・4836- 7

(341) 1105 ・ぉ40

(371) 0251- 3 

( 261) 7195代

高槻 ( 5 )  1646- 7 

( 631)  622ト 4

京都 ( 5 ) 9954

(921)  0971 ・0臼 l

( 641)  3434 ・0810 ・7390

(541) 3785- 6 

(361) 5496 

(451) ω8 9  

( 301) 3855 

( 931) 2397 

(451) 23ω ・2030

( 351) 2150 ・6395

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4) 6930 

神戸 ( 4) 5総 4

神戸 ( 6 ) 0505

向山 ( 2 )  4272 

尾道 2760

広島 ( 2 ) 2881- 2 

高松 ( 3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 下 辺 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里北 通 1 1' 伺 31

大 阪 市 北 区 浮 111 Pl r  8  2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 IUJ 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 l J 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 田IJ2 r 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5 丁 日 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 p'J 5  

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 庖 Il tJ 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 務 T 7  3  

京 都 市 下 京 区 西 じ 条 比 倫岡田IJ 28

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 n 目 5 2

大 阪 市 北 区 宮 田 PII 4  0  

大 阪 市 稲 砧 区 上 福 島 北4 丁 目 2 4

大阪市東淀川区木 川 西 ノ田J 2 丁目 6

大 阪 市 城 東 区 荻 田 町 横 線 9 1 7

大 阪 市 福 ぬ 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 橋 筋 2 ー l

神 戸市長・ !iIl 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 JiI! 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 問 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 事1
1繊共栄 ピノレ

神 戸 市 兵 ftJ( 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 吉 和 町 新 浜

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

高 松 市 宮 脇 田IJ 9  6  0  

松 山 市 一 帯 町

松 山 市 笠 岡J 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k .k.

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 庖

大 阪 耐 陵 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

k .k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 渥 青 工 業 k. k.

k .k. 木 下 値 三 商 庖

k .k. 久 保 商 庖

坂 口 興 業 k. k.

清 水 興 業 k. k.

k. k. 新 光 商 庖

関 本 建 材 k. k.

k .k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k .k.

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 材 k .k.

日 本 涯 膏 エ . k. k. 大 阪 支 庖

フ タ パ 興 . k. k.  

k .k. 双 葉 商 会

松 本 理E 膏 工 . k. k. 大 阪 支 庖

マｽｾヱスエＮ k. k.  

丸 藤 商 庖

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 商 会

三 個 ヱ * 所

中 村 渥 膏 工 雛 株 式 会 社

日 建 渥 膏 工 業 k. k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 腐

k. k. 浜 原 豊 商 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k .k.

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

4 費 助 会 員

丸 事事 (271) 1251 ( 代)

|  社 団 法 人 ア ス フ ァ ル ト 同 業 会 関 西 支 部 -削I ベ 川

12 

大 阪 市 南 区 長 郷 縞 筋 3 丁 目k. k.  泊石
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大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津田T 3 丁 目 59

電 話 大 阪 (741 ) 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山 (2)0298 ・9435

東邦商会
大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l出 張 所

(541) 8731- 3  
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網入光り波型ガラス( 刀 二: 建) 長サ9問 問 弘

噌，.. ............... ... ......岨..，、，叫俳，.".唱ト，、，叫除，、，.，.，、，司...，
..，.姐除，、，..除，、，..，..，-

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト 波 板 ・平 板

、p、内ω、，、，、，、 ，、，頃ト，、，..，.頃除，、，頃恥，、，噌除4、，..，..，、，、，

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，す法( 長尺物有)

⑮ 製 造 販 売 犬日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱倉庫ヒソレ) 電⑩1お9 ・3389

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 字 久 保 224 電⑦3101- 4  

I I . G. C武
‘  

. G . イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シュ D . M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ アル ト販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

工場 大阪市阿倍野区旭町二 ノ六六

岩 元 式

|ヌカイライト並号明' ンチレーダーI

寄 木 目占 床 板

フ ロ ー ン グ 施 工 E青 負

プ ロ .:; 
ク

ベニヤフラ ッシュドアー 造 作 取 付

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6 2 2 寄
木 商

営 築 所 大 阪 市 東 区 横 線 6 - 49  

電 話 ( 251)3 7 3  1 ・3 日6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l
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X怒土なも1恭子 aB 'd ｾＱ 暮し
， 

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

ノ f ー ラ イ ト 主 反

著し あ き 北辰

サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

葵しい カ タ ロ グお 送 り し ま す

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会 東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ ー3 朝 日 石 綿 ピ ル

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会 電話 ( 5 ワ1) 1 3 5 9 ・6 9 1 4

鋼 製 建 異

製 作 ・ 販 売

⑩ 
栄 進 鋼 業 株 式

.d. .  

社ココE

大阪市城東区野江西之町2- 2 電話 (931) 8261-3 ・9586

支 庖 ・ 福 岡 営業所・広 鳥 ・長 崎

防 水 に 耐 酸 に ・ ・ ・

ド イ ツ と 技 術 提 携 に よ る 国 産 化完 成

製 造 元 タ キ ロ ン 化 学 株 式 会 社

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 高 垣 町

電 話 大 阪 ⑩ 178 ( 代表) 4161 ⑩ 4957- 8  

レオ ｲｾ ノール ｏｒｇ

・ 各 種 の 酸 、 ア ル カ リ に 対 し

て 強 い

. - 3 0・C + l ∞. Cに耐え，る

・伸 長 性 に 宮 み 老 化 せ な い

・ 化学 工 場 床 、 排 水 灘 、 電 解

槽 、 耐 酸 防 護 を 必 要 と す る

構 築 物 に 最 適

レオＯｾノ Ｍｊ レ ｂａ

・ 陸 屋 根 、 地 下 室 の 防 水 、 伸

縮継手、簡単な耐置費用とし

て 使 用 さ れ 冷 工 法 で 施 工 容

易

15 



アルミニウム

東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出5長所

ブ ロ ン ズ

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0  0  

m 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区絹空辺町 18 番地( 策略ピノレ 3 断)

' 1 u 話 ⑩ 9 1 5 4 - 7

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) 0 2578- 9 

福岡市橋口 町15番地の1 ( サシピノレ3階) @8825  

‘ι  

• 

関醗脅工業株式 銅
ミ

-

r

・
1

・

'

・
・

1

・・・

Ｑ ・ ｩＧＺ ・Ｎｾ［ＮＭ［［ＺＮ・｟ＮＮＮＮＮＮ‘Ｎ・Ｎ . . ・1・.・. Ｎ・ ｩＮＺｾ ー［ ＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮｾＮ、 ｡ ・・ Ｒ ι. ・7・・ 1・・: ・5 ・: : !. ' ' " ' 0 . " : . .  ，: ・・.-.: 0
0  

ＰＢ ・ Ｎ ・ ＮＮ ＮＮｾ ￟ ＮＮ｟Ｎ ｾ ｟ ，Ａ＠ .";:._w・..-" ・. ・.・-. ・1 ・・・. " ｾ・Ｎ

月鎗形トtミラ錠の決定版/.1

ス ( カタ ロ グ 灼g)

1品 種 { 主るム:1問 '11務 所 111 、 IIIH上切JH 廊下辿時間、』直接

せる IIIIU: l;IJJ I l . 倉雌111. 学 校 荊 院 用 、 mu時 JIJ.

ピル五l則i I 昼間J f t . 浴箪 トイレ y ト朋

2 材 質 ステ ン レス、白金、 ￄ 抽、硬質アルミニｾーム
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黒川金物株式会社

本 仕 大 阪 市i*i 区間 ;11町 1 0 需T J 9 番地 T E L代表⑮74田 - 4 曲50

官 1i 所 車京都江東区深川市i I 1 町2丁目 9 酢地 T E L ( 6 41) 7 2 5 0  

工 拍 車 f! l ¥¥北詰岨叩骨芝町別所 1054需地 r  E  L  (下111) 1  0  9  

16 

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパυャ

Asbesto. Barri ev 

( 硬質石綿板)

.降

建物内外壁、間仕切 、天井扉、電気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁な どに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

屯 話 ⑮ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 呈カタログ)
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跨孟孟玉置回調

本 社 工 場 尼 7 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0

電 話 大 阪 (401) 6  1  5  8 ・ 6 1 5 9  
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文
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殻
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標

安
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H
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ヘ」 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市1向車区西円手間T- O一七番地 i喜町駅貨物八号門前I

' 1u話 (562) 0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

ナニワ緩勾 ｾＲ 買

組 破"1 材に顔料、 薬 品 等 を 自 己 令 し た 粉 末 剤 で そ の 俄

水 線 上 金 銭 仕 上げ の 為 特 に 技 術 を 裟 せ ず 、 色 ム ラ 、
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製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市 此 花区四: 1. ' 11;，¥旭町 1- 3 T  E  L  (461)  3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 n Jゐ 旭 町 1

株式会社

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コンク リート 造建築

の設計監理

2. ダイヤモンド トラス ・ジグザグ トラ

ス・ 平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、、仏切心

地質部 ポーリ ング ・建築物基礎工 v '  V  

事 の為の土質調査

ｾ当

餓 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 1日絵本建築設計々算事務所 ・絵本特殊織造研究所 ・合体)

東京都ι1-'央区日本織かきがら IUJ 3 の 2 屯話 ( 671) 6443 ・7007 ・7062
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を ＱｾＹＱｴ 敷プ ＰＢＱ ワ・スマーサ・各種コシヤリート製品ＭＣ｟

⑪森延窯業株式会社

阪 締 役 社 長 森 下延幸・ 専務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町三一 電話 (671)2420 ・8217

浪建式

アルミサv シュ・ド? ー
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シャ，リター .it ベレーター
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4 ・h 一製造販売ー
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- 優 美 私 繊 維 の 京 壁 材 一 一 惨

新 日 . 壁
唱‘

- 繊 維 の 床 砂 材 … -

一 一 一

- 塗 り つ け る 織 物 盛 材 一 一 惨

1，1: : 口〉壁
一一一......ー…

I  壁
』ーー一一→一一' 一一

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 歩 ωす' . ) ' 1)、ベ'

E郭"守湖、ぺ

f  

長官

‘ 一 一 ・ 吹 付のできる京砂壁材

- 繊 維 の 色 土 ・… 一 一 一 砂 ヲｾ 翠日

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｂｨ ＮｾＱ ミー陪 ＱＱＱ 帯
コ- 1 ¥ータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式含枇

- 御申越次第カタログ進呈
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株式会祇岩往鎖、工所

本社 ・本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 31  i'l ) : 話代表 (471 ) 5  1  2  3  

尼崎｛場尼崎市守 ＱｾＱＩ 下河原 Ｑ 5 沼 話 代 表 (401 ) 6  7  5  1  

、f
a  ， 

ｾｾベ建築 ｴ 二ＮＮＮ

多るCJ 邑党戸むら

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

ｾ＠ - 大建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株式会社・部材でl 回、成品でl 回

本 社 工 場 堺 市 松 屋 町 l の 6 T el 堺(3)5241- 9  

大阪営業所大阪市南区九郎右衛門町 2 1 T el ( 211)0836- 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新道町 2 の 7 T el 名 (97) 7264  

東 京 事 務 所 東京都千代田区平河町 1の2 T el 東京 ( 301) 1248 
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